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選i 福岡平野の歴史

緊急発掘された遺跡、と遺物
原始時代~江戸時代

1977年 7 月 19 日 ~8 月 31 日

福岡市立歴史資料館





特設展開催にあたって

本市を中心とする福岡平野は、埋蔵文化財の宝庫であると言われています。ぞれは、こ

の平野が古くからわが国の歴史の上て大きな役割を果たしておリ、それにともなう祖先の

貴重な遺産が多く残されているからです。

私たちは、これらの歴史的遺産保存の重要性にかんがみて、その調査 ・研究 ・整理を行

うため、あまたの困難を克服レて調査体制を整備し、緊急発掘を行っています。

このたび、県 ・市教育委員会が10力年余の聞に緊急発掘した市域内の80あまリの遺跡の

調査成果とその出土品を福岡市立歴史資料館にあ、いて展示公開いたすことになリました。

これらの遺跡の多くは、諸般のやむをえない事情によって消滅レ、少数が保存措置を講

じられております。今回の特設展の企画開催に当っては、幸いにも、調査関係者の不断の

努力によリ保管している遺跡調査記録とその出土品があリ、広く市民に公開の機会をもつ

ことができましたことは、ご同慶のきわみであリます。

この特設展示が、市民各位の埋蔵文化財保護に対するなおいっそうのご理解に資するこ

とがあれば幸いです。

昭和52年 7月19日

福岡市教育委員会 教育長 戸田成ー

図録刊行にあたって

福岡平野は、一衣帯水の玄界灘を隔てて朝鮮半島、中国大陸と接レてあ、リ、古代以降中

近世にいたるまで相互に交渉が行われてきまじた。

ことに、奴固とよばれた弥生時代のわが郷土 ・福岡平野は、高度な外来文化摂取の門戸

とレてその後の日本文化生成の歴史に大きな役割をはたしてきたことが、各種遺跡とその

出土品、その他の文物によって明らかにされたことは周知のとおリであ ります。

このたび、当館において開催の特設展 「福岡平野の歴史」の展示品図録を刊行レました。

この図録は、 10力年余にわたって市域内て緊急発掘された原始時代よリ近世におよぶ遺跡

とその遺物を、主として写真により個々に紹介するとともに、各遺跡の概説と関連の図面

によって各時代の人々の生活 ・文化を理解じ、福岡平野が包蔵する歴史的特色の把握を可

能ならしむるように意図したものであります。

本書が、市民各位の郷土における歴史的遺産保護の理解にこたえ、かつ、専門的研究の

一助ともなれば、刊行の主旨がむくわれ望外のよろこびに存じます。

特設展開催にあたリまして、展示品の収集、展示品図録の作成に寄せられた関係各位の

ご尽力に対し、深甚なる謝意を表するものであリます。

昭和52年 7月19日

福岡市立歴史資料館 館長 石橋博



写真 遺跡
概要

こもくら

1 小葎遺跡- ……… ……...・H ・…… 1-3 81 

2 元窓防塁・ …一 .....・H ・-… …….. 3 82 

3.今山遺跡・ ぃ・・・・・.....・ H ・.... …........ 4 84 

4. 今宿横浜遺跡・・ ・・・…・・・・・・・・ ・・・・・… .5 85 

5. 今宿松原遺跡・ー・・・・・・・・・・….............… .6 85 

6. 飯氏鏡原遺跡・・・・・・・・・・・・一......... ............... ......85 

7.飯氏馬場遺跡ー・・ー…・・….....................6 85 

8.丸限山古墳..…・……・・….....................7 

9.若八幡宮古墳………………...・H ・-… 8-9

10.今宿大塚古墳・……………………"10-11

11 徳永古墳群・ -……….........…・ • ...... ......... 90 

12 今宿古墳群- …....・ H ・...........…-・・・・ ・… ...90

13.相原古墳群 ・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・........12 91 

14.今宿小塚、今宿大塚南、今宿高田遺跡-………91

15.草場古墳群…・……・・…………・・…・…......・H ・-…91

16.斜ヶ浦瓦窯祉一 一……ー……………ー…・・….92

17. 大又遺跡・・ •••••.• ••.••• •• ・・・・…・・・・・・・・・・…13

18. 高崎古墳群・・・・・・・・ぃ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・ 13-14

19.宮の前遺跡…………- …………・・…15-16

20. 湯納遺跡ー・・・ … ・・・・・ ・・・・・…........... '''17 

21.広石古墳群………ー…………………18-21

22 コノリ古墳群・・…・ー……・…… …・ー…・ υ … 97 

23. 下山門遺跡・・・・・・一..........…............22-23 98 

24.下山門敷町遺跡……………………………24 98 

25.下山門南 ・石丸古川遺跡.......・ H ・-………… ....100

26.牟多国遺跡………………………………………・100

27. 野方中原遺跡・・・・一一......................25-27 101 

28.小松ケ丘古墳群…・…・……………・……...…… 102

29. 野方塚原遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一.............28 102 

30. 戸切中原遺跡・・・・・・・・・…ー…・・一一....................103 

31. 戸切遺跡ー・・・・・・・・ …・…・・・…・・…・・・…・・・・・・ '''103 

32.金武古墳群...・ H ・…・… H ・H ・..………・・…29 103 

33.姪浜新町遺跡…………・… …・ -一29 104 

34. 有国遺跡 ・・・・・・・・・・・ー・…...............29-31 104 

35. 原談儀遺跡・・・・・・…・・・・ ・…・・・・・ ・・・・・・…・・・32 106 

36.鶴町遺跡……-………………・・・'32-33 107 
しか

37. 四箇遺跡・・・・一一・・・・・…・・・・・・・・・…........34-39 108 

38. 山崎古墳群・・・・一一・・…・・・・・…・…・・・・・…ー・・・・・…・・.109

39.影塚第 1号墳……………………...・ H ・..………..110

目 次

跡
要

0

1

1

3

4

4

6

遺
概

日

日

日

日

日

日

目

前

割

・

nv
・

'
i
η
，u
q

a

F

h

d

F
Y

・

d
-

-

A

-

4

9

4

-

a

a

τ

;

…

日

~

…

~

~

n
H
V

・

n
〆
h
M
a
n
-
-

daτ

・

44τ

凋仏
τ

群

・

群

群

群

墳

群

墳

跡

跡

墳

墳

古

墳

古

進

遺

古
士
口

戸

古

口

限

寺

谷

隈

瀬

江

戸

ノ

泉

大

七

倉

片

瀬

京

浄

A
H
V

唱

E
A

nノ
“

内

《

υ

a
a
・
Fhd

n

h
u

a
n
-
-
a
n崎
z

a

n
T

d
A宅

d
n
T
a
n
T
a
n
-
A

87 47.力ルメル修道院内遺跡・・・一........一一・…."45 116 

87 48. 片江辻遺跡........... ・・・ー・ ・・・・・・・・・・・…46 117 

88 49. 小笹遺跡・・・ー・・・・……・・・・..................."'47 118 

50 宝台遺跡・・・・ー…・・…田・・・・・・…….........46-47 119 

51 丸尾台遺跡・・・……............................"48 119 

52. 笹栗遺跡・・・・・..........一…・・・…..............48 120 

53.地下鉄路線内遺跡一......................49-51 120 

54.大牟田古墳群………………...・H ・..………48 122 

55. 老司古墳・一一・・ υ ・・・・・・一一・………・・・・・・52-53 123 

92 56.弥永原遺跡………………………・・…・……54 124 

92 57.山陽新幹線路線内遺跡・・・…...・ H ・.....54-58 125 

93 58.福岡城跡………………………............・ H ・......127 
こもむた

94 59 菰牟田遺跡…………...・ H ・..…ー ……………… 127

97 60 板付遺跡・・・・・・・一一....…・・・・・・・・…・・・・・・59-64 127 

61.諸岡遺跡.............…....・ …...."'65-66 131 

62.持田ヶ 浦古墳群........・ H ・....・H ・.........… -一 133

63. 金隈遺跡 ...一・ ・・・・ ・・・・・…・・・・・・・・・......67-68 133 

64.宝満尾遺跡.......……………・・・......69-70 135 
むしろだ

65.席回遺跡群....………….......... …ー・71 136 

66. 多々良遺跡...............……..........・ー・・・76 137 

67.蒲田遺跡.... ・・・・・H ・H ・..…・ ....72-74 137 

68.蒲田水ヶ元遺跡一.........................75-76 139 

69.和田部木原遺跡一...・一.........................77 139 

70. 名子道遺跡・・・・・・・・…・…-・・・・…・・・ ・・…・・・…・…一.140

71.天神森古墳........…一一.• . • • • • • • • .…・ ・・77 141 

72.湯ヶ 浦古墳群…・・……・……………………… 141

73. 和白遺跡・・・・・-………・・・…ー ・・一-一'''78-79 141 

74 金印公園…ー・・・・・……一一・……一..一…・・・・・ ・…143

緊急調査遺跡一覧-…・・ ・…・・...・ H ・-………...・ H ・..144 

展示品一覧・・ ・・…・・ -ー・・・ ・ ・・・・・・・…・…・・・…… 149 

緊急調査された遺跡分布図………..........… …・巻末



1tl後追跡(1) ー l

第I層遺物出土状況

住居祉



2 - 小葎遺跡(2)

1 -2石錘(約巧)



西新元冠防塁

1 小葎遺跡(3) 2 元寵防塁 3 

1 -1線刻画のある弥生土器

' ・・， . 

.J::-〆 F

今津元冠防塁



-4 - 3今山遺跡(1)

今山遠景

3 -1石斧未成品



3今山遺跡(2) 4今宿横浜遺跡 -5 

石斧未成品と板付II式土器の共伴

4 -2 勾玉(約70
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4 -1細形銅剣(約冗)



-6 -5今宿松原遺跡

7飯氏馬場遺跡

5 -1袋棺(伯玄式)

7 -1 内行花文f方製鏡(約70



8 -2 f方製六獣鏡

石室と石棺

8丸隈山古墳 7 -
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8 -3妨製二神二獣鏡



-8 - 9若八幡宮古墳(1)

棺外西側出土短甲(西から)



9 若八幡宮古墳(2)-9 -

9 -1二神二獣鋭

9 -5鉄鍛

9 -2環頭大万、 9-3 鉄剣



一10- 10今宿大塚古墳(1)

.1'， ， . 

今宿大塚古墳 南側くびれ部

今宿大塚古墳後円部周溝

配
川
凶



10今宿大塚古墳(2) ー 11-

10-1円筒埴輪

10-2形象埴輪

10-3形象埴輪



-12 - 13相原古墳群

第 3号墳

13-4、13-5須恵器、土師器

。
。
.

。
。 13-6器台。

13-1装身具、 13-2鉄万子



げ大文遺跡 18高崎古墳群(1) -13 

遺構

高崎 2号墳



14← 18高崎古墳群(2)

高崎2号墳造物出土状態 (奥壁側より)

。 。も
• 

18-7杏葉 ・辻金具、

18-9金銅張環頭、 18-10装身具

18-1 -6須恵器



19宮の前遺跡(1) -15 

宮の前遺跡 C地点墳墓(中央 1号石棺、手前 3号石棺)

宮の前遺跡 B地点 l号竪穴

19-7 土師器(宮の前III式) 19-5 弥生土器

4・・-ーー



ー16- 19宮の前遺跡(2)

19-3鍬先(約Yz)

19-2鉄鎌(約Yz)

2号墳

19-6異形土製品

野窓哲司l
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1号墳

骨川、Jしず

19 -1 主包 (約巧)

19-8 管玉 (約X)

19-9玉(約メ)

五割



20湯納遺 跡 一17

湯納遺跡全景 i易納遺跡杭列(I-U・V)

湯納遺跡建築部材出土状況 j易納遺跡建築部材と臼の出土状態



ー18- 21広石古墳群(1)

広石古墳群II群全景

量

広石古墳群III群全景
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000コ
21-1耳環

。0 00

000. 
21-2玉類

21-8耳環

。021-9玉類

00900・

21-10鉄鍬

21-3鉄鎖

21広石古墳群(2) ーIト

21-11鋤先(約70

21-17 21-18 
鉄鍛 鍔



ー20- 21広石古墳群(3)

21-4 須恵器

21-12-13須恵器 ・土師器



21広石古墳群(4) -21-

21-14須j恵器

21-6須恵器

21-20須j恵器



22 - 23下山門遺跡(1)

a雌

ノ、

一ぷ~
下山門遺跡 B地点抗列

23-11 13-、し可こ.



23下山門遺跡(2) -23-

下山門泣跡 C地点沼汀線での木材出土状態

23-2 青磁、白磁

-
，g
 

-a 
• 

23-4 土製模造鏡、 23-5 紡錘車

23-10帝編具出土状態

23-8木製容器出土状態

23-3 ミニチュア土器

23-6滑石製模造品



ω24 - 24下山門敷町遺跡

-‘ .. 
ー-、 唱~均

一l ~ 

下山門敷町遺跡 奈良時代建物祉(柱穴)

24-2縁紬陶器

24-3 

墨書のある須窓器

24-1 銅文(約~)
~ 



27野方中原遺跡(1) お “

27 -10玉

27 -9玉

A議の発掘 (1973年 8月)

27-8 玉(約1.5倍)

27-12須恵器



26 - 27野方中原遺跡(2)

27-3鍬先

27-2青銅鋤先

27-4鉄斧

27 -5鉄鎌
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27野方中原遺跡(3) -27 
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5区高時群

29-1 舶載鏡 (約冗) 29-2 弥生土器

ムl



32金武古墳群 33姪浜新町遺跡 34有田遺跡(1) -29-

33-1石剣(約Yz)

32-1青磁碗

有田遺跡全景(第 3次調査)

!:.OIO...-



一30- 34有国遺跡(2)

d 

34-1夜臼式土器 34-13弥生式土器

34-2 ・ 3 石鎌(約~)

34-12弥生土器

34-9石鎌

34-8 石庖丁

34-11鋳豆!

34-7扇平石斧 34-6柱状片刃石斧未成品 34-5柱状片刃石斧 34-10石鐙



34有国遺跡(3) -31 -

34-14線刻礎 34-16土師器

34-19貨幣

34-17白磁碗

34-18万 子

---



-32 - 35原談儀遺跡 36鶴町遺跡(1)

35 -1三又鍬出土状態

35-2 ひしゃく

鶴町遺跡



36鶴町遺跡(2) -33 

36-3 容器

36-4 斧柄 36-2 二叉鍬 36-1狭鍬

........ ーー



-34 - 37四箇遺跡(1)

四箇遺跡全景



---

37-6三叉鍬

37-7三叉鍬

37-1 漆器

37四箇遺跡(2) -35 

37 -2斧柄

37-8鍬

37-3 弓

37-4 槍状木製品



-36 - 37四箇遺跡(3)

E- E 
.ー河



37-9 

37-15 

37-35十字形石器(約泌)

37四箇遺跡(4) -37← 

37戸 14

37-16 

37-40玉(約70

37-36磨製石器(約泌)



-38 - 37四箇遺跡(5)

^A  
37-26打製石銀

37-27つまみ形石器

37-29削器
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37-41土偶

37-28彫器
37-31主ft

37-30尖頭状石器

37-39有孔円盤

」よ



37-38打製石斧

37-37磨製石斧

37-33石錘

---

-
...~ ，、晶週目

園

ーを官‘羽・-・剛
、~j"';~

37-34土錘

37四箇遺跡(6) -39 



-40 - 41七隈古墳群 43片江古墳群(1)



43片江古墳群(2) -41 

00000 
43-4耳環

43合環E凧，。
. .岨 5玉

(約Yz)
43-9土玉

43-10馬具

43-11鉄鍛

43-2 鉄鍛

43-7鉄鍬

43-3 刀子

43-6 万子
(約Yz)



44瀬戸口古墳群、 45京ノ隈遺跡(1)

' 44-2飾り金具

-42 -

鍔44-3 

玉44-1 

刀子(約~)44-4 

賞粕鉄絵蓮華文i先経塚 1号主体部

(今回は他に出品中につき展示せず)

京ノ限遺跡



45-5 *主筒

組‘ー』

45-1 直刀

45-8 万子 45 -9 鍛

45-11鉄器

45京ノ隈遺跡(2) -43-

45-3鋤先

45-2鈍 (約泌)

45-6、7、13、14合子

45-10毛抜

45目 16数珠(約Y2)



44 - 46浄泉寺遺跡(1)

1号住居祉(古墳時代)

40号袋状竪穴内の貝殻

46-8石剣 46-9石剣未成品(約乃)



46浄泉寺遺跡(2) 47カルメル修道院内遺跡 45 

46-3扶入片刃石斧 46-4 扶入片刃石斧(未成品) 46-6蛤刃石斧(約72')

46-1石庖丁 46-5扇平片刃石斧

47-1銅釧(約70

""'--



46 - 48片江辻遺跡 50宝台遺跡(1)

rIIIf/IP 

止~ぇ

片江辻遺跡 第1・2号住居祉

宝台遺跡、 C区第 5号住居祉



50宝台遺跡(2) 49小笹遺跡 -47ー

50 -3弥生土器(宝台 I式)

49-1 鉄鍛

宝台遺跡 B区第14号護持墓



-48 - 51丸尾台遺跡 52笹粟遺跡、 54大牟田古墳群

51-1 日光鏡(約70

51-3 素環頭大万

大牟田古墳群

ョa・』よ



53地下鉄路線内遺跡(1) -49-

地下鉄路線内 西新町遺跡 C区10号褒棺墓 地下鉄路線内 西新町遺跡 A地点 3号土墳



50- 53地下鉄路線内遺跡(2)

地下鉄路線内西新町遺跡、D地点 4号住居祉

地下鉄路線内 西新町遺跡 C区褒棺墓地



54 53地下鉄路線内遺跡(3) -51 

53 -3弥生土器

53-1貝輪

.-，--勾--…~、、

53-4 タコ査

53-5五



52 - 55老司古墳(1)

老司古墳 3号石室遺物出土状態

55-4玉



55-1方格規短銃(径12.5cm)

「君宜高官」内行花文鏡
(径12.8cm)

55-3内行花文鋭(径 9.3cm)

55老司古墳(2) -53 



一54- 56弥永原遺跡 57山陽新幹線路線内遺跡(1)

ロ

t 
司

白
国

九l

56-1 i方製内行花文鏡 (約YI')

山陽新幹線路線内遺跡弥永遺跡

会主寸曹-アーξ:〆.'ヨ
ベミゴ主主j

邑 ¥ -

56-3石庖丁 (約泌)

57-3石鎌

57 -5、8柱状片刃石斧
57-4 蛤刃石斧

56-2太形蛤刃石斧 (約冗)

57 -2 石庖丁

57-7石剣(約巧)

~、



57山陽新幹線路線内遺跡(2) ー55-

57-1弥生土器 | 57 -6紡錘車 (約Yz)

五十川高木造跡 A地点 井 戸



56 - 57山陽新幹線路線内遺跡(3)

57-9、10、11
土師器

(皿、時)

左より

57 -9 

土師器
57-13 

黒色土器

57-12 

陶質土器

左よリ

57 -16 

白磁碗

57-15 

青磁碗

57-14石鍋

戸内

LJ 
匂V

57 -17貨幣



57山陽新幹線路線内遺跡(4) -57ー

57-18木製鍬出土状態

多々良込回途跡

全景



-58 - 57山陽新幹線路線内遺跡(5)

57-20・21土師器、須恵器

57 -22瓦

多々良蔵ノ元遺跡

57-19 土師器 57-25土師器 57-26タコ査



60 板付遺跡(1) -59 

土横木棺墓

. 司、.

堰状遺構



60 - 60板付遺跡(2)

1.'.....、へ

さ"-'"旬膚同』 知町田冨開閉聞開園欄司"'-

第 3区杭手IJ(弥生時代中期)

板付遺跡第 2区 旧河岸での土器出土状態
(弥生時代中期)

60-2夜臼式土器

60-1 縄文土器

60-29 弥生土器



60板付遺跡(3) -61ー

60-3 弥生土器(前期)

60-4 弥生土器(中期、宝台II式)



62 - 60板付遺跡(4)

60 -8石鎌(約%)

60 -9太形蛤刃石斧(約Yz)

60 -12挟入片刃石和(指拶-2')

60 -11扇平片刃石斧
(約7$') 60 -13柱状片刃石斧

(約Ys)

60 -10石斧(約泌)

1 

、~ー-4 



ト~一一
‘ 

60-23 紡錘車(約~ )

ω一
， ， ， 

• 
60ー23'土製さυ 60-22 投弾(約~)

， ~金
A A  

I I_~ 

60-25鋳型(約%)

60 -16石卵l 60 -27玉(約%)

60 -28鋼鉄(約%)(約耗)

60板付遺跡(5) -63 

60-20 石錘(約~ )

60-15 穿孔用石器(約~ )

60-14環状石斧(約泌)

60-38万子柄 60-26鉄斧



-64 - 60板付遺跡(6)

60-37斧柄

60-33二叉鋤

60 -31 鋤

60-39櫛

60-34容器



61諸岡遺跡(1) -65 

61-2夜臼式土器

61-1石器(先土器時代)

61-4玉(約70

五1一3朝鮮系無文土器

61-9青磁碗 61-5 
扇平片刃石斧



-66 - 61諸岡遺跡(2)

諸岡遺跡 A区褒棺墓地

61-6 貝輪



63金隈遺跡(1) -67-

金隈遺跡

t 金隈遺跡第 3号土域墓



-68 - 63金隈遺跡(2)

63-4 貝輪

63-2 弥生土器

63-5玉

63-3石剣 (約泌)



阻..... ・
ち~:::~・・

.、，

64-2扶入石斧

64宝満尾遺跡(1) -69-

宝i筒尾古墳石室

64-6鉄斧

64-5 素環頭万子 (約U)



一70- 64宝満尾遺跡(2)

64-3内行花文明光銭(約70

64-7勾玉、管玉

64-4 ガラス小玉

64-9 勾玉、小玉 (約巧)



65席回遺跡群 ー71-

65-1須恵器

65-2 土師器

65-3直刀 65-5鉄鍬 65-4 万子 65-6毛抜

65-7須恵器



ー72- 67蒲因遺跡(1)

浦田造跡 (1972年 8月)

蒲団法跡(調査後1974年11月)

構造石
ι

敷

f
h

駆D
 

跡遺回蒲 蒲田遺跡 D地区住居祉全景

一----"画~



67 -1先土器時代石器(約%)

.6A 

AA ~ 

AAT.A 

67 -5石庖丁

広三面
タl

園

67 -2打製石銭(約%)

67 -4 扇平片刃石斧

67蒲田遺跡(2) 一13

67 -8筒形器台

67-6磨製石鍛

67-7紡錘車



74 - 67蒲田遺跡(3) 66多々良遺跡

--1 
.. -鍋
λ吋

67-9須恵器

67-11ミニチュア土器

67-12 こしき

67-3石斧

67-10土師器

青磁・白磁
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蒲
田
水
ケ
元
遺
跡

第

H
地
点
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航
空
写
真
)



76 - 68蒲田水ヶ元遺跡(2) 69和田部木原遺跡(1)

68-1縄文土器

68-2土器片利用円盤

。
68-6 ガラス小玉

68-5 ガラス小玉

69-1磨製石剣

68-4 弥生土器(器台)



和田部木原遺跡全景

71-1三角縁神獣鏡(面径22.6cm)



78 - 73和白遺跡(1)

73-7鉄鍬

73-11鉄鍛 73-10杏葉

ζ二一;ミコ

73-6刀子

(約72)

73-4玉(約巧)

F 



73和白遺跡(2) -79 

0 0  
73-12金環 73-9 勾玉

73-5滑石製模造品

73-8須恵器

73-14青磁碗

73-16青磁碗
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遺跡の概要

ここに、この10余年の問に福岡市内て緊急調査された各遺跡の概要をおさめます (1977

年 3月まで)。これらの遺跡は、福岡市教育委員会文化課、福岡県教育委員会文化課ある

いは市教育委員会の委託を受けた大学等が、宅地造成・道路建設などさまざまな開発に先

立って緊急調査したものです。そのうち保存されることになったのはごく少数で、大部分

はすでに破壊・消滅しています。なあ¥保存整備を目的として範囲確認等のために調査さ

れた遺跡も少数あリます。それらについても以下に収録しました。また、調査されること

なく破壊された遺跡のうち、 2遺跡もおさめました。

遺跡名の前の番号は遺跡番号で、巻末の遺跡分布図の番号と同じです。遺跡の地名は、

福岡市を省いて区名からはじめます。地名のあとのく〉内数字は、その遺跡、と出土品(今

回の展示品)の写真を掲載レた図録ページです。各遺跡末尾の文献は原則とレて発掘調査

報告書のみをかかげます。文献のないものは発掘報告書が未刊行です。各遺跡末に執筆者

名を記します。執筆者名のないものは、報告書等から歴史資料館がまとめたもので、文責

は歴史資料館(後藤直)にあリます。付図は報告書から転載しましたが、転載にあたって

報告書の図よリ縮少し、それにともない多少改変したものがあリます。

与も〈ら

1 小海遺跡(西区今津大字大原) < 1 ~ 3 > 

急激に進む開発に対して、どのように自然や文化財

を守っていくかは行政の急務である。文化財に関して

は、都市計画法による事前審査に際して、 1000m'

以上の開発行為に対レ、事前に文化財の有無について

の審査をレているが、都市計画法の対象とならない病

院、駅舎などの建設、農地転用および1000m'以下の小

規模開発については、まったくチェックできず、いた

ずらに遺跡がこわされていくのを見すごさざるをえな

いのが現状である。

本遺跡は、以前、畑耕作中に土器や石器が出土し、こ

れらは今津小学校に保管展示されてあ、リ、本市西端部

にあ、ける弥生時代の状況、特に糸島平野との関係など

地理的に重要な位置にあり注目されていた。この地に

病院建設の計画が立てられ、 1976年夏よリ工事が開始

された。この時点では、先のように都市計画法の対象

とならないためにブルド ザ による整地が行なわれ、

遺跡の大部分は完全に姿を変えつつあったが、偶然に

も本市文化課技師が発見するところとなり、本調査す

るまで工事を中断することになった。

本遺跡は、元冠防塁の西端部が接する柑子岳より派

生する小丘陵の東斜面にあリ、北には、大原集落ごし

に能古島・志賀島をのぞみ、まさに絶好の環境に恵ま

れている。本調査に先立ち、遺跡の残存状況と範囲確

認のため試掘調査を実施した結果、斜面に直径約 6m

程の窪地があリ、ここに弥生時代中期から後期終末ま

での造物が堆積じていることが判明レた。遺物はあ、び

ただじい土器類の他に石錘・砥石・紡錘車などの石器

類や動物の骨などがあリ、なかでも酒器と思われる注
てコく

口土器や小形子担ね土器の出土から、本遺跡が単なる

土器すて場、あるいは自然に堆積じた遺物の包含層で

はなく、ある種の特別な行為の結果であろうと予想さ

れた。

本調査は、試掘調査の結果にもとづき、 1972年 2月

一4月実施した。土層の堆積は 3層に分けられ、土器

の形態的変化も層位別に把握できる可能性があったた

めに、 1層ごとに撮影・実iPIJ.遺物の取リあげをくリ

かえすことにした。すでにブルドーザーによって露出

している層を I層とし、その下をII層・ III層と呼んだ。

I層の厚さは約20cmあリ、最も造物が多く、土器の

ほとんどは原形を保つてはいないが、接合復原できる。
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石錘の量も多くかっ形もバラエティに富み、特にガラ

ス小玉の出土は試掘の予想を裏付けた。II層の厚さは

約15cmで、遺物の出土はやや少なくなリ、 I層が弥生

時代後期終末の土器が主であったのに対じ、 II層は弥

生時代後期前半が主となリ、わずかに弥生時代中期後

半をも含む。石錘などの石器類の出土量は変化なく、

獣骨の出土が多くなる。最下層のIII層は極端に造物の

出土量が少なくなり、土器は弥生時代中期中頃のみと

なる。石器は石錘・石鍬・石庖丁などである。

これら遺物包含層を取リのぞくと、直径約11mの円

形竪穴住居跡が現われた。この住居跡は地山を深さ約

40cmに掘リこんで水平な床をつく り、 壁には深さ約10

cmの溝を全周させている。主柱穴は 7個あり、ふつう

中央に見られる炉跡は壁に片寄ってあリ、床面に密着

じている土器からこの住居跡は弥生時代中期中頃に作

られたことが判明した。この住居跡は、当時の他の遺

跡、伊tlと比較するとかなリ大きい。

この住居跡が廃絶された後、窪地になっている所に

少なくとも 200年以上の長期にわたって造物が堆積じ

たことになる。周辺部がすでに削平されているために、

他にも住居跡があるかどうかは不明であるが、出土レ

た遺物量からは、その堆積期聞を考慮、しでもかなり大

2 元窓防塁 <3> 

元窓防塁は今津から香椎までの約20kmの間にあり、

生の松原、今津、西新のほか姪浜の向浜 -脇、地行な

ど9力所が史跡に指定されている。これらは鎌倉時代

の1276年(建治ー2年)に築かれた。元窓防塁は古く石

築地とよばれ、各地区で規模・構築法-石材の種類な

どがことなる。調査されたのは次の 3力所である。

生の松原(1968年 3月)

今津 (1968年 8月-9月)

西新 (1970年 1月-3月)

a今津地区

毘沙門山麓から柑子岳までの 3kmの地区で、あ、あ、む

ね下面幅3m、上面幅2.5m、高さ 3mの台形状に積み上

げられている。 石材は西側%は花関岩、東側~は玄武

岩、中央部は花崩岩と玄武岩を一定の長さごとに交互

に構築している。石材がことなる各々の長さが、各分

担工事区の長さをしめすものと考えられる。石材の相

きな集落が付近にあり、意識的に場所を設定じて遺物

を投置したことを感ぜしめる。

さらに土器・石器の器種・種類の豊富なこと、獣骨

・ガラス小玉などの出土は、単に本遺跡の性格を追究

するうえで重要な資料であるばかリでなく、弥生時代

の生活を究明するうえでも有効な資料である。たとえ

ば石鐙だけを取リあげると、その使用方法は多くの民

俗例を参考にするなどこれからの研究に負わねばなら

ないが、網漁具の一部として用いられていたとすれば、

網の設置や引きあげには、共同体的な集中労働を必要

とじたことであろうし、魚の習性を利用じた網であっ

たはずで、当然魚種も限られてくる。とすれば当時の

今津湾の魚類や村落、さらには食生活までも明らかに

なるわけである。このように本遺跡の調査成果は、弥

生時代の社会を知りうるばかリでなく、自然的な環境

をも知ることができ、出土遺物の量ぱかリでなく、種

々の面から見て全国でも有数な遺跡とじて位置づける

ことができょう 。 (力武卓治)

〈文献〉柳田純孝「今津の歴史」今津小学校創立百周年記念

r今津』所収 1975

違に対応じて防塁の構築法・断面構造がことなってい

る点も注目される。花筒岩て構築された部分は前後を

大きな磯で積み上げ、中には砂を入れ上面を小磯でお

あ、っているのに対じ、玄武岩の工事区は中まですべて

石材で構築されている。今津地区では粘土は使用され

ていない。

b 生の松原地区

小戸岬から長垂山の 2.5kmで、かつての九大分院裏

(現在九大宿舎裏)の地点から西側は花関岩で構築さ

れているのに対じ、東側は砂岩で構築されている。前

面は大きな礁をがっちりと積み上げ、背後の 1-2m

は小礁を裏込めし、更に粘土で補強じている。前面か

ら3-7mの聞はゆるい傾斜面に15cm内外の円礁が点

々と配されていて、のベにつくられている。しかし東

側の砂岩側には背後の傾斜面の配石はみられない。防

塁の高さは最も残リのよいところで 6-7段、1.8mほ
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どである。西側にいくほど花開岩は大きくなり、前後 い・16四・一一一前面

ともがっちリじた石積みがみられる。B地点防塁(花

関岩)の前面には玄武岩の石積みがあリ、防塁構築後

の補修工事を行なったことがわかった。

C 西新地区

西新地区は、前面から幅 1mは大きな礁で積み上げ、

背後は粘土と砂の互層で補強じ、基底部の幅が 3.4m

と特に幅広いのが特徴である。後面の石積みの下には

厚さ20cmの粘土をじき、基盤の役割を果じている。こ

のように粘土による基盤工事を行ない、前面と後面の

聞を粘土と砂の互層で補強する構築法は生の松原や今

i章とはことなっている。

以上の 3力所では、防塁の築造工事に関連するよう

な遺物は発見されていないが、今津地区では、防塁か
たんが

ら 500m南にはなれた砂丘上の亘過遺跡、て中世の土製
カ屯え すりばち

の鼎・摺鉢などが出土しておリ 、防塁築造工事と関連

する遺跡とレて注目される。

N 

‘ ‘ー ι
一 .....'...:

l1J西・玄武 岩倒の断耐図

Level 6珂町一一一一

121 車・花筒 岩倒の断面図
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f量面

5 

E 調査の結果、上にのべたように各地区ごとに防塁の

築造法・石材がことなることが明らかにされた。生の

松原地区は肥後が分担じたところで、東側はのちに肥

前国が警固にあたっている。今津地区は日向・大隅両

国の分担地区で、分担工事の実態を明らかにすること

はできないが、 「大隅国石築地役配布案」の郡・院・

防虫珪面6立面図 (西 ・ 玄足当"主~7<尚岩)1.~ 1. 

。 20m 
j 

i幸

生の松原地区 A.B付近の地形と防塁出土状態

今津・長浜の防塁実測図 (II区 ー3) 

t湾
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郷別の負担の長さと石材がことなる各々の工事区を対 ている。 (柳悶純孝)

比すると、あらかじめ、郡・院・郷を単位とレて工事 〈参考文献〉福岡市教育委員会「生の松原元窓防星発術調査

区を設定し、一斉に築造工事に着手レたことが想定さ 慨報」福岡市埋蔵文化財調査報告書第3集 1968，同「今津元窓

れる。西新地区の分担国は明らかでないが、筑後国の 防塁発掘調査概報」福岡市埋蔵文化財調査報告書第4集 1969，

可能性が強く、各国により築造工事の内容がことなっ 同「西新元首王|坊塁発掘調査概幸~<J 福岡市埋蔵文化財調査報告書第

5集 1970

3 今山遺跡(西区今宿横浜) <4-5> 

1968年12月、 1974年3月に調査。前後に数回の遺跡

踏査を行づた。福岡市西部の長垂より西北ヘ弓状に発

達した砂瞬の先端に、標高82mの今山とよばれる独立

丘陵がある。山の南半は玄武岩よリなリ、弥生時代前

期末以降、この硬質堅鍛な石材を使って石斧の製作が

行われた。山の北は志摩(鳥)となリ、端梅寺川のi可

今山追跡の地形と泣跡分布図

口にさえぎられている。東は早良・福岡に、西は糸島

平野につながる。南には青木の小平野がひらけ、周囲

には稲作農耕に適じた平野地帯がひかえている。

今山の中腹の熊野神社には石材の誼こ・なしを行った

一種の工房がかづては存在じたが、今はとりつくされ

て痕跡的にレか残っていない。調査箇所は南側の山麓

て、廃棄された玄武岩塊 ・石屑片 ・土器 ・石斧未成品

が包含層中に残っている。工房祉と想定される部分は

削平された可能性が強いが、小範囲の調査のため断定

はできないη 出土遺物|ま弥生時代前期終未期の土器片、
だれっ こうだ

打裂・敵打段階の未成品、成品破片などである。

調査によって今山石斧の製作開始期が前期終末期に

さかのぼることを確認し、打裂以後の製作が主に南麓

の平担面から砂丘地帯で行われたことなどが判明した。

同時に行われた周辺の踏査によって、海をヘだてた志
σ:lht事

摩側の呑山にも同時期の工房のあることがわかり、両

者の聞に、製作法や性格の相当な相違があることが考

えられたことも特記すべきである。 (下線信行)

〈参考文献〉中山平次郎「今山の石斧製造所担b r福岡県史

蹟名勝天然記念物調査報告J6 1931， 下{謙信行「今山遺跡

同「北九州

にあ、lする弥生時代の石器生産Jr考古学研究J22 -1 1975 

円j

-「
X UJ  
¥-h 

黒褐色粘質土層(下層 遺物包含層)出土土器実測図
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4 今宿横浜遺跡(西区今宿横浜) < 5 > 

1976年7-8月に今宿サイク リンク.道路建設に伴っ

て調査。調査協力 熊本大学、立正大学、桐朋女子短

期大学、日本大学学生有志十数名。

この遺跡は弥生時代前期~中期にかけての共同墓地

である。遺跡1羽専多湾の西端の早良平野から半島状に

突出レた砂丘上にあリ、南に今宿・松原遺跡、北に今

山遺跡がある。出土した遺構は主誠基数基と査棺墓2
まがたま

基。Iつの土域墓でヒスイ製勾玉I、また 1つの土墳

墓で細形銅剣1本が出土。他に袋状長頚牽形土器1、

査棺を形成する査形土器3個がある。

5 今宿松原遺跡(西区今宿東松原、西松原) < 6 > 

本遺跡は長垂山から今山にかけて形成されている海

岸砂洲上に立地する。1969年春、この今宿を通る旧

唐津街道に水道管埋設工事が行なわれ、多量の造物

が出土していることが故深江嘉和氏によって発見され

た。同氏の通報により福岡市教育委員会の職員が現地

に赴き、 5月4日-7日まで水道管埋設工事に立会い、

出土する造物の採集を行なった。

造物の出土は、東西が旧唐津街道ほぼ全域の延長約

700 mの範囲におよび、弥生時代前期後半から古墳時

代中期までの時期の各種の遺物が豊富に出土じた。

水道管埋設のための溝は幅力'<l.8m、深さが1.8mで、そ

亡ヨ

飯氏鏡原遺跡 円形周溝墓実iHIJ図
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本遺跡は今山遺跡(石斧製造跡)と弥生時代前期後

半の裂棺墓をもっ生の松原遺跡の間にある。土壌墓か
I~く古い

ら出土した舶載細形錦剣や勾玉から、本遺跡は石斧製

造によづて社会的評価を受けた今山石斧製造技術人の

墓と考えられないだろうか。また、今宿松原遺跡では

墓地が多少存在しながらも集落に伴う造物を大量に検

出じておリ、これらの造物は石斧生産の場 ・墓地・集

落という一貫した関係を有じているように思える。

(折尾 学)

れ自体が遺跡を縦貫するトレンチのごとくであづた。

そのため、遺構を確認できなかったが、弥生時代前期

の板付II式の査を副葬する査棺墓8基を含み、地点を

変えて各時期の遺物が東西にひろがって検出された。

弥生時代の造物には今山の石材を用いた太形蛤刃石斧

の未製品が豊富に検出され、注目される。また古墳時

代前期土器の包含層中には、多量の管状土錘が1力所

にまとまって出土レ、当時の漁業の実態を知る上で貴

重である。なお、本遺跡の大部分が、今宿旧街道を中

心として連らなる町並の地下に今なお包蔵されておリ、

今後の保存措置が望まれる。 (塩屋勝利)

6飯氏鏡原遺跡(西区大字飯氏字鏡原)

牟田坂池西側丘陵の西斜面にある。1971年2-3月

に調査。進構は縄文時代後期あるいは晩期とみられる

鉢が出土する土墳墓 (0.9XO.5m、深さ12-13cm)1、

須恵器Wの時期の掘立柱群(2軒分の建物が確認でき

る)、平安末期の円形周溝墓。円形周溝墓は径 3.95X

3.65m、幅38-65cmの円形周溝内!こ1.85XO.8Smの土

墳墓1基があリ、副葬品とみられる土師器4、瓦器l

が出土した。平安時代末頃の円形周溝墓の例は他にな

い。

〈文献〉福岡県教育委員会「今宿バイパス関係埋蔵文化財調

査報告」第2集 1971

7 飯氏馬場遺跡(西区大字飯氏字馬場) < 6 > 

1970年12月に調査。周船寺駅の南 300mの標高16m

前後の台地にある。遺跡は台地全域に及ぶとみられる
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が、調査したのはその一部290m'にすぎない。遺跡の

時代は弥生時代から中世に及ぶ。発見された逃構は住

居祉 1、木棺墓4、謝官墓9、石棺墓3、土械墓7で

ある。

住居祉は径7mの円形竪穴で、柱穴7がある。謄製

石斧、砥石、磨石、弥生時代中期初頭の褒・査が出土。

木棺墓のうち完掘レた3基は主軸がほぼ南北である。

長さ2.1-2.6m、幅 1-1.4m、深さ30-40cmの墓墳を

掘リ、その中に木棺を組む。住居祉に先行じ、弥生時

代前期末とみられる。

~.棺墓は弥生時代前期末から後期前半までのもので

ある。石棺墓は長さ1.3-2 m、幅70-95cm、i奈さ20-

30cmの墓域内に石で柁を組む。第3号石棺墓の石材の

多くは抜き去られておリ、抜き跡から副葬品とみられ

る内行花文小形妨製鏡、鉄万子各 l点が出土じた。石

棺墓の時代は弥生時代後期であろう 。 山山町、、ニ" ・4 …10 50 

土士演墓は隅丸長方形と不整円形て、長さ45-125cm 

である。5基には人骨片が残リ、 1基には火葬骨が収 飯氏馬場遺跡遺構配置図

められていた。l号土士康墓には龍泉窯系の青磁が副葬 〈文献〉福岡県教育委員会「今宿バイパス関係埋蔵文化財調

されている。これらは中世のものである。 査報告」第2集 1971

。一
(

ー
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丸隈山古墳石室
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8 丸隈山古墳(西区周船寺<7>

江戸時代寛永年問、在所の村人によって発掘され、

以後崩壊した石室の補修などを経て今日にいたる。

1968年、石室・造物の実視IJ調査を行った。古墳時代

中期の古墳で、高祖山から北にのびた丘陵の先端に位

置する。北にひらける平野を望むイ立置にある南北主軸

の前方後円墳。今宿鋤先から周船寺にかけて、山麓に

帯状にならぷ前方後円墳11基のうち、 最西端に位置す

る。すぐ西には恰土の平野がひらけている。眼前の平

地は今は田畑であるが、往時は糸島水道が湾入レ、海

岸地帯となっていたので、それに関連した被葬者かと

も考えられる。

石室は入口はなくなっているが、竪穴式石室風lこ小

口積みをじた横穴式石室て、中には一側を共有するこ
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基の箱式石棺が中軸上に据えられている。出土造物は、

伐製六脚主・神獣鏡、巴型銅器、カラス小玉、管玉な

ど。初期の横穴式石室の構造と造物を記録することが

できた。 (下傑信行)

〈文献〉福岡市教育委員会 r福岡市丸限山古墳J 福岡市埋蔵

文化調査報告書第10集 1970

9 若八幡宮古境(西区大字徳永字下引地) <8-9> 

1970年10月-12月に調査した古墳時代前期 (4世紀

後半)の前方後円墳。この古墳は、今津湾に面する高

祖山から派生する舌状の丘陵上に位置する。水田面と

の比高差が約18mあリ、博多湾やさらに玄海灘を望む

ことができる。

今宿、周船寺地区の前方後円墳
1 .子捨塚古墳 2.丸隈山古墳 3.山ノ鼻 2号墳

4.山ノ鼻 1号墳 5.若八幡宮古墳 6.下谷古墳

7.小松原 1号墳 8.今宿大塚古墳 9.谷上古墳

10.鋤先古墳 11.本村古墳
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全長約48.5mの北向きの前方後円墳である。後円部

径25.4m、前方部先端幅約20m、くびれ部幅13m、後

円部高さ3.5m、前方部高さ2.2mで、後円部が3段、
Z著いし

前方部が2段に築造されている。墳丘には葺石があリ、

くびれ部を中心によく残リ、段築のあとが顕著である。

主体部は舟形木棺直葬で、木棺蓋の目張リの粘土帯が

検出された。木棺は墳丘主軸と直交する方向に埋蔵さ

れていた。棺底全面に赤色顔料が検出され、その形状

から木棺外形は長さ 2.75m、西幅1.2m、東幅O.85m
くりぬき

の大きさの寺IJ貫式木棺と判明した。

出土遺物は、棺内に三角縁二神二獣鏡l、碧玉製管玉

14、ガラス製小玉2、環頭大万 1、万子 l、鉄斧l、

革製盾(推定) 1があリ、棺外北側jに環頭大万 1、鉄
やりがんな たてはぎいた

剣 1、鉄鈍 1、鉄鍬19、頭部と思われる西側に竪銅版
カわとじたんこう

革綴短甲 1が発見された。墳丘の後円部項からくぴれ

部にかけて土器片も発見された。

今津湾に面するこの地域には、現在11基の前方後円

墳が確認されてあ、リ、中でも古式横穴式石室の丸隈山

14;ぷ京匙組i

..Z'.Om 

若八幡宮古墳主体部

2 
れ4

。i

古墳は有名であるが、これよリ古いものは発見されて

いなかった。若八幡宮古墳は、舶載の三角縁神獣鏡を

有する4世紀代の古墳として、地t或性から考えて重要

である。小形古墳であるが、調査の結果、残りのよい葺

石が確認され、出土した土器によって年代も決定てき

る。 (柳田康雄)

〈文献〉柳田康雄「若八幡宮古墳今宿バイパス関係埋蔵

文化財調査報告J 2所収。 1971

D 

-o 

M
O
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(10')今宿大塚古墳(西区今宿谷) <1い1>

保存整備のために1977年2月一 3月に調査。高祖山

を背に、海岸砂丘に沿って形成された今宿平野は、東

西6km、南北2kmの耕地の少なし'/J、平野である。平野

部の東を画する長垂・叶岳山塊あ、よび高祖山の山麓は、

低丘陵が八子葉状にのび、それぞれの丘陵を単位とし

た 9群の後期群集墳が分布する。また群集墳と離れた

丘陵先端や台地上には、 11基の前方後円墳が東西4km

にわたって点在し、これらを総じて今宿古墳群と呼ん

町 1



でいる。

今宿対~古墳は、古墳群の東寄りにある平野部に突

出する比高3-5mの低位段丘上に築造された前方後

円墳である。東南から北西方向にゆるく傾斜する台地

89 

周濠のi奈さはO.5-1.5mだが台地の傾斜に沿って高低

差がある。その比高差は2m以上あって、 i豪内に水を

たたえることはできず、 ZEi豪といってよい。周i豪外側

には、地表を削リ出じた幅5m弱の外堤が全周する。

の平坦面を基底とじて、主軸を東西に向けている。 さらに外堤のまわりには、幅5m、深さ O.3mの小規

墳丘は二段築成、周囲に楯形の周濠と外堤がめぐリ、 模なi豪がめぐる。これは台地の高い侭IJ (南)にのみ作

さらに墳丘南側には外濠が存在する。墳丘は全長64m、 ったもので、北側にはみとめられない。

後円部径39m、前方部幅43m。高さは後円部が 6.5m 周濠および外i豪から多量の埴輪が出土した。 しか

て1mほど前方部を上まわる。墳丘は、地表を O.5m

ほど掘り下げて墳形を削リ出し、その上面から盛土じ

て築造されている。したがって、基底面は台地の傾斜

にそってあ、リ、東南部で標高12m、低い北西部て11m

をはかる。

墳丘の外表施設とじては葺石があるが、 ~Iのみで

2段目外表にはみとめられない。花関岩を主体に、玄

武岩をi昆える。周濠は、主軸線上の周i豪長31m、外堤

長91m、外i綜て含めると約 100mの掛莫になる。

今宿大塚古墳

じ墳丘審査面、外堤上面に原位置をとどめるものはな

い。すべて埴質で、樹重には円筒のほか、朝顔形、形

皐(武人像・馬)埴輪がある。 その他クビレ部から須

恵器が数点、前方音l鴻項から朝鮮製陶質土器片が検出

されている。

本古墳の埋葬施設は未調査のため明らかではない。

しかじ、保存されている墳丘・周濠・外堤の規摸と整

然たる外容は、北部九州屈指のものといえる。築造年

代は6世紀前半と推定され、今宿古墳群を形成じた首

口
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長墓の一つであると同時に、北部九州の古墳文化を考 をしめる。 (柳沢一男)

えるうえで、隣接する丸隈山古墳とともに重要な位置

11徳永古墳群(西区周船寺徳永)

この古墳群は、横穴式石室を内部主体とする(他に

1基の竪穴系横口式石室)32基の円墳で構成されてい

る。調査が行なわれたのは古墳群北端にある 3基であ

る。調査は1975年10月一翌年1月に実施された。3墳

とも墳丘は径10m内外で、 l号墳は単室の横穴式石室、

2号墳はかなり小規摸の横穴式石室、 3号墳は石棺系

石室であった。1・2号墳は同一丘陵上、 3号墳は別

の丘陵上にある。いずれも盗掘されていて、当初の副

葬品の内容は明らかでないが、須恵器・土師器などの

土器類数十個体が、古墳築造時の祭把また葬送儀礼を

12今宿古墳群(西区大字谷上・イヤゾノ)

示すような形で検出され、その他少数の鉄万・鉄鍛・

万子・滑石製紡錘車・管玉・小玉などが出土した。

須恵器の型式から6世紀後半によじ定できる。2号墳も

1号墳と同時期で少数の須恵器・土師器などが出土し
っき

た。3号墳は玄室に土師器坪が副葬しであり、その他

鉄鍛なども検出された。時期|ま6世紀前半代であろう。

他に 2号墳付近で十数個の鉄浮が検出された。これら

の鉄浮には奈良時代の須恵器がともなっている。

(下俊信行)

1967年 9-10月に、円墳 3基を調査。 1号墳は南 ない。2・3号古墳は 4世紀後半-5世紀のものとみ

北径23m、東西径30m、高さ 7mの墳丘をもっ。横穴 られる。

式石室は単室で、全長約 6m、石室は幅 203m、奥行 〈文献〉福岡県教育委員会「今宿古墳群」福岡県文化財務査

206m。天井部は失われている。須恵器、土師器、鉄銀、 報告書第38集 1968

鉄刀が出土した。須恵器は II式後半のものと III式の古

いもので、 6世紀のものであろう 。2号墳は径16m、

高さ205mの墳丘をもっ。石室は長さ202mの竪穴式石

室である。盗掘のため遺物は少なく、鉄製品破片若干

が出土レただけである。3号墳は径 7m、高さ 1mの

墳丘をもち、中央に箱式石棺を設ける。石棺は板石で
うちのり

組まれ、内法は長さ 105m、幅25-35cm、i奈さ20-25

m で、石材の内側には赤色顔料を塗っている。遺物は

今宿古墳群 第3号墳石棺

同

ヨ

今宿古墳群 第 2号墳石室
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13相原古墳群(西区大字上の原字相原) <12> 

1973年8月-10月に調査。前原町と接する高祖山

(416m)の山麓には、 11群・300基をこす後期群集墳が 1 ~ 

分布する。本古墳群はその一つで、山塊東麓の尾根上 1 '1-

に33基の小円墳力事手集する。調査の対象となった古墳 IT 

lま、林道建設線上にある3・4・6号墳の3基て、標

高80mほどの高所に位置する。

( 3号墳〕尾根稜線下のゆるい斜面に作られた小円墳。

墳丘径約12m、高さ4m。墳丘の中央下部に南に関口

する横穴式石室がある。石室長5.6m、玄室幅107m、長

2.1m、羨道の前面には東南にのびる墓道がつづく 。6

世紀末築造。

( 4号墳) 3号墳の北側稜線上の径5mの小円墳。墳

丘盛土はすでに削られ痕跡をとどめない。北に開口す

る石室はきわめて小さく、玄室幅0.7m、長1.7mにす

ぎないが、横穴式石室の形態を整えている。6世紀末

築造。

( 6号墳)4号墳東側の稜線tにある。墳丘径9.2m、

高さ3.65m。その中央下部に北に閉口する横穴式石室が

ある。石室長4.8m、玄室はI隔2m、長2.4mで、周壁の
きゅうりゅうけい

強い持ち送りによって寄隆形断面をなし、古式の構築

法を残す。6世紀後半築造。以上3基の石室に用いた

石材はすべて花商岩。

出土遺物は石室内が既掘のため少ないが、墓道や墳

丘周囲の溝から供献された土器類が検出された。なあ、

3・6号墳では、墳丘の上面に底部を穿孔じた須恵器

14今宿小塚、今宿大塚南、今宿高田遺跡

いずれも湯納遺跡、高崎古墳群、若八幡宮古墳、飯

氏馬場遺跡と閉じく、今宿バイパス建設にともなって

調査された(1974年 1-3月調査)。

a 今宿小塚遺跡(西区大字今宿字女原)

古墳の周溝とみられる幅80cmの溝状遺構があり(長

さ13mを発掘)、その埋土から須恵器が多数出土した。

径30mをこえる円墳が築造されていた可能性が強い。

b今宿ガ家南遺跡(西区大字今宿)

今宿対~古墳の南側である。 柱穴亨IJ2 列、溝 9 条が

検出された。須恵器・糸切底土師器・青磁破片等が出

土。調査面積がせまく、遺構の性格は不明。

c 今宿高田遺跡(西区大字今宿字高田)

相原古墳群

大婆を配置していた。また3号墳の羨道前半部から出

土じた鉄i宰(かなくそ)は、この地域に多い製鉄遺跡、

との関連で注意すべきである。 (柳沢一男)

〈文献〉福岡市教育委員会叶目原古墳群」福岡市埋蔵文化財

調査報告書第28集 1974

今宿対家古墳と同一丘稜の東斜面にある。幅 3.1-

2.6 mの溝状遺構と、これがその後幅 106mに縮少さ

れた溝が検出された。溝内からは弥生時代後期の土器

が出土した。また柱穴状の小ピットもあリ、手づくね

土器などが出土じた。今後本調査が予定されている。

〈文献〉福岡県教育委員会「今宿バイパス関係埋蔵文化財調置

報告書」第5集 1977

15草場古墳群(西区大字下山門字草場)

叶岳から北にのびる丘陵先端部にある。宅地造成に

先立ち1973年 7月-9月に古墳4基を調査した。調査

の詳細は不明。本古墳群は全面的に保存された。
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16斜ヶ浦瓦窯址（西区下山門斜ヶ浦）
かわら かま

1972年 7月～ 8月に調査。平安時代の瓦を焼いた窯

て、福岡市西方長垂山 (119m) から派生した丘陵端に
の ぽ が ま

あl)、斜ヶ浦池の西岸に位置する。登リ窯 l基を確認
のきひらがわら

した 。 追物は、軒平瓦・丸瓦•平瓦•青磁片てある 。

「替」 「智固」の銘のある瓦が出土した瓦窯址として

著名な迫跡てあるが、本調査ては主体部は造成工事の

範囲外てもあリ、池の土手てもあるのて、発掘は実施

されていない。

17大又遺跡（西区大字拾六町字高崎） く13>

1969年 9~10月と1971年 9~10月に調査した弥生時

代後期、古墳時代後期の追跡。高崎 1• 2号墳と 3~

5号墳のある 2つの舌状台地間の谷間にあリ、標高17

m前後。弥生時代後期の長方形竪穴住居址（第 7号、

なお、文献（l）の報告書には、故高野孤鹿氏の「音およ

び皆固の銘のある古瓦」と題する未発表の踏査記録を

資料として収録している。かって故中山平次郎・故玉

泉大梁氏および鏡山猛氏らが調査してお l)、学史的な

迫跡てある。 （三島格）

（文献〉(1 )村岡•松村「草場古墳群・斜ヶ浦瓦窯址」早良鉱業

株式会社 1974、(2)中山平次郎「苔の一字を有せる古瓦片」 r考

古学雑誌、J 5 -12 1915 

などがある。追構にともなわない追物には縄文土器片

石匙・近世陶磁器などがある。

（文献〉福岡県教育委員会「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査

報告」第 1集 1970,第 3集 1973

15 X 3 m)ては、甕形土器 1個体分が出土。古墳時代

住居址 6 （第 1～ 6 号• 8号）は、方形ないし長方形 ）＼

二ここロニニ：：：二：：gI]: 
~III期のものて、 3 • 4 • 5号住居が同時に、ついてご

1 • 2 • 6 • 8号住居址が同時に営なまれ、年代は 6

世紀前半～中葉てあろう 。他に土製模造鏡や手づくね

土器などの祭祀追物を出す古墳時代の方形竪穴状遺構

18高崎古墳群（西区大字拾六町字高崎） ＜13~14〉

調査期間は、第 1次調査が1969年 8月～10月、第 2

次調査が同年12月、第 3次調査が1971年 8月～10月て

ある。

早良平野の西辺部、叶岳からはり出す丘陵の東北端

部に築造された古墳時代後期の古墳群て、 6基調査て

きたがゴルフ場の開設などによリ、これ以外にもかな

リの古墳が消滅したものと想像される。各古墳につい

ては表を参照のこと。

この古墳群は、6世紀後半を主とする古墳群て、と

リわけ出土追物て目立ったのは、高崎 2号墳てある。
ぎょうよう うず つし力なく・

須恵器 160個体分をはじめ、杏葉・雲珠・辻金具など

の馬具類、剣・石突・鉄鏃などの武器類、玉類などの

装飾品などてあリ、他のものに比較してきわだった存

在てある。 厄o
いと

弥生時代においては、早良平野は伊都国と奴国との 高崎古墳群、大又追跡地形図

(1) 高崎 1号墳 （2) 高崎2号墳 （3) 大又遺跡 (4) 高崎6号墳

(5) 高崎4号墳 （6) 高崎3号墳 （7) 高崎5号墳

・1 
| 
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緩街地帯として、いわゆる百余国のなかでは目立つ存

在とはなリ得ないが、 主っ と古墳時代の後期になり、

早良平野の開拓が進み、高崎 2号墳の出土遺物に見ら

nるような富裕層が生まれたことを実証したと言えよ

う。この人々の生活遺跡の一部とレて、大又遺跡の竪

穴住居跡をあげうるが、農・漁業の両面の生活をレて

いたようだ。この古墳群の他にも隣接レた場所に、草

高崎古墳群古墳一覧
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場古墳群・広石古墳群など、同様・同程度の古墳の築

造が見られるが、高崎 2号墳を造リ出じたような富裕

星jf、早良平野の唯一の古代寺院、城の原廃寺を建立

レたものと予想される。(栗原和彦)

〈文献〉福岡県教育委員会 「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査

報告J 第 1集 1970、第 3集 1973

径 石 室 石
備 考号 墳形 出土遺物 時期

(m) 形 式 主軸方向 全長 玄室長 玄室幅 羨道長 羨道幅 才オ

花
II 

竪穴系 須恵器片 l
l 同t貫 N -68. -E 2.77 2.7 ? 0.8 開

横口式石室? 岩 鉄鉱 2
III 

須恵器(160 南側に~状遺

横穴式石室 2.4 個体分)、土 構、有蓋足付
l辺

2 方検 N -89. -E 9 3.7 5.3 1.2 " 自市器、 人骨 III 査、単瓜透彫
約15

青磁、鉄製 りの金銅張環2.5 

品、玉類 頭出土

横穴式石室 1.6 
須恵器

3 円墳 9 

(立)
E -32. -S 9.3 2.1 2 3.7 " III 

鉄 鍛
2 

横穴式石室 2 
須恵務

4 円t1t 10 

(::) 
N -52・w 6 2 4 1.3 " W 

玉 類
1.7 

横穴式石室 7.28 1.64 3.4 0.9 須恵器 IIlb 

5 同士貫 13 

(立)
N -37. -E 2.71 " 土師器、鉄万

8.19 1. 79 5.4 1.0 紡錘 車 VI 

竪穴系

6 円噴 約10 N -56. -E 2.5? 2.5? 1. 0 ? 

横口式石室?

19宮の前遺跡(西区大字拾六町字宮の前) <15-16> 

1969年 8月一10月(福岡県)、同年12月一翌年 1月・

1970年 8月(福岡市)の 3次にわたって、福岡県・市

による調査が行なわれた。遺跡、は福岡市の西、早良平

野の西北部の丘陵の先端に位置し、早良平野と対面レ

ている。西側から張リ出した S字状の丘陵上に点在す

る遺跡群で、西から、地形の節目、発掘主体者の相違

によって、 A-Fの6地点に分けられた。E地点は福

岡県教委、 A-D・Fは福岡市教委の主催による。

遺跡は住居と墳墓からなる。中央のC地点に墳墓が

あり、他には竪穴住居祉がある。谷水田を囲む地形に

なっており、遺跡下の水団地帯には、弥生前期~古墳

初頭期の住居社、溝、倉庫、建築材を出レた湯納遺跡

がある。台地上の宮の前遺跡は、弥生時代終末から古

墳時代初頭の遺跡、で、量納遺跡の発展途上に生まれた

ものである。

C地点は長14.17m、幅1l.85mの楕円形状の盛土を

持った高塚墳で、伴出の土器よリ盤生盆2長期の原始古

墳と考えられている。内部主体は箱式石棺て、すでに

盗掘を受けていたが、碧玉製管玉・ガラス製小玉が出

土した。地山を整形じ、墳墓状に造り出じた上に浅い

盛土を積んだものであるが、裾に不整形の溝が掘られ、

その段階で播火がなされ、墳丘形成時の祭把の痕を知

ることができた。この墳丘の裾には、成人(女性)用

1・小児用 2の石棺があり、突出じた個人を有する近
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親者集団の墓と考えられ、古墳時代成立前夜の内部的

な有力者の折出過程をおさえることができた。周辺の
やリがんな

石柁より銭、碧玉、管玉 2が出土した。

B地点ては長7.9X6.1mの竪穴住居が一棟出土じた

が、床面が焼けておリ、朱塊・半なま焼の土器・中国

殿代の製陶具に類似するきのこ状の土製品(数点)の

出土などから、土器製作工房祉の可能性が考えられた。

D-F地点ては約15棟の竪穴住居祉が出土レた。出土

遺物は住居祉・包含層から、土器の他に、鎌 ・飽・の

み ・鉄斧・鋤形鉄器など豊富な鉄製農工具を出土レ、

その普及の状態を知ることができた。また、滑石製の、
すい

大きさと形を異にする鐙が出土じ、この時期の漁業生

産への傾斜への端緒をつかむことができた。

本遺跡調査の成果は、墳墓出土の土器、包含層出土

の土器をもとにじて、福岡県西部における弥生~古墳

201湯納遺跡(西区大字拾六町字湯納) <17> 

IOOo 

宮の前逃跡地形図

移行期の土器編年を把握できたことで、弥生終末期の

土器を宮の前 I式、土師初頭期のものを宮の前III式と

じ、おあ、よその編年の見通じをつけた。

また弥生時代の墓制史において、それまでの共同墓

地が内部からどのような形の特定墓に昇撃するか、そ

の具体例を土器を持った原始古墳として、はじめて公

けにすることができた。さらに、これをもとにして、

早良平野をはじめ、北部九州の中での在地的有力墳の

分布単位、在地性へのある程度の見通しがついた。

(下傑信行)

〈文献〉福岡県教育委員会「宮の前遺跡E地点今宿バイ

パス関係埋蔵文化財調査報告』第 1集 1970、下{長信行 ・沢皇臣

編「宮の前遺跡A-D地点J福岡県労働者住宅生活協同組合1971，

福岡市教育委員会「宮の前遺跡F地点J 福岡市埋蔵文化財調査

報告書第13集 1971 

予備調査を1969年12月に、本調査を1971年11月 ~ リ、丘陵部分に住居跡・掘立柱建物・土墳などがあリ、

1973年 6月に実施した。揖文・弥生・古墳・奈良 ・平 溝群をはさんで十郎川との聞にせまい水田跡がある。

安各時代の遺跡である。早良平野の西辺を流れる十郎 遺構は次のとお1)。竪穴住居跡(縄文時代?-古墳

川と宮の前遺跡、との聞の低丘陵部と水田部分にまたが 時代初) 8軒分、掘立柱建物(弥生時代末~歴史時代
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》

o 10M 

宮の前遺跡 C地点墳丘および遺構配置図(墳項o=36.60m、点線は地山等高線)

J!1) 9軒分、 全域(弥生時代中期~歴史時代)7ヶ所、

溝(弥生~歴史時代)12条、弁士霞跡・杭列・想定され

る水田跡など。

造物は次のとあ、リ。

(盟茎歴代の遺物〕轟式・阿高式・夜臼式などの土器

片が発見されている。埠構とじては、ビー ト層の下て

貯蔵穴が 2つ(轟式)。竪1s住居跡 3軒が夜臼式土器

に伴なう可能性を残している。

〔弥生時代の造物〕前週末から中期前半の土器は大半

が小破片。中期中頃の土器がいくらか土域・溝などか

ら発見されているが、大かたは、韓期の土器である。

この傾向は木製品・石製品などでも同様である。木製

品では、盤・却などの農具類、活字・串などの日用具
えくりいリ

類がある。石製品ては、今山製石斧・扶入柱状片刃石

斧・雀躍J・石庖丁などがある。金属器としては青銅

製鋤先片などがある o.遺構ては、丘陵上の土域 ・掘立

柱建物(1 X 1問、 1X 2聞のもの)と溝がある。

〔古墳時代の遺物〕弥生土器に次いで多く、古式土師
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器群が一定のまとまりを見せた。いずれも溝

からの出土が多く、丘陵上では、予備調査の

際の住居跡からも出士、している。木製品は臼・

杵・槽・浮木・鋤・鍬など多彩である。この

他に、井堰跡から多量の建築部材が出土して

いる。

〔歴史時代の遺物〕若干の須恵器・土師器・

黒色土器・瓦片などの出土があリ、丘陵上の

掘立柱建物・櫛列・土棋などの時期をうらず

けた。

本調査に力、かった当初、福岡市近郊で水田

遺構の発見出来る可能性の強い遺跡、というこ

とで調査は開始されたが、水回跡と確定出来

るものは発見出来ていない。しかレ、多量に

して受彩な遺構と造物は、弥生時代終末期か

ら古墳時代初頭にかけての先祖の生活実態を

よリ具体的に示してくれた。なかでも井堰跡

から発見された建築部材の一群から、九州|芸

術工科大学沢村仁博士によって掘立柱建物の

復元案が作成され、当時の家屋の様相と建築

技術の一定程度の高さ、それを生み出す弥生

終末期から古墳時代にかけての文化水準が提

示された。 (栗原和彦)

〈文献〉福岡県教育委員会 「今宿バイパス関係埋蔵

文化財調査報告」第 1集 1970、第 4集 1976、第 5集

1977 

l /町、¥

| 〆

口

~D 

A 燭 E J躯

B建絢 F弁戸

C H六佳r~H G は列

o o" H 縄支時代ピγト
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21広石古墳群(西区拾六町字広石) <18-21> 

1975年 8月一1976年 3月に調査。早良平野の西方を

画する叶岳~長垂山塊の東麓は、侵食の進んだ丘陵が

ひろがリ、数多くの後期群集墳が営まれている。広石

古墳群|ま、叶岳の南麓にあたリ、野方から今宿青木に

至る旧道(通称、広石越え)に面する。2-3基を一つ

の単位とした 6群・ 13基の小円墳で形成される。調査

の対象となった古墳は 4群の 7基である。

(I群〕標高55mの丘陵先端部に作られた 1基を調査

した。墳丘の南半は流失しているが、径10mほどの小

円墳であろう。横穴式石室は南に閉口し、前面には長い

墓道がつづく。 石室長5.8m、玄室は幅 2m、長2.4m

の長方形、天井部はすでにない。玄室内からの副葬造

物の出土は少ないが、羨道部に置かれた約 100点の土

器(須恵器・土師器・朝鮮製陶質土器)は、葬送観念

を考えるうえで貴重である。6世紀後半築造。

(II群〕丘陵斜面に並列レて作られた 2基の小円墳か

らなる。墳丘直径 8-9m。ともに北東に関口する横

穴式石室をもっ。 2号墳の玄室は幅 2m・長 204mの

長方形で、警藍義弘構築法を残す。 l号墳は、幅・長

さとも1.7mの正方形玄室に力一ブした羨道がつづく 。

羨道の前面には長さ 5mの墓道が作られている。 1・

2号墳とも石室内既掘のため副葬品の出土は少ないが

羨道~玄室にかけて須恵器などが出土じている。 l号

墳は 7世紀初めの築造、 ?--%境lま6世紀後半の築造で

ある。

(111群〕谷のなかの小さな微高地上に東西に並んだ 3

基て構成される。微高地南縁は流水によって背Ijられ、

97 -

広石古墳群分布図

式石室は長さ 5.3m、玄室は幅 2m・長さ 204mの長

方形で、もっとも大形の石材を積み上げた石室てある。

武器(直万・鉄銀)、 馬具、装身具のほか、多くの土

器が出土レた。6世紀後半築造。

調査した 7基の古墳は、すべて横穴式石室をもっ径

8 -10mの小円墳で、通3干の後期群集墳に等レい。ι
ぅレた小円墳を有力農民層の家族墓とすれば、世代単

各古墳とも墳丘・石室の一部が失なわれている。 1・ 1立に作られた同一家族墓と考えられる。 (柳沢一男)

2号墳は径 8-9mの小円墳、項部は崩壊じ高さは不 〈文献〉福岡市教育委員会 「広石古場群」福岡市埋蔵文化財

明。墳丘中央下部には、南に閉口する横穴式石室があ 調査報告書第41集 1977

る。 1号墳石室は、長さ5.6m、玄室は幅1.7m・長さ

2.1mの長方形。 2号墳石室は、玄室幅1.2m・長さ2.2

mの長方形。 3号墳は、幅 0.8mの小形の石室のごく

一部が残っているにすぎない。既掘のため出土遺物

は少ないが、 l号墳の石室内外から検出された37個の

鉄j宰は、古代鉄生産との関係で注目される。 1・3号

墳は 7世紀前後、 2号墳は 6世紀後半の築造。

(N群〕丘陵上に作られた 2基からなる。西側の 2号

墳を調査レた。径10mの小円墳で、西に関口する横穴

22コノリ古墳群(西区大字拾六町字コノリ)

広石古墳群の東にあリ、 1973年に日大に委託じて 8

基の古墳を調査した。詳細不明。
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23¥下山門遺跡(西区大字下山門) <22-23> 

福岡市の西部、生ノ松原の砂丘後背地の標高 2.6-

5mの水団地帯に立地する。市営住宅建設に伴い破壊

されることとなリ、工事に先立つて発掘調査を実施し

た。遺跡は広範囲にわたるが、諸々の条件によリ、調

査範囲は遺跡のごく一部にとどめざるをえなかった。

調査は1972年 2月一 3月(第一次)、 同年 5月-6

月(第二次)に行った。発掘区をA-Cの三地区に分

け、発掘面積はA地区が336m'、B地区が460m'、C地

区が320m'である。

遺跡、は古墳時代~平安時代におよぶ。最も保存状態

の良好なC地区での層序は次のとおリ。第 I層(表土

層、現水田耕作土)は黒褐色の砂質土で厚さ約20cm。

第II層は酸化鉄沈澱層で厚さ 5-8 cm。第卸 音は墨栂

色粘土層て厚さ約20cm。豊玉W層は青底色シルト層で厚

さ約18cm(二車ιンズ状に砂層が入る)。第U習は暗灰

色腐植質粘土層で厚さ約30cm。第W層と第V層の聞に

は薄い砂層をはさむ。華旦1!i1は是褐色粘土層で厚さ約

20cm。第VII層は灰色粘土層で厚さ約25cm。造物を包含

するのは第III層ー第V層である。第V層では木器、須

恵器、土師器、祭杷造物、土錘、タコ査の共伴関係が

みられ、第W層ては連製:tl窯産青磁器、鉱主卒、須恵器が

出土する。第III層は瓦を主に、須恵器、龍泉窯産青磁

器を含む。A.B地区は砂層のため自然撹乱が著しく、

立多量の遺物lま、 この江線にそって集積したのである。

ここで邑会レた貝lこi送zJ<産のタガイがあリ、花粉分析

ずミソハギ科の花粉が多量に検出されていることから、

この湿地は沼の一部と考えられる。出土造物は古墳時

代(6世紀)のもので、須恵器、土師器の他に木器(鍬

等の木製農具、容器類、万子や鉄斧の柄、蒋編呉のお

こリ、自在かぎ等)タコ査、土鑑、ミニチユア土器、

土製模造品、滑石製模造品等である。

歴史時代の遺構には杭列と製鉄遺構がある。杭は松

p丸木杭で、その方向は粂皇の方向と一致し、粂里に

企う杭列とみられる。製鉄遺構は杭列よリ新レい。鉄

i宰、 斗ゴ ゴ、 F壁の広がリから 4基の炉祉が想定され

る。その他に多量の瓦類が出土し、建造物の存在が想

定されるが、確認にはいたらなかった。

発掘の結果をまとめると次のようになる。①五迂重勝

s:後期に砂丘後背地に集落が営まれるが、その経済的

基盤は漁業を主とする半農・半j魚的なものである。②

j集落内における祭紀行為を示す造物が出土し〈土製・

石製模造品)、それらの多くは湿地汀線に投げこまれた

状態で出土レた。③古墳時代以降の粂里に伴うとみら

れる杭列を確認した。④鉄生産の一部を把握レ、その

年代をつかむことができた。 Ji~や越州窯産青磁器の

出土から、鉄生産ーが公的なものであった可能性が考え

層位的把握は困難であったが、 C地区の層序とのおあ、 られる。 (山崎純男)

よその対応は可能であった。 <文献〉福岡市教育委員会 日目門遺跡」福岡市埋蔵文化財

遺構は第V層で湿地の汀線を確認した。第V層出土 調査報告竜童笠美 1973

~ 下山門敷町遺跡(西区下山門字敷町) <24> 

1975年 4月-5月に調査。本遺跡、は、早良平野の西

北、生の松原海岸から 1kmほど南に入った沖積地に位

置する。十郎川東岸の幅60- 100m、標高 3mの自然

堤防上に営なまれた遺跡で、弥生時代中期から平安時

代に至る各期の造構が重複している(なお本遺跡の調

査は2次にわたって行なわれ、ここに記述するのは、

第2次の敷町地区に限る)。

〔弥生時代〕 自然堤防の先端近くに、弥生土器を多量

に含む黒色土層がみとめられた。包含層を掘り下げて

いないので、明確な遺構は検出されてないが、方向が

一定しない溝、ピット(竪穴)がある。包含層は径50

mあまリに拡がリ、深さは一定せず、 10-40cmの起伏

がある。出土造物には、弥生土器・石器のほか青銅器

がある。弥生土器は、中期中葉以降に限られ、後半期

のものが多い。青銅器は中広式銅文 3本で、包含層の

南東端て出土した。

L室阜て三子安時代〕也生時代の包含j言上に重複して、

建物・井戸・概・溝などの遺構が検出された。建物は

すべて掘立柱で、東西40m、南北60mの範囲に12棟が

まとまっている。これらは 3期 (I-III期)の立て替

えがあリ、南半部では重複がいちじるしい。建物の方

向はほぼ東西・南北を示じ、それよリ大きくずれるも

」
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けた

のはない。桁行が南北に向く建物が多く(8棟)、東西 その周囲から多量の鉄浮、炉壁、フイゴなど製鉄関

棟は 1棟にすぎない。規模別では 5X 3間 1棟、 5X 係の遺物が出土している。すでに炉は失なわれている

2関4棟と、比較的大きなものが約半数をしめる。各 が、東・西の建物にはさまれた中庭で、砂鉄を原料と

期の建物の配列に一定性はないが、中庭をはさんで東 主エ洗鉄を採る製錬が行なわれていたことが知られる。

西に南北棟が向い合うようだ。中庭には井戸と、平行 その他の出土造物には、奈良~平安時代の須恵器・

する 3条の溝、方向不定の溝がある。平行する 3粂の 土師器、墨書銘のある須恵器と盆狙阻器 3点がある。

溝は長 7-8m、幅 1mあまりで、内からは鉄i宰(か 後二者の特殊性からみて、これらの建物群は製鉄に関

なくそ)の塊が出土する。 II期以降の建物の柱穴や 係ーレた官衡の一部と推測される。 (柳沢一男)

25下山門南・石丸古川遺跡

日本住宅公団の団地建設計画にともない、事前に埋

蔵文化財の有無とその範囲を知る目的で、 1976年 3月

-7月に試掘調査した。

下山門南遺跡(西区下山門字日ノ本)は十郎川中流

西岸の沖積地に立地する。大部分が十郎川の氾澄原で

あるが、対象面積 42000m'の内約4000m'の範囲に良好

な古墳時代遺物包含層が検出された。

石丸古川遺跡(西区石丸字古川)は下山門地区と

2o牟多国遺跡(西区大字野方字牟多国)

1973年 6月一8月に調査。遺跡は早良平野西の複合

扇状地先端よ リ約 100mはなれた標高 7-8mの沖積

地にある。遺跡地の層序は、造成のための盛土を除く

と、①旧水田土、②鉄分集積層、③褐色砂質士、④砂

層であリ、議内にはc5:砂層、⑥ピ 卜質黒色土層が堆

積する。

遺構は溝と小笠穴である。溝からは土師器と定正の

夜臼式土器片が出土レ、他に③層と④層でも造物が出

土する。議の上端は④層内もじくは④層下端にある。

注よの底は標高6.6-6.0mて、溝内から土師器(完形

裂、小型丸底査など)と夜臼式土器片が出土レた。溝

5では土師器小片が出土する。議 4では造物は出土し

は十郎川をはさんで東南より対時する。造成予定面

積 49000m'の中に 2ヶ所にわたリ遺跡の存在が確認

された。A地点は約2500m'の範囲に弥生時代、古墳時

代、奈良時代の遺物包含層と柱穴遺構などが検出され、

B地点では弥生時代前期初頭の遺物包含層が検出され

た。これらの保存措置については、現在、住宅公団と

協議中である。 (塩屋勝利)

¥ ~-71 遍

0 1Ocm 

牟多田遺跡出土土師器
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ないが、他の溝と同時期だろう。議 6の底は標高 6.3

m、溝内て土師器破片出土。 準11は幅2.0-3.7mて、

造物は出土じない。i幕9は南北の溝と東北方向の溝と

がまじわリ、そこに杭27本が南北方向に打ち込まれて

いる。南北方向の溝底は標高 5.6mである。溝内から

土師器が出土じた。溝10では遺物は出土していない。

溝 9のそばに深さ42cmの小笠穴があリ、中から土師器

片が出土じた。これらの溝は、人工溝とみられるもの

(講 10 5・6・9)とj可道とみられるもの(溝II)

およびいずれか不明(溝4o¥lO)にわけられ、出土す

る土師器によリ 4世紀後半-5世紀はじめとみられる。

@ 的中原遺跡(西区大字野方字中原) <2ト 27>

1973年 5月一1974年 1月に調査した。弥生時代後期

(終末期)-古墳時代前期の遺跡。早良平野の西を限

る叶岳の東山麓の東西200m、南北100mの平坦な扇状

地(標高17-22m) にあリ、東に十郎川が流れている。

〔弥生時代の遺構〕扇状地の中央部から東にかけて径

A 

日 101-

水田が沖積地に進出する頃の具体的な例であろう 。

出土遺物は土師器片が2500点てもっとも多い。これ

らはその形態的特徴から、有田 I期ないしこれに多少

主行するものと考えられる。この他に須恵器、陶磁器、

布目瓦破片や、製鉄関係のフイゴ羽口破片、スラッグ

3.75kgが出土。また夜臼式土器片、弥生土器片、投5単

形土製品、石庖丁破片等が出土した。これらは逃跡西

南の扇状地先端の微高地からの流れ込みであろう。

〈文献〉福岡市教育委員会「牟多聞遺跡」福岡市型波文化財

調査報告書第27集 1974 

約 100mの環溝 (A溝)がある。環j葬は楕円形で、東

側は十郎川に面じた崖面につづき全周していない。溝

の断面形は上面幅3.7m、下面幅2.3m、深さ0.87mの

逆台形状をなす。講の中からはこの時期の褒棺・土器・

石器・鉄器など多量の造物が出土した。溝の内側は全

」、 j 移/ 11/ J/.I ト~llh 11 1一 試

j¥l. 
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掘していないが、竪穴住居祉のほか査棺があリ、弥生

終末期の集落であったことがわかる。A溝の西側に20

X30mほどの四辺形状の溝 (B溝)があるが、 全周し

ていない。B湾内の造物の出土状態と時期はA議と閉

じである。Bi森内側の遺構は確めていないが、集落に

付属する車底倉庫などの施設が想定される。

也望~代の遺構〕些主珪岱2盟主力t埋まったあと、古

墳時代前期にはふたたび大きな集落がいとなまれたこ

とが、台地の中央部一帯の 100軒以上の竪穴住居祉か

ら確められた。中央部の集落祉の他に、扇状地の西北

端部で同時期の箱式石棺墓10、褒棺墓 1カがt発掘された。

〔荘隼.!き代の泣物〕 主準 .号溝 :土器(牽 .褒 .台付

褒 .鉢

鍛 .石庖丁.石斧 .石錘 .砥石)λ、鉄器(鋤先 .鉄斧.

鉄鍬)λ、自然遺物 (A溝内よリ魚骨 .貝類 .獣骨)九。竪

穴住居祉:全掘レておらず詳細不明。褒棺基数は不

明 (A溝内の査棺 lを発掘)

〔五霊堂代の遺物〕竪穴住居祉:主M(査・ 褒 ・台付

褒 ・鉢 ・曾五・器台・椀など)、 在草 (石鍬 ・砥石など)

鉄器(鉄鉱 ・鉄鎌)、 箆J:¥石棺:第 l号石棺(獣帯銭

l、勾玉 1、管玉 7、素環頭万子 l、鉄万 1)、 第 3

号石棺(内行花文鋭 l、勾玉 l、管玉 l、ガラス小玉

2 )、第5号石棺(ガラス小玉11)、第 6号石棺(査 2、

高杯 2、器台 1を石棺の周囲に供献)、 第8号石棺
や1)ヵ、'A!.注

(棺外から鈍)。

以上のように弥生時代終末期の大小 2つの講をもっ

集落祉の存在が確められ、集落のあり方とともに、 溝

から出土した豊富な造物によリ当時の生活内容を知る

ことができる。その後、古墳時代前期(4世紀代)に

なると集落と墓域が区別されており、箱式石棺墓の中

e d c b • 
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野方中原遺跡 F8区-FlO区遺構配置図

には土器を供献したリ、舶載銭を副葬レた首長墓的性 Jの史跡|こ指定された。 (柳田純孝)

格のものも存在するよう になる。ふ世紀になるとこの

集溶は荒廃するようだ。なあ、本遺跡、は、 19.15i!=-6.羽田

28小松ケ丘古墳群(西区大字野方字大音)

H十岳の東麓にある。市教委が外部に委託して1970年

11月-71年 1月と 1973年 8月の 2回にわたり 16基の古

墳を調査した。未報告で詳細不明。

〈文献〉福岡市教育委員会「聖子方中原遺跡調査概報J福岡市

埋蔵文化財調査報告書第30集 1974

29野方塚原遺跡(西区大字野方字塚原) <28> 

市教育委員会文化課が調査会を組織して1975年 3

月-5月に調査じた。早良平野の西、飯盛山・叶岳の

山塊の麓の扇状地にある遺跡で、野方中原遺跡のすぐ

南にあたる。義主f寺生笠~1J\~古」世f\:初頭 l叩けて

主主主れた墓地で、主に五盤蓋を主体とするが、褒棺墓



ー、〆t

も若干加わっている。遺構は笹A五蕗墓13、Z築棺墓 3、

祭請E遺構2、老且三平安時代にかけての住居祉に伴う

芝生 lを 確 認 は。 3号 ・4号石棺墓で嘩卦に輔

された阜督、査形土器を確認した。 2地点て高杯形

土器をそれぞれ3倒検出した。棺内副葬品とレては 1

号棺の漠式鋭片 l点がある。その他、奈良・平安朝の

遺物が多数出土じたが、そのうち孟u.等は製鉄の関

係て注意される。また、糧支蒔代尾期の押型文土器数

十片も出jごした。

30戸切中原遺跡(西区大字戸切字中原)
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本遺跡の調査で提起される問題は、第 lに野方中原

遺跡、との関係、から遺跡の立地論および弥生時代後期の

社会構造の問題、さらに弥生時代墓制における褒棺墓

から石棺墓への変化、喧外に副葬した土器群にみられ

る石棺墓々城、弥生時代墓需IJから高塚古墳への移行等

等であろう 。また栓 令時代、当地に よ笠方の駅」が

存在したとあるが、その時代の造物が多量に検出され

たことは、錦之の位置を解明する上で貴重であぷ

(平u回むつみ、折尾学)

戸切遺跡の東北側、早良平野中の徴高地上にある古 託して調査。古墳時代住居祉が発見されたが、詳細不

撞墜代の追跡。1974年11月一12月に市教委が外部に委 明。

31戸切遺跡(西区大字戸切)

壱岐南小学校建設にともない虫盛ιた遺跡で、造成

工事に先立ち1974年11月一1975年2月に発掘調査を実

施じた。

遺跡は早良平野の西を限る山麓に形成された低丘陵

上に位置するが、自IJ平が著じく現在は水田の下になっ

ている。主土下に丘陵を形成する地山層が刷、醐

足立三2じて残っている状態であった。出土遺物は語

文時代~歴史時代にわたるが、検出レた遺構は古墳時
・・h・-
代一歴史時代のものである。古墳時代の遺構は瓦髭の

事丁・.扇平片刃石斧、主塁壁代の木器・須恵器・土師

器・紡錘車・土錘、竪皐~~の土師器・ 賢蕗若者 ・ 主亙

等がある。

本遺跡は整理中であるが、その意義とレて次のこと

があげられよう。①ヰE泣跡の西{目IJの丘陵には数百基に

事よぷ群集墳があ り、その人々の集落について不明で

あったが、その一端をつかむことができた。②生産具

の出土から同地域の経済基盤を解明することができる

③盟主時代造物の発見は周辺に同時代の遺跡の存在

住居祉 2、不整竪穴 5とそれらを連結する細い議てあ を示す。④本遺跡出土の須恵器は I期-II期にあ、よぷ

る。歴卑壁代の遺構は 2間X2問のベタ柱の倉患と思 ものであリ、その盤草地は今宿の新開窯跡である。

われる建物 2棟を検出じた。(山崎純男)

叫 造物には通五時代の石斧・邸、 弥生土器の石

32金武古墳群(西区大字金武字浦江谷) <29> 

1970年 8月に調査。 早良平野の最奥、室見川左岸の

台地上にある。宣境 2基と近世墓 5基中 3基を調査し

た。

1号墳は直径15m、高さ 2.7mの墳丘中央に横穴式

石室がある。石室は 2X3.6mの玄室に幅1.3m・長さ

2mの羨道がつづく 。須恵器片、紡錘車、ガラス玉、

珠光青磁力t出土免 磁は中世の塚信仰を示計もので、

同様の例は他にもある。2号墳は径 7.5m、高さ 2m

の墳丘をもっ。横穴式石室は下部を残レて破壊されて

おり、玄室は2.3X1.7m、羨道は長さ 2m・幅0.85m 金武古墳群
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である。土師器 1片のみが出土レた。 1・2号墳は 6世

紀後半から末頃のものとみられる。

近世墓 3基のうち 1基は、長さ1.3m、幅O.95m、

深さ40cmの土壌の上に塊石を積んでいる。土壌から人

骨が出土レた。他の 2基は石を立てそのまわリに塊石

をつむ。その下に径60cmほどの掘リ込みがある。 l基

の塊石の中から寛永通宝が出土し、これらの墓は江戸

時代のものとみられる。

〈文献〉福岡市教育委員会「金武古ijt群発掘調査報告ー 1・

2号墳、近世墳墓の調査一」福岡市埋蔵文化財調査報告第15集

1971 

33姪浜新町遺跡(西区姪浜新町3399) <29> 

底舗新築工事の基礎工事中に発見された弥生時代の

褒結墓遺跡。工事を一時中止し、 1972年 3月 7日に変

棺墓 2基(成人用 1、小児用 1)を調査した。遺跡、は

標高約 3mの古砂丘上にあるが、現在では人家が密集

レ、旧状をとどめていない。褒棺墓は、調査した以外

に8基以上あったとのことだが、工事中 にすべて取リ

上げられ、正確な数はわからない。

造物は、褒棺以外に祭紀用ないしは日常雑器類が若

干出土レたが、遺構にともなうものではない。また、

護担.o.l宮外副葬の可能性の強い石突IJ1点がある。遺跡、

の範囲は人家が密集じていて明確にしがたいが、かな

@ 有国遺跡(西区間) <29-31> 

有田遺跡は福岡市の西南部、早良平野のほぼ中央部

に位置レ、室見川と金屑川にはさまれた洪積層の独立

丘陵上にある。この丘陵は南北約 1km、東西約O.7km、

最高位の標高15mて、北半に小田部、南半に有国の集

落がある。

1965年秋、有田地区て土地区画整理事業による造成

工事が行なわれた際、多くの遺物が発見された。この

ため、福岡市教育委員会は緊急発掘調査を実施するこ

とを決め、九州大学考古学研究室に調査を依頼した。

発掘調査は1967年 2月から 3月と翌年 2月から 3月に

実施された (第 l次・第 2次調査)。

第 l次調査は、区画整理事業地内に 8ヶ所の試掘溝

を設定し、延 500m2の範囲が発掘された。その結果、

-13・18・25・27・29・31街区で遺構が検出され、弥生

o 1m 

金武古墳群 1号近世墳墓

リ広い。本遺跡は標高 3mの古砂丘上にあ 1)、それま

で考えられていた註主時代の海岸線標高 5mよりも低

く、 私 生時代海岸線標高が 3m以下にあることを示唆

する。また跳ね上リ口縁をもっ土器が早良平野にまで

ひろがっていることが確認された。さらに石突IJ副葬の

饗棺の類例を加えた。(山崎純男)

〈文献〉領岡市教育委員会「姪浜新聞T遺跡調査報告下山

門遺跡、』所収 1973

皇位前期初頭のV字状溝 1とそれにともなう多量の土

器や石器、古墳時代前期の竪穴住居祉 2、古墳時代後

期の竪穴住居祉 1、奈良時代の竪穴住居祉 1が明らか

にされた。

第伊次調査では第 1次調査の成果をふまえ、①弥生

時代前期初頭の家屋ならびに集落構造の究明、②戸墳

時代の住居祉の構造とその変遷ならびに土師器編年の

確立、③奈良時代の製鉄工房の構造的解明を主要テー

マとして、 29・31・27・18・17・16・13街区の 7ヶ所

延 900m21こわたって発掘が行なわれた。その結果、弥

生時代前期初頭のV字状溝(第 l次調査の延長部)、

主主E代後期のU字状溝 l、古墳時代前期の竪穴住居

祉 4、国時期の溝 2、奈息勝代炉跡 3、奈良時代掘立

住建物 1、平安時代の溝 1、中世の議 lが新たに検出



された。

この 2次にわたる発掘調査で明らかにされた有国遺

跡の意義と重要性は、これまで抵盆遺跡で示されてい

た弥生時代前期初頭の集落形態にさらに類例を加えた

点、それまで未確立であった北部九州古式土師器編年

と二定の資料と方法的視点を与えた点、および古若 時

代前期の竪穴住居跡の構造的変遷過程が明らかにされ

た点など、弥生時代前期初頭から奈良時代までにあ、よ

ぷ各時期のあリ方に豊富な学術的資料をもたらした点

にあろう 。また、 地域研究の点からは、早良平野を1

単位とレて、その歴史地理を解明する方法が調査の柱の

ひとつになっておリ、その後の早良平野における考古

学的調査の先鞭をつけたのである。

このように、有国遺跡は学術的にきわめて重要かっ

豊富な内容の遺跡であるが、 Jまぼ台地全面に広がるで

あろう各時代の遺構の内、発掘調査されたのはそれら

有田遺跡第 1次・ 第2次調査地 (1-11)・

105 

の断片にすぎない。この 2次にわたる調査以後、埋蔵

文化財保護の点からは何ら対策はたてられず、区画整

理の完成とともに、有国の台地周辺は急激な都市化が

進行レつつある。これをこのまま放置するならば、有

因遺跡の発掘調査の成果は無きものに等しいといえよ

う。 (塩屋勝利)

その後、 1975年 2月-6月に、第 1・2次調査地点

の北50- 100mの地点を調査した(第 3次調査)。有

国 ・小田部の独立中位段丘は、いくつかの間析谷によ

って台地がくびられるようになっており、特に現在の

五旦些jR.土旦主E虫互の境は台地にj采く谷が侵入レ、

台地の平坦面が最もせまくなる。これらの二つの谷頭

に接して第ゆ次調査地点がある。調査地の面積は約1800

dである。

追第iま、弥生時代前期の隅丸長方形の貯蔵穴と考え

られるもの 2、弥生時代中期の円形住居社および壁が

2 13街区'古墳時代前期住居社 1、奈良時代竪穴住居祉 l、奈良時代炉社 1
4 17街区‘古墳時代前期住居祉 1、議1
5 18街区-古墳時代前期住居祉 1、古墳時代議1、平安時代溝、柱穴列
6 27街区・古墳時代前期住居祉2、問後期住居祉1、奈良時代堀立柱
7 29街区‘弥生時代前期V字み
8 31街区 弥生時代後期溝、中世溝
9 31街区・弥生時代前期袋状竪穴2、溝 1 (12街区)、 3(16街区)、 11(24街区)は泣構なレ。

10 25街区-古墳時代前期住居祉 1 第3次調査地(12) 遺構については本文参照
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切られた竪穴群の計 7、弥生時代中期後半から後期初

題宰考えられる井戸祉 2、弥生時代後期の住居祉 1、

古墳時代住居社 3、奈良時代から平安時代と考えられ

る掘立の建築祉 3、モ安時代の大溝 1と幸墳墓 I、そ

の他時期不明の住居祉 2が検出された。弥生時代の井

戸祉からは多くの祭杷土器とともに、青銅利器の鋳型

片や、線刻文様のある石材、井戸施設に関係すると考

えられる木材などが出土している。土壌墓には白磁碗

と万子が副葬されていた。

調査は広大な台地の一画を発掘レたにすぎないが、

調査結果や第 1・2次の発掘調査地点に接すること、

あるいは今回の調査地の北側が、 二つの谷頭の形成に

よって制約を受けるなどの条件から、有国遺跡の北端

の一部を構成する遺構群であることが確認された。さ

らに今回、先の調査の裏付けとして、集手喜祉および古

代の田部郷に関すると考えられる遺構を検出じ得た。

原談儀遺跡(西区大字原字国中園、談儀) <32> 

福岡市教育委員会文化課が調査会(協力一明治大学・

東京教育大学・桐朋女子短期大学学生有志)を組織、

受託して1975年 7月-9月に調査レた。この遺跡は、早

良平野のほぼ中央部に位置する有国遺跡と、金屑川を

はさんで向いあう独立低位丘陵上と、その裾野の金屑

川で形成された沖積平野にある。

縄文時代最終末期、塾生時代前期宅から中期初頭、

古墳時代前期、奈良から平安時代の水田祉や、平安時

代から鎌倉時代の溝状遺構及び柱穴群を検出した。

丘陵上はすでに水田形成時に削平された所が多く、

原始・古代の遺構は残存する柱穴群でじのばれる程度

で、鎌倉時代の溝状遺構を確認するにとどまる。itf!t
部では、l縄文時代最終末の夜臼式土器を包含する自然

様層を播鉢状に掘リ込んだ井戸を検出じている。おそ

らく息空豆主源を利用した簡単な施設であろう。また

弥生時代前期末から中期初頭の土器や木器を含む杭列

が認められる。古墳時代前期、奈良・平安時代の造物

はその上層の杭にともなうが、系統的に把握するには

至らなかった。

造物は次のとおリ。奪臼式土器片数十片とそれにと
曹拍

もなう杵形木器 l。弥生時代前期末~中期初頭の無頚

査と蓋形土器(それぞれ丹塗を多数合む)、有頚査、

また井戸祉は板付遺跡以外に新たに 2例を加えた。

地形や時期などから、井戸の出現過程を明らかにする

資料となるだろう 。井戸 (10号土墳)の上部と底から

は祭泥土器がまとまって出土レてあ、リ、井戸の掘削時

あるいは廃棄時における祭犯の存在を明らかにした。

有国遺跡が示す考古学的価値は言うまでもないが、

第 1・2次調査以来、 10数年間調査あるいは保存の手

が講じられないまま、破壊されてきたことは残念であ

る。今後、有国遺跡の実体をより具体的に把握するた

めにもあらゆる開発行為のチェックが望まれよう。

(弁沢洋一)

〈文献〉九州大学考古学研究室編 「査毘古代遺跡調査概報J

福岡市埋蔵文化財調査報告書策 l集 1967、|百F有閏遺跡、J 福岡

市埋蔵文化財調査報告書:第 2集 1968、福岡市教育委員会「有国

周辺遺跡調査概報」憧岡市埋蔵文化財調査報告書第43集 1977

褒形土器等。および庖時代のフォーク形木器数個、ス

プーン形木器 1、杓子形木器 1、盟P木器(一木作リ)

1、棒状木器 1、三又鍬形木器 l等が出土している。

古墳時代初頭の土器類は流れ込み包含層に見られ、鼓

形器台 2が目につく 。鎌倉時代の溝状遺構内の造物は

糸切リ底杯形土器数点と中国龍泉窯系青磁器片数点の

みである。

本遺跡調査の意義は低位丘陵上の古代集洛祉にとも

なう沖積層の実態を把握する点にある。金屑川をはさ

んで本遺跡と対する有田遺跡、等、低位丘陵上の実態だ

けでなく、当時の生産水準を知る上で沖積層の調査は

重要と考えられる。また本遺跡、は、原の独立丘陵の裾

に存在するが、調査の結果、周辺にも原始・古代解明

の手がかリを得る良好な資料が眠っている事|ま明白で

ある。今後、行政的に周辺遺跡をどう守るか、我々の

課題である。 (松浦宥一郎、和田むつみ、 折尾学)
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③ }里町遺跡(警大字免字削) <32-33> 

人口培にともない大字免に小学校建設の計画が立て

られ、敷地内における埋蔵文化財の有無について調査

することになった。まず敷地東西の農業用水路の切り

かえ工事の際に土層観察を行なった。それによると敷

円
凶
凶
一
口

地内の南側半分が湿地帯の特徴を示しておリ、ここの

排土から木片、弥生時代から古墳時代にかけての土器

片などが出土し、水田遺構に関する遺跡の存在が予想

された。発掘調査は低湿地のため長期の発掘期間と土

阿
川
ハ
]

亡コ

鶴岡T遺跡遺構配置図(アミ目は粘土層を示す)

10M 
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壌学や花粉分折学などの自然科学の援助を必要とし、

充分な調査体制を整えて開始するのが前提である。じ

かじ、すでに開校が決定していたために、 事前の準備

が不完全なまま1973年9月より翌年3月まで調査する

ことになった。

本遺跡は早良平野のほぼ中央部に位置する。I早良平

野にあ、ける低湿地部での考古学的調査は、それまで例

がなく、また遺跡の存在も知られていなかった。これ

は、室見川をはじめとする大小の河川によって形成さ

れた早良平野の沖積地は、低平多湿地て水田開発が充

分になレえなかったと考えられていたためである。と

ころが本遺跡は室見川・ 金屑川に近接じ、その氾濫原

ともいえる所にありながら、 早良平野にあ、ける弥生

時代から古墳時代にかけての7同信農耕技術の発展経過

を究明するうえで重要な遺跡とじて期待されたのであ

る。

発掘調査で検出じた遺構は、弥生時代前期の第 I号

溝と、弥生時代後期から古墳時代初期にかけての第II

号溝が主なものである。第 I号溝は最大幅約8m、全

長約30m、深さ1.7mの、西より東に流れる自然の講で、

わずかに護岸的な杭が打ちこまれていた。この議の土

層は黒色の粘質土と砂質土が互層をなしておリ、最下

層から弥生時代初期の板付 I式土器と夜臼式土器が伴

出し、さらに木製農耕具や石鎌・石庖丁なども出土し、

当時すでに付近で稲作が開始されていたことがわかっ

し力、

2切P
四箇遺跡A-E地点(1ω97九4年2月-1977年6月調査)

四箇東逃跡 (ω1976年3-4月と 8月一 9月に調査)、

四箇 J一l叩O区(19肝76年4月-7月調査)にわけてのベ

る。

1 )四箇遺跡 (A-E地点)

標高22m前後の主主田面下の笠些性遺跡で、徴高地

よf2住居祉・溝などの集落遺跡と、低地の杭列遺跡 ・

泥炭層などにわけられ、 な2ての扇状地上の旧地形を

j基元することができる。

遺構

白 地点: ~時代後期の住居祉・墾棺と長さ60 m 、

最大幅12mの三日月湖状の凹地に形成された特殊泥炭

層。申地点:弥生時代前期後半~中期中葉の溝・竪穴

た。これは土壌分析によって稲の薬の細胞や花粉が検

出されて、裏付けられた。

第II号溝は、幅約7m、深さ約1.2m、全長最初Om

あり、第l号溝を切って南西から北東方向に流れる溝

である。この溝の両岸には護岸的な役割リをはたした

と思われる柵状遺構(しがらみ)や堤防状遺構、さら

には排水のための樋なと・が完全に近い形で検出された。

特に堤防状遺構は、弦阜市古照遺跡の堰と構築法や構

築材がよく似ておリ、構築材に多くの建築用部材が再

利用されている点は注目される、本遺跡の堤防状遺構

は全長惚2m、幅約3m、高針:句1.5mの掛莫を持ち、

平均長 2.2mの横木と平均長 1mの立杭て構築されて

いる。樹種はカシ、シイノキなどの常緑広葉樹が多く、

ついて落葉広葉樹、常緑針葉樹の}I頃に用いられている。

これらの構築材のほとんどは建築用部材で、なかには

高床倉庫の柱とレて加工されながら建物に使用された

形跡を認めがたいものがある。水害などの不時の災害

に対して一度に堤防が構築されたとも推定される。

本遺跡は早良平野における水稲農耕の発展段階と、

その過程を究明するうえで重要な遺跡であるばかリで

なく、建築用部材から当時の家屋などを復原でき木工

建築技術をも知ることができる。 (力武卓治)

〈文献〉福岡市教育委員会「鶴岡]遺跡、J 福岡市埋蔵文化財調

査報告書第37集 1976

包星祉 ・翻官 ・箱式石棺など。C地点:豆且点(徴高

地)包亙i)!lJの低地て、弥生~古墳時代の杭列遺構。(D
地点:古墳時代の杭列遺構と多量の建築部材・木器な

どが堆積。E地点:弥生中期の杭列遺構。

出土造物

A地点:住居祉・ 饗棺などがある微高地上には多量
すりけし

の遺物が出土。土器は直平式の磨i肖縄文土器を主とし、

法鉢、注目土器、粗製深鉢など。五~は石皿、石錘、

石斧、十字形石器、黒曜石製の石鍬・削器・錐など。

収 器には特殊泥炭層から出土レた大形木製容器未製品、

i漆を塗った木万状のi黍器がある。微高地の東側凹地

では獣骨が多量に出土した。特殊泥炭層中には ドング

リ・工ゴノ三・クル三・ヒョウタ ンなどの植物種子が



多量に出土レている。いずれも縄文後期後半の時期の

ものである。 B地点:土器(褒棺・壷・ ~ ・器台・高杯

など)、石器(石鍬・石包丁・磨製石斧・砥石など)。

C.D'E 地点:低地の杭夢IJ遺構中から弥生一古墳時

代の木器・建築部材が出土しているc 主なものは木製
きね ちょう

農具(~鍬・えぷリ・三叉鍬・四叉鍬・杵)、木器(手
な はしζ

斧柄頭・弓・槍状木器・梯子・容器)、建築部材(欠
ほぞ

き込みを施したリ、柄干しを有するものなど)。

これまで発掘例の少なかっ金五時代の集落遺跡が

ま野の中の微高地上に発見されたことから、 今後、低

地性遺跡を重視する必要がある。縄文後期の遺物のほ

か、豊捗泥炭層から出土した漆器は西日本ては発見例

の少ない貴重なものである糸 メ・ヒョウタンなどの

植物種子の出土毛、縄文農耕との関連で、福岡平野部

己あ、ける弥生時代以前の姿を解明じていく上で重要な

問題提起となる5弥生前期後半から中期中葉にかけて

の微高地上の集落遺跡、と微高地周囲の杭列追構との関

係は、企些!こcl:iltる水田経営のあり方を示すもので、

低地深耕に適した木製農具が数多く出土しているL杭

列遺構は古墳時代前半まで認められるが、その後のま

里制遺構と関連づけられるような遺構は発見されてい

ない。

2)」B箇東遺跡

四箇遺跡、A地点の南約 200mの水田の下にあ惹縄文

佳代後期の遺跡。第 1次調査地点は、微高地の先端部

に立地レた遺跡の一部分で、遺跡の主要な部分は南側

の徴高地上にあろう。北側の第2次調査地点は低地で、

微高地に面した旧河道と考えられ、造物はほとんどな

い。数個のヒ.ツ卜を除くと泣構は検出されなかったが、

施文後期後半の包含層があリ、多量の遺物が出土した。

出土遺物は色万田式土器の時期に限定される土器一
ゐ.

黒色磨研の精製土器(浅鉢・皿.t苑・台付鉢)と担製深

38山崎古墳群(直区直油山山崎・御堂上・石河原)

l!A:frの西油山古墳群と区別する意味から「血崎古墳

群」の名称を用いる。調査期聞は1974年8月から10月

まで。遺跡、は福岡市の南にそびえる池山の支丘上にあ

り、厳密には干つの小支丘(山崎、御堂上)と低地に

またがっている。

遺跡は古墳時代を中心としている。じかじ石製品の
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鉢。土製品一土偶(頭部片)と有孔円盤(紡錘車か)。

石器一打製石斧・磨製石斧・ 土字形石器・石銀・黒曜

石製のスクレパ など。石製品一突起を有する扇平な

石製品が1点ある。装身具垂飾(勾玉状)・玉類。

四箇逃跡A地点に近接して縄文時代後期後半(三万

田式土器)包包含層が検出され、同時期の集落祉の存

在ti確められた魯 辺の微高地上には同様な遺跡の存

11'推定され、縄文後期から弥生時代への発展過程を

E堕する上で重視すべき地域である1。

立)四箇J-10区

四箇遺跡、B地点の南西側に近接し、現水田面下の微

高地問の旧河道に面した低地に、弥生時代中期の杭手IJ

遺構があリ、弥生・古墳時代の木器・建築部材を含む

流木群が堆積している。杭列遺構はB地点と関連ある

弥生時代の水利施設であろう。数点の縄文土器片莞除

はlま弥生時代の土器が大半を占める。査.~延・高I不・

器台などの小片で、古墳時代前期の土器も少量ある。

いずれも杭列遺構付近に旧河道の上流から流されて、

二次推積じたものである。石器(黒曜石製の石核・ス

クレパ など数点)、木器(三叉鍬・船型突起を有す

る四叉鍬の木製農具、網枠・石斧鞠・容器・用途不明

の木器)、建築部材(上端に欠き込みを有するものと

こ叉に分かれるものがあり、先端はいずれも尖る)な

どが出土。このほか多量の杭がある。木器・建築部材

は上から流され、弥生・古墳時代の造物と混在じており、

時期を特定することはできない。 (柳田純孝)

く文献〉二宮忠司「四箇遺跡ふるさとの自然と歴史J 53 

号 1975、 柳田純孝「福岡市西区四箇遺跡の調査 r;lli必き古

学J51 1976、同 「福岡市西区四箇周辺における縄文遺跡の調査J

r日本考古学協会昭和51年度大会研究発表要旨」旦1(i、福岡市

教育委員会「四箇周辺遺跡調査報告l)J福岡市埋蔵文化財調査

報告書第42集 1977

発見されたことから、さかのぼって生活が営まれたよ

うであるが、遺構を確認するにはいたらなかった。ま

た中世に属すると考えられる遺構も存在した。発見さ

れた遺構は、横穴式石室墳10(竪穴系横口式石室の系

統上にあると思われるもの2基)、古墳時代火葬墓l

(伴出遺物は須恵器V型式)、性格不明土壌 6、溝状
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遺構1 (中世と推定される)。遺物は表を参照のこと 。

本古墳群の存続期間は須恵器mA型式からVI型式ま

でで、ほぽ6世紀中葉頃から 7世紀後半頃までと推定

される。古墳築造の集中化lまmA-IIIB期とVI期にあ

IJ、IN期てはもっばら追葬を行っていたようてある。

火葬墓は長さ約1.8m、幅 0.8mの隅丸長方形土墳

中に、鉄釘を使用した組合式木棺を収めてあ、リ、これ

を焼いていた。本墓は畿内地域を中心に発見されてい
かまどかく

モ塞榔古墳(力マ ド塚)とはやや趣の異るものであっ

たが、性格的には通じるものと推察される。時期は須

恵器V型式、ほぼ7世紀初頭を前後じであ、リ、 カマ ド

塚の推定年代にほぼ一致する大J11 清)

山崎古墳群出土遺物一覧表

古場J<.
調 車器 土師器 馬具

葺身品
武具

工具 陶櫨器 石器
その他

I平 董市川市 t血感平甑提眠慣甑査器古聾 白手..I J車柑聾 曹 金具その植 太刀量刀干 情考

玄室 4 4 l議 業噴樺出土

2 島樺

3 主主 2 2 力ワフケ l鉄劃

4 控遭 6 6 睡'61畳陣

主軍 1110 2 
5 

聞i9. 2 

玄室 4 3 2 2 2 1 1 10 2 苦干

E 
提直 l 

墓遣 3 3 6 

墳時 6 4 2 3 

7 墳裾

8 

9 玄室

墳裾 10+ 12+ 2 4 3 2 3 8+ 

主主 9+ 9+ 3 3 4 5 I~暗l 14+ 212' 5 + 4 不明量且3石鍋

10 提遭 15+ 14+ 10+ 3+ 5 2 6 5 2 2 

〈墓遭 14+ 10+ 1+ 5 

本棺基 4 6 3 釘勧35

39影塚第 1号墳(西区野芥景災家)

1971年10月に調査。油山西麓には、派生レた丘陵が 滑石製紡錘車 ・鉄棒などが出土した。 6世紀末一 7世

浸蝕をうけ独立丘となって点在する。本古墳はその独 紀初の古墳であろう。 (三島格)

立丘上にある。この古墳は高さ約2.5m、径15m余の円

墳で、西方に開口する横穴式石室。内部は完全に破壊

されているが、石室平面形は長方形で、片袖の石室と

復元される。主とじて墳丘から須恵器・土師器・鉄銀・

等高韓両開園比.lm

影塚 1号古墳・ 2号古墳

〈文南わ重岡市教育委員会「福岡市彩塚第 1号墳発掘調査報

告 附影塚第2号墳石室実頂11図 ・周辺古墳分布図J福岡市埋

蔵文化財調査報告書傍21集 1972

40大谷古墳群(西区梅林字大谷)

1972年2月一 5月に第1次、同年7月-10月に第2

次調査を実施した。杢宣墳群は10基の古墳からなるが、

そのあリ方は散在的である。この10基のうち発掘調査

レたのは第1号~第7号の計7基で、残る 3基は現状

のままである。第4号~第7号墳の4基については報

告されている。本古墳群は背振山系よリ派生レた油山

が大きく北に張リ出す北端山麓に位置じ、車辺に多く

む塁手集墳がある。

〔篭 1-'%虫〕破壊からまぬがれ、石室清掃のみを実施

した。単主の両袖形横穴式石室。本古墳群中最も大き

在五室をもっ。石室内よリ鋤先、鉄銀、須恵器、土師

器が出土。



〔第 2号墳〕径15m前後の円墳て、単室の両

袖形横穴式石室をもつが、羨道の一部を失っ

ている。石室内よリ須恵器、土師器、鉄滓が

出土し、墳丘中から須恵器、土師器、鉄鎌が

出土した。

〔第3号墳〕径8m前後の小円墳て、小形の

竪穴式石室をもつ。石室内から銅環一対が、

墳裾から土師器杯が出土した。

〔第 4号墳〕単室の両袖形横穴式石室をもつ

小円墳てある。墳丘基底面は石組みて特別の

配應がみられる。石室内よリ土師器、須恵器、

スラッグが出土。

〔第 5号墳〕複室の両袖形横穴式石室をもつ。K
石室内よリ須恵器、土師器、刀子、石室内か ＼ 

ら前庭部にかけて多屋のスラッグが出土。

墳丘中からも須恵器、土師器が出土した。

〔第6号墳〕単室の両袖形横穴式石室をもつ。

石室よリ土師器、須恵器、スラッグ、前庭部よリ多量

のスラッグが出土している。

〔第 7号墳〕石室の大部分が失われている。須恵器、土

師器、スラッグが出土。

以上、いずれも 6世紀後半に築造された古墳てある。

本古墳群を最も特徴づける追物として、スラッグの供

41譴古墳群（西区大字梅林） く40>

本古墳群は福岡大学構内にあリ、油山北麓よリ北へ

のびる丘陵の先端部に立地する。

1969年春、福岡大学が馬術場、自動車練習場の造成

工事を行なっていた際、同大学学生によって古墳が破

壊されつつあることが発見され、緊急発掘調査を実施

することになった。調査は1969年6月～ 7月に行われ

た。また翌年の 5月には造成地拡張部分にも古墳 1基

が確認され、 8月～ 9月に福岡市文化課の指導によリ

福岡大学歴史研究同好全が発掘調査を実施した。

本古墳群は本来 8甚よリ構成されていたが、造成工

事によって大部分が破壊され、発掘調査されたのは 3

基にすぎない。第1次調査ては、 5、6号墳の 2基が

-Ill~ 

大谷古墳群分布図

献があげられる。最近、福岡市域、特に早良 ・今宿て

製鉄迫跡が数多く発見され、これらとの関連も含めて

今後充分検討を要するこ とてあろう。 （山崎純男）

く文献〉福岡市教育委員会「大谷古墳群 I」福岡市埋蔵文化

財調査報告害第19集 1972 

6号墳も著しく破壊を受け、石室は、玄室部が腰石

一段のみを残し、羨道部はほぽ石積状態を知リ得た。

迫物は須恵器、土師器、ガラス小玉などが少盤出土しl

た。8号墳も破壊を著しく受けていたが、石室の規模

と構造は明らかにされ、須恵器、土師器、鉄鏃、鉄製

鋤先、ガラス小玉、鉄滓などが出土した。

これら 3基の古墳の中て、 5号墳と 6号墳は 6世紀

後半、 8号墳は 7世紀後半代に位置づけられ、油山北

麓に多数分布する後期古墳群の形成、発展、消滅の過

程を構造的に知る上で、一定のパターンを最初に示唆

したものといえる。 （塩屋勝利）

発掘された。5号墳は盗掘を受け石室の石材がほとん 42倉瀬戸古墳群（西区大字片江字倉瀬戸）
はそう

ど抜き去られていたが、坪・高杯・瓦泉などの完形の須 1971年11月～12月に古墳 9基を調査した。古墳群は

恵器30点、ガラス小玉32個、鉄鏃などが出土した。 油山の北山麓のほぽ南北にのびる尾根とそれらにはさ
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i乙 / 一一.、¥¥、-¥¥¥¥、まれた谷にある。主主斗ユ長横穴式石室をもっ円墳だが、

破壊・盗掘のため原状を保つものはない。墳丘は流失

じたものが多いが、 4号墳は直径17.6m・高さ2.7m、

7号墳は直径10m・高さ約 2mである。各古墳の石室

の全長は、① 6mをこえるもの(1・ 3・4・5号墳)、

② 5m 以上 6m未満のもの(6 ・7 ・9号墳)、③ 3m

以上 4m未満のもの(2 ・8号墳)にわけられる。① ・

②の場合、 主室の長さが全長のMを占めるものは主室

の平面形が方形、泌を占めるものは長方形であり、①

では長方形、②ては方形のものが多い。③の主室は方

形である。石室は羨道部と主室からなるが、両者の聞

に副室を設けるものがある。羨道部と区別される高Ij室

をもつものは 3・4. 9号墳である。 5・6・7号墳

は、平面形の上では羨道と高IJ室の区別はないが、壁面

の石材、閉塞の状態、副葬品の出土状態から副室とじ

ての機能を果す部分をもっている。 1号墳も同様とみ

られるが、破壊がはなはだしく確実てない。2. 8号

墳は高Ij室がない。各古墳からは須恵器-土師器が出土

じ、とくに 7号墳では主室・副室 ・羨道、石室横の封

、3
9 

@3  

。倉瀬戸古墳群石室一覧表

古墳 方位
主室(後室) 品11 室 (目。室) f長 道

全長 備 景J岳

長さX幅×品さ 長さ×幅×高さ 長さ×幅×高さ

90 
l号 南 630 300X 190X200 3~O X ¥ X 120 

120 

140 80 
2号 南 355 160 X ¥ X 90(+) 195X ¥ X 70 天井なじ

80 100 

190 90 
3号 西 660 280X ¥ X18ぽ刊 100X130X 50(刊 200 X ¥ X 100(+) 天井なし

170 160 

190 90 上半部なし
4号 南 650 280X250X140+ 150X 80 X 90 + 220X ¥ X 90 + 

210 120 主筆胴張りあり

90 
5号 東 650 200 X 180 X 19<X刊 100X 95 X15ぽ刊 250X ¥ X10叫+) 天井なし

130 

6号 東 580 180X 180X 19<X+) 140 X 80 X 10ぽ+) 100X 90 X 110 天井なじ

90 
7号 東 560 190X 190X 19α刊 80 X 60 X 100 240X 130X ¥ 天井なし

110 

8号 南 320+ 160X200X 70 + 160 X 80 X 60 + 上半部、羨道破壊

170 90 70 110 
9号 西 570 280X ¥ X17α+) 100X ¥ X 120 190X ¥ X ¥ 主室上半部なレ

200 110 130 130 

註 1)石室幅が一定てない場合は、奥幅~前幅、または奥幅一中央幅一前幅の順で記しである。

2 )石室長さ、高さのうち、天井または上半部が失われている場合は、現存高測値に+を付してある。また(+)としたものは天井石

はないが現存高がほぼ本来の高さと考えられるものである。

3) iHIJ値単位はmである。



土中から多数出土した。この他に金環 2点・銀環 3点・

銅環 1点・土製練玉・鉄製鋤先（以上 7号墳）、鉄刀

B 

(5号墳）、刀子（ 5 • 8号墳）、鉄鏃（ 5 • 7号墳）、

轡 (4 • 7号墳）が出土し、 1・2・4・5・7号墳

ては鉄滓が出土した。須恵器はIIIA様式が 4号墳ご出

一土し、 1-・8号墳を除く各古墳てはW A様式が出土し

た。 2 • 8号墳てはYI様式が出土し、 5 • 7号墳ても

VI様式が出土している。4 • 5 • 7号墳ては追葬が行

われ、 9号墳もその疑いがある。他の古墳ては追葬は

行われていない。古墳の築造年代は、副葬された須恵

器から、 2 • 8号墳が 7世紀後半、他は 6世紀後半～

終末と考えられる。

—/) 1 

く文献〉 9上坦富土雄編「倉瀬戸古墳群」 在瀬戸古墳群調査団

1973 

⑨ 片江古墳群（西区片江鳥越・早苗田）く40~41>
一

市民の森として親しまれている油山 (569m)の山麓

一帯は、市内有数の古墳群地帯て、その数 400基を上

まわる。山麓の丘陵上や斜面のいたるところに、 2~ 

3基から数十基の後期群集墳が散在している。本古墳 ／～「ヘ

群名は、片江区画整理事業地内にある古墳群の総称て、｛

1972年 6月～11月に調査を行なった 6基の古墳は、早
0 2M 

苗田と鳥越の二つの古墳群にわたる。前者 (2~4号 1 , 1 

墳）は標高40mほどの起伏の多い低丘陵上に、後者(§

~8号墳）はゆるい丘陵斜面に位置する。

〔2～4号墳〕早苗田丘陵の各項部に作られている。

地盤が花岡岩の風化したマサのため、その上に作った

墳丘は流失しやすい。したがって各古墳は、いずれも

墳丘の一部から過半がすてに崩れているが、径10m前

後の小円墳と思われる。追体を埋葬する施設は、花尚

岩を積み上げた横穴式石室て、地面を掘リ下げた掘リ．． 
方の中にある。保存状態は悪く、全体を残すものはな

い。玄室は幅2.lm、長2.8~3mの長方形をなし、比

較的大形の石材を用いている。出土迫物は少なく、わ

ずかな土器と副葬された武器の一部（鉄鏃）だけてあ

る。 6世紀後半～末築造。

〔6～ 8号墳〕標高35mのゆるい斜面に、 3基の古墳

が裾を接するように作られている。東西の 6 • 8号墳

は、墳丘径10~10.5mの方形に近い小円墳て、裾部に

4号

9号

倉瀬戸古墳群石室平面

全周しない石列がある。墳丘の中央下部に東に開口す
片江古墳群位置図（縮尺12,500分の1)

-113 -
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る横穴式石室がある。石室長 7m、玄室は幅1.7-1.8

m、長1.7-1.9mをはかリ、同形・同大である。中央

の 7号墳は墳丘径 9mとやや小さく、周囲に二重の石

列がめぐる。石室は南に関口し、前面には東にカーブ

する墓道が作られている。石室内はいづれも既掘のた

⑪ 瀬戸口古墳群(西区東油山字瀬戸口) <42> 

め高Ij葬造物は少ないが、墳丘の前面から墓前祭斑等に

供献された須恵器を主とする土器類が出土した。6世

紀末-7世紀前半築造。 (柳沢一男)

〈文献〉福岡市教育委員会「片江古噴群」福岡市埋蔵文化財

調査報告書第24集 1973

1974年12月-75年 1月に調査。本古墳群は油山の北 さ 3m余である。 5・6・7号墳は崩壊が著じい。

北東山麓(標高56m)の東斜面にあり、 i基E回墳か 〈文献〉田坂美代子「瀬戸口古墳群」株式会社リコ 1975 

らなる。 1基(9号墳)はすでに消滅レておリ、造成

区域内にある 7基のうち 4基 (5-8号墳)は現状保

存され、残リ 3基(1 -3号墳)が調査された。 l号

墳は項部から前庭部が大きく破壊され、石室は失われ

ている。墳丘は草色約10m・高さ約 2mと推定され、

墳丘盛土中には花筒岩礁が混入されている。石室構築

のための土域内埋土より須恵器、金環、鉄鍬などが出

土レた。2号墳の墳丘も径10m・高さ 2mと推定され、

項部から前庭部が破壊されている。石室は一部が残存

レ、全長4.5m・奥壁幅1.5mである。須恵器、鉄万、
コば

鍔、鍔金具、刀子、鉄銀、メノウ製勾玉、ガラスやヒ

スイ製の玉類、飾リ鋲金具などが出土じた。 3号墳の

墳丘は完全に失われ、石室もごくわずかレか残ってい

ない。石室は全長 3m、玄室は1.2X1 mと推定され

る。造物はない。これらの古墳は 1・2号墳出土須恵

器から 6世紀末-7世紀末頃とみられる。調査じてい

ない古墳のうち 4号・ 8号墳の墳丘は直径20m余、高

'45，京ノ隈遺跡"(西区田島三丁目) <42-43> 

本遺跡はかつて土取リ工事中に箱式石棺が出土レた

が、土取リ工事がすすんで完全に消滅したとされてい

た。1974宅にこの地域が宅地造成されることとなリ、

雑木が伐採され、丘陵項部に古墳のある疑いが生じた。

再度の現地踏査で湖州鏡、白磁器が採集され、経塚等

の存在が予想されたので試掘翁宣を行い、遺構の確認

によリ 1974年 8月一 9月に緊急調査を実施じた。

遺跡は金山を中心とする低丘陵から東にのびる一つ

の丘陵T頁部に位置し、現状ては周辺部の宅地化によリ

独立丘陵項部のように見える。眼下には樋井川および

その支流によって開折された狭少な沖積地がひろがる。

調査の結果は、池山整形によコて造リ出された古墳

瀬戸口古墳群

きょうっか

上lこさらに経塚を構築レた重複する遺跡で、それぞれ

夏乙限古墳、京ノ限経塚とよぷ。

京ノ限古墳は先の土取り工事で墳丘の約半分を失っ

ているが、北側~でくびれ部を確認し、墳形が前方後方

髭査なすことを確認した。墳丘の大部分は地山を削っ

て二段につくられ、後方部項部にわずかに盛土がみら

れる。墳丘の規模は後方部が一辺約19mで、現存主軸

長23m・高 2.3mだが、元来の主軸長lま40m前後と思
ねんどかくわり

われる。主体部は後方部中央をややはずれて粘土問(害Ij
たけじきもつカ流J

竹式木棺) 1基と前方部に箱式石棺 l基以上が存在す
ーー』回目白 正こう

る。書Ij竹式木桔は長さ約 6m・幅約 2.5mの墓壌中央

部に安置され、まわリを粘土でつつまれている。木棺
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は長さ約 4m・幅77cm-59cmで、棺内中央部には赤色

盟 料が敷かれる。副葬造物は盗掘、俊乱を受けていな

いにもかかわらず、鉄剣IJ1、鈍 l、鋤先 1だけであっ

た。前方部の石棺は調査前に出土レたもので、内部に

人骨一体が埋葬されていたという。

京ノ隈経塚は古墳上に長径12m.短径10m・高さ1.6

mに盛土じて外部施設とするもので、そのほぼ中央部

に並列して 2基の経塚主体部がつくられる。 1号主体

部は 2段の掘リ方内に箱式石棺材を利用レて小石室を

つくリ、その中に須恵器大褒と賞利鉄絵花文大盤を組

合わせた外容器を安置し、この中に銅板鋲止め経筒 1

個があった。石室・外容器内には炭をつめである。ま

た掘リ方の内部には副葬品として、平型合子 1、士甘形

合子 3、万子 1、鉄鍬2、毛抜き 1、貨幣 l、数珠玉

多数が投げ込まれた状態て出土じた。2号主体部は l

115 

石室外は礁によって裏ごめがなされる。石室内には石

製経筒 1個が安置されていた。副葬品とじて、経筒蓋

上や石室裏ごめ石の聞から、平型合子 l、士甘形合子 3、

小万 3、不明鉄器 2、水晶玉1、滑石製品 1、数珠玉

多数が出土じた。

この経塚は、経塚としてのあリ方がよく観察できる

と同時に、他の諸例から筆造年代が12世紀前半と考え

られ、福井川流域の平安時代末の動静を知る上に好資

料を提供レた。京ノ隈古墳はその墳形とともに、内部

主体が粘土榔であることは北部九州では珍らレい。そ

の性格が在地的であリながらも、外見上は畿内型古墳

の要素をもつことは、この被葬者が樋井川流械を代表

する者であリ、腫接する早良平野に占地する五島山古

墳や藤崎古墳等の在地有力者とは対時じた関係にあリ、

大和政権の統属過程を知る上に興味ある問題を提起じ

段の掘り方内部に、 l号主体部同様、小石室を構築し、 ている。 (山崎純男)

京ノ隈古墳墳丘実視11図

o 10 

〈文献〉山崎純男「京ノ隈遺跡」段谷地所開発株式会社

1976 

京ノ隈遺跡経塚2号主体部

-・'"・， 
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2f、州の住居祉は平面形が円形と方7灯 、卸民 l 叱349 R 
五紅白。 出土砂 は弥生土器、石庖丁、扇平片刃 430 n q5 &l:，。弘

石斧、扶入石斧、砥石。む、号住居祉(卸)ては鉄銭¥ l 泊 d z  
が出土した。古墳時代の住居祉 2は方形で、出土土器 ¥ぐ20M 520 5f: 児

一ー ー← 色 、¥ U55ι ・・"'"ー
から 5世紀代とみられる。 "¥ ¥ . .・ ~ 

一 -本遺跡はすでに消滅じてしまったが、その意義は極 むとぐ¥ 560 f 

めて重要なものであった。選タ笠豆且土の石器未製品
¥¥¥¥ ¥ /子/ムベ¥f、k

にはきわめて少いが汁弥生時代前期末にあ、ける
j争泉寺遺跡遺構配置図 (Hは住居祉、他は貯蔵穴)
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46 )争泉寺遺跡(西区神松寺字浄泉寺)<44-45> 

宅地造成工事によって消滅した泣跡で、造成工事に

先立って1972年 5月一 6月に発掘調査を実施じた。遺

跡はj白山よリ派生じた金山を中心とする低丘陵の東南

端に位置し、同じ丘陵上にはJ'II松寺遺跡・カルメル修

道院内追跡、など同時期の遺跡が存在する。周辺の宅地

化により、調査時にはすでに独立丘陵状になっていた。

弥生時代前期末一宇期初頭にかけての袋状竪穴51、

中期~後期の住居祉@\ 主堕史i-t~-'i5祉 2 が検出さ
れた。本追跡の主体を占めるのは日基におよぶ袋状竪

穴であるが、その形状にはバラエティーにとむ。平面

形は、 本部分が円形ないじ楕円形であるが、 一部に方

形ないしは隅丸方形のものもある。断面形は床が広が

るいわゆる袋状をなすが、これが二段に掘リ込まれた

ものが 2つあリ、袋状をなさず皿状をなすものもある。

これらの亀状竪穴から出土した造物には、弥生土器、

監F石斧、扇平片刃石斧、石剣、砥石などと、石器未

製品(石庖丁・扶入石斧・扇平片刃石斧・石貧1])があ

る。またアワビ貝を利用じた貝製品が注目される。自

然造物には 4基の袋状竪穴から出土した貝殻・獣骨が

あリ、 当時の食料残浮の一部を知ることができた。

些生時代住居祉は袋状竪穴の廃棄後につくられたも

石義生産のあリ方を示じている。すなわち、本遺跡出

土の石器未製品は些ム石斧・扇平片刃石斧や収獲具(石

庖丁)などの基本用具である。これらは当時の社会で

み需要五 使用頻度の高い B常用具類であるえ弥生時

iSJ!i期末の社会では、このような生産必需品である基

本工具は各共同体内において製作されるのが原則であ

ったとみられる。石材の問題ともからみ今後の検討が

またれる。

遺構も興味ある問題を提起する。~基の袋状竪穴は

地形および分布上大きく 三群にわけられる。同時期の

内
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住居祉の発見はないが、前述じた神松寺遺跡やカルメ

Jlイi多道院内遺跡は本遺跡の袋状竪穴と同時期の墓地で、

それらが同一丘陵上にあることは前期末における共同

体の構造を示唆する。 (山崎純男)

〈文献〉村岡和維 ・松村道博「主き寺遺跡J，!i羊開発株式会社

1974 

土星p;tTiÂ~
市

47カルメル修道院内遺跡(西区片江) <45>' .J.-

本遺跡は力ルメル修道院内でミカン植樹のために掘



った穴に祭給の一部が露出じて発見された。1974年 1

月に最初に発見された饗棺と他の小児用饗棺 l基を調

査し、その後、修道院の移築に伴ない1976年7月に同

泣跡の範囲確認調査を実施じた。追跡の主体をなすも

のは弥生時代の墓地であるが句星ヨユ Ij先土器時代

i縄文時代の造物が若干出土している。遺跡は金山を中

心として枝状にのびる低丘陵の基部の南斜面にある。

遺構は、護棺墓3基(うち小児用 2基)、木棺墓6基

(うち 3基は小児用で、 l基は木蓋土墳墓の可能性も

ある。 1基は確認のみで未掘)を調査した。造物は埋

土中から生喜器時代の尖頭器 l点、縄文時代石銀1点

が出土じた。弥生時代の造物は、裂棺に使用された弥

48片江辻遺跡(西区大字片江字辻) <46> 

本遺跡lま片江地区の土地区画整理事業にと

もなって、 1975年9月一12月に発掘調査を実

施じたもので、同区画整理地区における第 2

次調査である。本遺跡、は樋井川の支流である

片江川と一本松川との合流地付近に形成され

た狭少な沖積地に面する丘陵上にある。付近

には力ルメル修道院内泣跡、ネ申松寺古墳、 i争

泉寺遺跡などがある。 1929年の県道j由山線拡

十

幅工事の際には、本遺跡のすぐ東側で銭棺が +

出土し、以前から遺跡の存在が知られていた。

発掘調査によって遁世レた遺構は車撞時住

の概状追構、 主会の溝、 4軒の竪穴住居跡。

住居跡は発掘区の北側寄りで検出されたもの

て、第 3・4号住居跡は宅地造成によってす +

でにその大半が削られてあ、リ、第 1・2号住

居跡、のみが当時の姿をとどめている。これら

の平面構造は、第①号住居跡が Lill.約 5mの

正方形て 4埋P主柱穴があリ、主側の壁中央 . 

には粘土でかまどが作られている。第2号住 7

居跡は台形ぎみの~5X7.8m の長方形で、 4

{聞の主柱穴とかまどを持つ 。 第í~ .α号住居

ー117-

生土器 6 (前期末~中期初)と小児用木棺墓から出土
くしろ

じた銅製釧(腕輪)3点がある。墓はその保存状態がよ

く、木棺墓は木質部が粘土とおきかえられ、その形状
きん

をよく確認できた。また銅製釧は、 年代が前期末の金
力、い

j毎式褒棺よリ新しくなることはなく、弥生時代の青

銅器の中ては最も古い。その性格や舶載品であるかど

うかなど今後の問題である。本遺跡、の立地する丘陵上

には、他に同時期の泣跡が数ケ所確認されていて、弥

生時代前期末~中期初の社会構成を知る大きな手がか

リとなる。 (山崎純男)

〈文献)!と崎純男 「福岡市力ルメル修道院内遺跡調査報告Jr京

ノ隈遺跡』所収 1976
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片江辻遺跡泣構配置図

跡はその一部を残すにすぎないが、 1・2号住居跡、と の一般住宅よ リも広く、上屋構造の究明とともにその

ほぼ同様，方形ないし長方形をじていたものと考えら 生活空間についても問題となろう 。4軒の住居跡は、

れる。 第l号と第 2号、第 3号と第 4号が切り合い、重複関

こ机らの住居跡はいずれも大形で、第 2号住居跡は 係から第 l号が第 2号よリ、第 4号ーが第 3号よリ新し

特に大きく、その床面積は約45m2あリ、現代の 3DK く建てられていることが知られたが、各住居跡、より出
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土する須恵器や土師器などの逃物から考えられる時期

は、 6世紀後半代である。時間的にきわめて短い聞に

竪穴住居の建て替えが行なわれたことがわかる。

この住居跡と関連するものと，思われる講や概状遺構

なども含め発掘調査によって得られた知見は、九州地

49小笹遺跡(西区大字下長尾字隈)<47> 

1972年 1月に予備調査、同年 4-6月に第l次調査、

翌年 8-10月に第 2次調査を行う。遺跡は、鴻巣山か

ら西へのびる丘陵より南ヘ張リ出す尾根上にある。遺

構はC区の 3-b地点とその南の 3-c地点で検出さ

れた。

3 -b 地点(第 l次調査)は標高33-36mで、 北側

に石蓋土成墓 6、その南10mにl号土墳墓と祭把遺構

l、その南西にヒ.ツ卜 4、 2号土波状遺構があリ、他

に流れこんだ土器がまとまって出土するところカtある。

第4号石蓋土城墓て鉄鉱 1点が出土。去最E逃構では弥

宰時代後期前半の土器(査 2.器台 2.畿11)が出土

レた。いずれも日常雑器で、丹塗土器は 1点も含まれ

ていない。ヒ.ッ卜内からも同時期の土器細片が少量出

土。他の流れ込み状態で出土じた土器も弥生時代後期

前半て、これらとともに鉄銀、用途不明鉄器片各 lが

出土じている。他に土師器も少量出土じた。石蓋土成

墓は、出土じた鉄銀、まわリで出土じた土器、他の例

からみて、弥生時代後期前半とみられる。

との南の 3-c地点(篭2次調査)では溝2粂が発

見された。A携は北から南へのび(長さ 6m)、南端

て西へまがる(長さ3.5m)oI隔1.5-2 m、i奈さ50-80

cm。護霊はほぼ垂直である。溝を埋めつくすような状

態て弥生土器、石器、鉄器、ガラス小玉が出土レた。

L字形にまがる部分には焼土と灰が集中していた。B

溝はA溝の南1.2mより南へのび、長さ 4mを確認し

た。幅は上面が 1m、溝底で0.5m、断面U字形であ

る。弥生土器が出土した。

出土した弥生土器は牽、袋、高時、器台、鉢等て、

A議出土の査、裳1<.::lcI:大形品が多く、 B溝出土高時に

は丹がぬられていた。じ」まれも弥生時代後期前半であ
くほみいじ

る。他にA溝から石庖丁、 石錘、砥石、凹石、ガラス

小玉、鉄万子が出土じた。B溝は墓地に付随する遺構

とみられる。A溝の性格ははっきりじない。

方にあ、ける古墳時代の住居跡および集落とその社会に

ついての研究にとってきわめて重要であろう。(力武卓治)

〈文献〉笹岡市教育委員会 「片江辻遺跡」福岡市埋蔵文化財調

査報告書第4Q集 1977
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小笹遺跡 第4号石蓋土墳墓



〈文献〉麗盟市教1't委員会「小笹遺跡調査報告書J福岡市埋

蔵文化財開封報告書第39集 1973、同 「小笹遺跡第2次発掘調査報

告書」福岡市埋蔵文化財調査報告書第~4楽 1975

島宝台遺跡(西区大字上長尾)<46-47> 

1969年10月一12月に調査じた弥生時代・古墳時代・

平安時代の遺跡である。遺構は弥生時代中期の住居祉

お 竪穴遺構 1、住居状遺構 1、主主柁墓16、祭最E遺構

⑤ 土器流れ込み泣構 l、埋裂遺構2、その他ビット

ゑ数、 車よび平安時代焼壁竪穴 7。出土造物は弥生土

器、須恵器、土師器、石庖了、磨製石斧、石製紡錘車、

砥石、打製石銀、磨製石剣、石鎌等。

本遺跡は油山山塊から北方の博多湾に向かつてのび

る低い丘陵群の一つに立地する。この丘陵群は樋井川

水系の各支流や支谷によって開析されており、特に遺

跡のある上長尾丘陵のほぼ中央部の周囲には、この地

域とレては比較的広い耕地が得られる。この地域の 3

つの尾根上に盟主時代中期の遺跡が存在する(それぞ

れ旦 C.D地雌区とはよμJ:)}¥芯ぷ札3予{

褒棺墓地、 (~包主些吾に |は肘まれ5 (い+1け)軒の住居祉と 1軒の

竪穴逃構、 @漣区には土粁の住居祉力がt存在した。この

うち史期中葉のほぼ同時期の住居祉はB地区て 5軒、

β地区で¥.4 (+ 1 )軒を確認レた。 D地区は 2軒であ

るが完掘し工あ、らず、 B.C地区と同様 5軒内外と推

定される。、仕た墓地lまB地区にのみ存在しているが、

これはB地区にまず生活が始まり、その後C.D地区

へと集落を拡大レたが、墓地そのものは全集落の共同

墓地化されたと推定される!。

宝台泣跡の調査の成果と しては、⑪ 弥生時代中期の

住居の集合形態を明らかにじた点、②弥生時代の集落

構造を一層鮮明にした点、③集落と墓地の関係、を明ら

かにレた点などの他に、 C地区 5号住居祉のように中

期中葉の円形住居祉とレて典型的なものの確認、墓地

内における祭把跡の確認、資料がやや少ないとはいえ、

弘期中葉~後葉の与器編年に好資料を提供したことな

どがあげられる。このように宝台遺跡は、弥生時代中

期中葉前後の農耕集落とレて代表的な遺跡てあったと

いえる。なお遺跡は団地造成のため消滅した。(沢皇臣)

〈文献〉高倉i芋彰編「宝台遺跡 福岡市上長尾所在弥生時代

集落遺跡J 日本住宅公団 1970 

-119-

宝台遺跡

51丸尾台遺跡(西区大字堤字原の前 <48>

j由山北麓から北ヘ技状にのびる標高約30mの低丘陵

中央部西端に位置する。この丘陵東側には、約300mヘ

だてて宝台遺跡がある。本遺跡、は採土工事とその後の

土砂崩れのため、理主主韮ずしτ壊滅した。遺跡は弥

生時代の墓地で、謹t宣の破片と ζれに副葬されていた

らじい鏡片 3・鉱土工よおよびこの墾韮包推定出土位
そかんとうのたち

置C北方約10mで茎夢頭大万 1が採集された(念旦蓋

世に聖そ豆れていたという)。裂棺は註隼監代中期終末

のものとみられる。儲のひとつは亘笠5cm、白銅質漆

黒色て、銘文は 「光天下大明」の 5字が残リ、 「見日之

光天下大明」の銘をもっ内行花文日光鏡である。第2
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の鏡片は細片となっているが、推定径 5cmて、上の日 陸からの伝来品とみられる。他例からみて弥生時代後

光鏡と同様のものとみられる。第3の鏡もごくわずか 期前半~中頃のものであろう。

しか残っていないが、前 2者と同様の日光鏡であろう。 <文献〉中原志外顕 ・石九号、・下{保信行「丸尾台遺跡報告」

鉄小万は柄部が失われ、 3片に折れている。幅2.4cmo 宝台遺跡』付録 1970

素環頭大刀は全長44.5cm、環頭外径5.2X4.3cmで、大

52笹栗遺跡(西区大字堤字笹粟 <48>

1969年 9月一10月に調査した。丘陵裾斜面(谷間)

にある遺跡て、進j魁*良時代製鉄祉2基だけだが、

担率土器、弥生土器、土師器、須恵器、打製石鍬鉱、弓

口、鉄i宰が出土した。

本遺跡は出土土器からみれば、縄文時代晩期から開

通されるが、その時期の遺構は確認てきす'、弥生時代

の遺構もみつからなかった。確認された造構は奈良時

代に属する製鉄社 2基である。第2号炉祉は炉本体は

残ってあ、らず、灰原のみであった。第 l号祉はすさ入

リ粘土と粘土を用いて作られた基底部が残っていた。

⑨ 前鉄路線内遺跡調査 <49-51 > 

I 調査に至るまで

最近市内の交通の渋滞が一層はなはだじくなったた

め、地下鉄の建設が計画された。計画当時、路線内の

埋蔵文化財の調査が問題となった。路線内遺跡の重要

度を討議する必要があリながら、当初の段階ではなさ

れなかった。次に、調査者の確保が問題となる。財政

緊迫化の折、職員定数増は困難であった。この重要な

二点について、高速鉄道建設当局と教育委員会との聞

で十分協議されないまま地下鉄建設は見切り発車され

た。そのため現状保存にせよ、記録保存にせよ 「周知

の追跡」が「不時発見」として処理され、地下鉄建設

計画が意に反して大幅な変更をせまられるということ

になる。この過ちを、開発にたずさわる人も文化財行

政を行う人も、市民の利益を守る立場から、充分反省

することは将来の行政にとって無意味ではない。

開発と文化財両者の協議がなされる事なく発進した

事)必 見で、当然のことながらつまずくことになる。

ここで、埋蔵文化財担当職員の定員増がなされ、よう

やく調査体制がどうにかととのい、建設工事に遅れを

取りながら、文化財の調査も「うさぎとかめのかけっ

た

ζ.1Lは焚き口を北側にもつ、長さ70cm・幅10cm内外の

不整な長方形のffi~止と、その焚き口西側の径約40cmの

円形炉祉からなる。ιnらの炉祉は、その形態や木炭

の残存量などから大鍛治と推定される。この第 1・2

号炉祉は出土する土器などから奈良時代のものと考え

られ、鉄生産における重要な考古学的資料を提供した。

なお遺跡は小学校建設のため消滅レた。 (沢皇臣)

〈文献〉福岡市教育委員会「福岡市笹栗古代製鉄遺跡発掘調査

報告J 福岡市土地開発公社 1969、... 

こ」よろしく走リ出レた。

路線内の遺跡は過去のデーターから、西から西区役

砥車二帯の豊崎遺跡、修猷館高校前一帯の胃新町遺跡、

福岡舞鶴城の内堀外壁石塁(石垣)、薬院新川に続く福

盟と博多を分けた石垣(里庄宣ij)、平安時代に盛行した

午己主れる袖ノ湊(貿易港)・ 丞ふ百堂・聖福寺等に関

隼亙る賦園町追跡(I且大丸デパートから博多駅一帯)、

昨崎豆副泣跡、西鉄貝塚駅附近の民意防塁等々がある。

調査はこの内10パーセント程度を消化したに過ぎない

(1977年 5月現在)。途中経過を以下にのベる。

2 遺跡調査の途中経過

a~埼遺跡J (西区西区役所前}

1)過去のデーター よ旦2年に川庄喜彦氏宅地内て古

墳時代初期の箱五五棺楚足。副葬品は鉄製素璃員太刀・
古ん力、く，3;ちリゅうこきょう

三角縁竜虎銭。迎19年に対上研究所敷地内で弥生時代
ほう力、くうずもんきょう

直盟の喪中宮墓数基と古墳時代初期のJ格j品文鏡を副葬

弘主賞式石棺墓宣発見。屈指初年には現在の歩道橋付

近から弥生時代の幾棺墓群を発見。

2)調査経過道路拡幅、埋設物移設、地下鉄工事用

中間鋼杭構築等に先行じて調査。調査対象面積4000m2

の内約 400m2の調査で、過去のデーターを裏づけるよ
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うに弥生時代の共同墓地がみつかった。主連棺墓30基、

石棺墓2基。

b西新町遺跡(西区西新、修猷館高校前)

1)過去のデータ一 戦前には修猷館高校グランド付

近から弥生時代の褒棺墓が出土。この地で出土じた弥

生時代終末の土器は「西新町式土器」とよばれ、広く学

界で知られている。1973年にマンション建設工事中、

弥生時代の饗棺墓を発見。

2)調査経過 地下鉄工事前の路面電車軌道敷撤去に

あわせて調査。弥生時代中期の裳棺墓13(ひとつは間

後期、ひとつに南方産ゴホウラ製貝輪 2個、ひとつに

ガラス製小玉を副葬)と弥生時代後期終末期から古墳

時代にかけての住居祉.30軒を発見。対象面積6000m'の

内2000m'を調査終了。

2福岡城内i豪外壁石塁一石垣(中央区荒戸・大手門・

平和台・赤坂)
こうろ

1)過去のデーター 奈良・平安時代には大宰府鴻臆
かん

館が現城内(平和台球場付近)にあリ、大陸からの賓

客をもてなじたという 。これを裏づけるよう に、大量

の瓦や大陸系の陶磁器が発見されている。互葉にうた

わnた [荒津崎」がどこなのか興味をひく 。

霊長6年 斗魁1)なら黒田如水、 長政父子によリ福

岡舞鶴城が築かれる。現 「福岡」の地名はここからあ、

こる。匂内の石垣は平尾 ・高官の古境の石を使用じ、

おj掌の石は西ノ j甫の唐j白よリ運んだという。選Vi奈さ

は外壁部で水面より l問、中央部て 3聞と伝える。福

岡城に外濠は存在じない。恐らく博多湾がそれにかわ

るものであったろう。

立10年に福博電鉄開通のため内濠を埋める。

)調査経過 1976年4月、荒戸地区の地下鉄工事が

はじまり、 ι且に同濠外壁石塁にぶつかる。本格的調

査は同年12月、高鉄局の要請に応じて始める。ー荒戸か

ら赤坂まで全線にわたって石垣が確認された。

差互主れた石垣のうち保存状態の良好なのは、下の

橋入リ口、福岡家庭裁判所前、サントリー福岡支底前、

赤坂門バス停前等である。石垣は路線ÛJ芦ジグザグに

進む。 90度の角をなす部分が保存状態が良く、石垣築

造の基準点として入念に築かれたのであろう。 ムC角

々が石垣築造工事の工区を示じているかもしれず、重

要である。現在、石垣の裏込め調査・岩石鑑定用の岩
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至宝主琵集 ・石j亘壁の側面図作成を行っている。品単

箆J己直接関係はないが、平和台から赤坂門にかけての

石垣の裏込めから古代瓦・中国製青磁・須恵器・土師

器等々が検出されている。

内i表外壁石塁(石垣)の保存については、現在 (1977

年 6月)、高速鉄道局と教育委員会とで、現状保存・移

築保存等協議中である。保存することは 「城として、

i豪を除けば歴史的戦略上の意味をなさない」ことから

も明らかである。市民の憩いの場である福岡城舞鶴公

圏全体の中で地下鉄路線内の石垣をみるならば、1要着

じている石垣保存論争に活路が開けると考えるのだが

(その後、一部分の現状保存が決まった。)

(dl氏園町逃跡(宇多区祇園町)

1)過去のデ タ 平安時代にはこの地に、当時の
そで みヰと

貿易港 「袖の湊J(是鹿町付近)に渡来じた宋商人が住

金工いたと言われる(宋人百堂L 算倉時代の建久 6

年 十1195年)に宋人百堂の跡地に栄西禅師が聖福寺を

建立。江戸時代から近年まで、この地で多くの大陸系

青磁、銀製品、漆器等が発見されている。特に聖福寺

境内出土の中国越外|窯系磁器、水注は有名。弥生時代

の逃物や主主棺蓋も当地から博多駅にかけて発見されて

い会。

。調査経過 1977年3月に試掘。注目されていた通

リの結果を得る。最下層に弥生時代から古墳時代にか

けての石棺墓、中層に平安から鎌倉時代にかけての中

国青磁、上層に近世磁器が見られる。今後の本調査で

博多の歴史を語るに芯、さわじい姿をあらわすであろう。

ω控王鉄遺跡調査の意義と問題点

弥生時代以後の考古学的調査研究はこれまで、農耕

を主にじた人々の生活の跡をたどることに重点がおか

れていたA海洋で生活した人々の生活はさほど重視さ

れていなかったきらいがあり、彼等の生活が諮られる

にレても、海外交渉を意味する珍品を通じてでしかな

い。こうじた点から、h回の調査の重点を鰍民の生

活の把握に置きたい。

型式が時代を決定し、地域文化の領域を想定させる。

土器型式の消長を知ることは考古学研究の基礎作業で

μ 特 の作業がかかえている重要な問題の一つに弥

生土器から古墳時代の土師器へのうつりかわりがあ剥
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E墨田T遺跡では、電恩ミF野の弥生土器から生まれたと

は思えない畿内・瀬戸内系の土師器があまりにも多い。

海を越えて直接運ばれて来たのか、形だけをまねてこ

の地で作られたものなのか。この問題を解決する意義

は大きく、 ~和政権の福岡地方に対する支配存響の

過程を探る上でも重要である。幸い西新町追跡は砂丘

上にあって保存状態がよく、問題解決の一級の資料を

提供するであろうト

主主』幸代以来、連会博多は海外交渉の長い歴史をも

斗ている。宅注lこよってもたらされた大陸の文物が、

見P、どのような人々に、いかにじ

てもたらされたのか、興味はっきな

い。この問題を解明する上て、地下

鉄路線内追跡群を忘れることはでき

ない。直f\:I=þ OO~の銅銭を出す藤崎

遺跡や、中国商人の居留地宋人百堂

の存在を予想、レうる祇園田T遺跡はこ

の問題に答えるであろづ。

古代博多の砂丘上に、文化の伝導

者海洋民の生活が限っている。この

砂丘を地下鉄は掘リ進む。現代人の

騒々しさに彼らが心地良い眠リから

さめ、われわれに海の歴史を雄弁に

語リかけることを期待する。

(折尾学、浜石哲也、池崎謙二、山崎飽男)

54大牟田古墳群

(南区也皐之本.!田 <48>

1969年10月一1970年 5月に調査。

遺跡は池山から派生する低丘陵尾

根と鞍部と谷斜面にある。発掘調

査で縄玄虫色D.:.包含層、古墳時代

の円墳43と製鉄枇 lをt食品じた。

出土レた造物l芸縄文時代の土器・
けつじよう

挟状耳飾などと、古墳時代の須恵

器 ・土師器 ・馬具・万食IJ'鉄鉱お

よび装身具の金環・銀環・玉類・

銅釧などである。

r考古学雑誌J 9-3 

1919、永倉松男 ・鏡山猛 「筑前藤崎に於ける弥生式遺跡考古

学』第2巻 1931、森本六爾「筑前藤崎遺跡の弥生式土器考

古学』第 2巻 1931、銃山盆・永倉松男「筑前福岡市発見の夜中宮J

r考古学」第2巻 1931、橋一日達也「福岡市犬飼(博多駅地下)

出土の土器宮の前遺跡」 福岡市埋蔵文化財調査報告書筏13

集所収 1971、岡崎敬「福岡市(博多)聖福寺発見の遺物につい

て九:トH文化史研究所紀要13J 1968 
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大牟田古墳群 第9号墳石室
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調査の結果、油山丘陵における

群集墳のほぽー支群の全貌を明ら

かにしえた。追土辺須恵器は、 lII

し式から V型式におよび、 N型

式が最も多い。したがって、大牟

田古墳群の形成は9世紀後半よリ

始まリ 8世紀まて継続したとみら

れる。また、出土迫物の分析によ

鼻 期古墳の石室の編年が可能に

なろう 。

石室は大部分が托岡岩使用の横

穴式石室てあ リ、 泥面形よリ④両

袖⑥片袖⑥無袖に分類出来る。ま

た複式墳 (1基）、竪穴状の小石

室などもみられ、福岡平野の後期，

古墳期における石室のバリエーシ什

ョンを明らかにしえた。古攘立ま

とまリをみると、 全揖群を構成す

る小さな単位として 2~5基の古

墳が立地条件を同じくし、墓道を

共有するら しいことが考えられる。

なお、 7号墳（須恵器N型式出土）

の盛土下からは、タタラ炉が検出

され、製鉄迫構について確実な年

代を与えた。 （島津義昭）

く文献）福岡市教育委員会「大牟田

15 • 43号墳発掘調査報告」福岡市埋蔵文

化財調査報告苔策 百` 1971 

大牟田古墳群

(42号墳は調査区外未調

§)老司古墳（南区老司字大谷） ＜52~53〉

1965年8月～69年 8月に 2回の予備調査と 3次にわ

たる発掘調査が断続的に行なわれた。この古墳は那珂

川中流左岸の花岡岩丘陵につくられた前方後円墳て、

!:--こから那珂川に沿って安徳方面につらなる前方後円

墳群の最先端に位置する。悪」よ、須玖にか旦二那珂川

によってつくられた沖積地帯がひらけている。西北200
ー さんかくぷちさんしんさんじゅうきょう うないしやく

mには、三角縁三神三獣鏡を出した卯内尺古墳（円墳、

5OM 

ねんどかく

粘土構）があリ、本古墳の 1世代前の人の墓と考えら
一

れ、罷却 ii沿岸古墳群の中心地帯の 1つになっている。

老司古墳は南北に主軸をもオ全長約90mの前方後円

墳て、凪方部は後円部よリ約 2mひくい。後円部には
はにわ

円周にそって埴輪がならんている。その多くは壺形埴

輪て、東西・南北の主軸と交わるところには円筒埴輪
ふきいし

がおかれている。葺石もある。後円部に 3甚（ 1• 2 • 
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たて奇怠しきせきしつ

3号)、前方部に l基(4号)計 4基の竪穴式石室があ

主。主体は最大の 3号石室で、車土旦lこは上 .y降用

P石棚があり、ここには前方部からつづく掘害IJの墓道

が続記 ていた。ζ血墓道は他の 3基の石室にも小なリ

といえどもつくられ、閉塞も斜めに石を置くだけで、

追葬が可能で、 2・4号石室では複数の逃体が確認さ

れた。
はく古いほうかくきく

造物は 1号石室で舶載方格規矩鏡、土師器器台、農
ぼうせい 吉A舟くいた

語法具、装身具、 2号石室で側変形鏡、三角板

革綴短甲、武器、 3号石室万国氏作三角縁神獣鏡はじ

め 7面の鏡、土師器盤、m:甲、 金1菜、良工具、武具、

盟、 ¥4時 石室で土師器器台、農工具が出土した。この

ような内部主体の構造と副葬の三角縁神獣鏡、短甲な

どから、$ 古墳は 5世紀初頭から中ぱにかけてのもの

と考えられる。

進撞旦上では租期横穴式石室の畦業主時期をつかむ

ことができ、処 方史的には 5世紀州自の首長の墳墓一 一ーをおさえることが可能となった。三角縁神獣銭は、滋
どうはん

賀県富波山古墳と同mであること力相j明じた。(下僚信行)

〈文献〉九州大学考古学研究室編「老司古墳調査慨報」干福岡市

埋蔵文化財調査報告書特進 1969

56弥永原遺跡(南区大字警弥郷字原 <54>

1965年 3月(第 1次)と1966年12月-1967年 1月(第

2次)に調査。標高24mの台地上にあリ、谷をはさん

だ裏側には臼佐原遺跡がある。第 2次調査の占、包区に

は、東西にのびる幅2.5m.深さ1.95mの断面V字形の

溝があリ、長さ50mを確認した。溝内下部には弥生時

代中期の土器片が、上部には後期の土器と土師器片が

混在している。B:t也区には幅 3m、長さ82mの議があ

る。断面|まU字形で、深さ50-130cm。南端は垂直の

壁をなして終っている。遺産主三1<:は弥生時代後期の

土器が埋没しておリ、~~位でガラス製勾玉の鋳型 l
点が弥生時代後期土器とともに出土した。この南数m

のところでは、 1959年 1月に同様の却玉鋳型 l点が出
← ー司F 寸

土している。議の東側には竪穴住居祉 7軒があった。

之与をとっはiU!8.8~の巴*~竪穴て、 也以え盟耳があ

り、柱穴も残っていた。弥生時代中期後半である。他

、、ー./

老司古墳実浪IJ図(号数字は石室番号)

の6軒は方形と長方形て、弥生時代後期のものである。

l 次調査の 1-:'%住居祉は3.7X4.5mの是主形で、西北

側の三辺には壁下に小溝がまわる。t(欠調査の 2号住

居祉は 7X5.5mで囚盟ζζ段高い部分(ベッド状泣構)

1t2.る。この住居祉からは内行花文幼製小形鏡 l面が

邑土じた。i号と6号住居祉にもヘ・ツド状遺構がある。

他に円形住居祉の東北側に土墳2基があり、底に赤色

顔料が認められた。また奈良・平安時代とみられる柱

穴もある。上記以外の出土造物には石斧、砥石、石庖

丁、石銀、土製紡錘車、鉄製品、石鍋片、黒曜石々片、

弥生土器、土師器、須恵器等がある。

〈文献〉福岡県教育委員会「弥永原遺跡調査概報」福岡県文化

財調査報告第ミ2集 1965、三野章編 rti'l岡市弥永原泣跡調査概要」

福岡市住宅供給公社・福岡市教育委員会 1967
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57山陽新幹線路線内遺跡 <54-58> 

1969年12月に山陽新幹線の路線が決定された。この

ため福岡県教育委員会は、 1970年度に路線内埋蔵文化

財の分布調査を実施し、その結果にもとづき国鉄当局

と協議を行ない、新幹線路線内埋蔵文化財の緊急発掘

調査を実施することになった。福岡市域分については

福岡市教育委員会が担当レ、1971年度よリ 3力年にわ μ

たって発掘調査が実施された。

a弥永地区(南区弥永町 1丁目 -A地点、 4丁目-

B地点、 5丁目一 C地点)

1972年3月-7月に発掘調査した。遺跡は那珂川上

流の東岸近くの沖積地にある。A地点あ、よびB地点は

弥生時代造物包含層を主とする遺跡であるが、 B地点

からは弥生時代中期前半のピットや溝状の遺構が検出

された。両地点ともに砂層中に多量の造物を包含し、

弥生時代前期後半~中期中頃までの土器、石器が漸移

的な量的変化を見せて認められた。しかし、住居跡な

どの遺構は検出されず、 二次的な造物の堆積を示すも

のである。

b五十川地区(南区大字五十川高木 1丁目 -B地点、

同 2丁目 -A地点)

1971年 9月一1972年2月に発掘した。B地点は那珂

川中流右岸の東方 180mの沖積地にある。耕作土あ、よ

び埋土の下は砂層となり 、その中に弥生土器、須恵器、

石器などが混在じ、那珂川の氾澄原であることを示レ

ていた。A地点|まB地点南方 200mの低位河岸段丘上

にあり、那珂川のすぐ東側である。検出された遺構は

住居跡 3軒、井戸 l基、議7条をはじめ大小のヒ.ット

群があリ、造物は須恵器、土師器、瓦器、黒色土器、

瓦質土器、古五、宋・元代の中国製陶磁器、宋銭、常

滑焼などの国産陶器、石鍋などの滑石製品が豊富多量

に出土じ、遺跡が古代末~中世の集落遺跡の一部であ

ることが判明した。

c)章屋地区(東区大字津屋)

次の多々良地区の調査と併行して1972年11月下旬か

ら翌73年 5月下旬まで発掘を実施し、 4力所の遺跡を

発掘した。津屋井田遺跡、ては、弥生時代終末期の土器

ー125-
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山陽新幹線路線内 五十川高木造跡A地点
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を伴う木製農耕具を検出した。津屋方才田遺跡では、

粂里地筈1]の方向に走る杭列を認め、出土土器によリ 7

世紀前後の年代が推定される。津屋楠田遺跡でも条里

制遺構と考えられる杭列が検出され、津屋道回遺跡で

は古代須恵川の氾濫原の範囲が推定された。津屋地区

の調査は、多々良平野における弥生時代終末以降の、

特に粂里制研究の上ではじめて考古学的な資料をあた

えることになった。

4.~，々良地区

津屋地区より多々良川上流地械にあたり、多々良川

西岸の低位段丘上の遺跡、(多々良込田遺跡)と、その

東方に隣接する多々良蔵ノ元遺跡および多々良古川遺

跡の 3jJ所を調査じた。多々良込田遺跡は、多々良川

をすぐ北側にひかえる段丘上に営まれ、弥生時代終末

期~古墳時代前期と、奈良時代末~平安時代初期の二

つの時期の遺構と遺物が検出された。前者は 6辛Fの竪

穴住居跡、とそれに伴う各種の古式土師器が出土レた。

その中に瀬戸内地方で製作されたと忠われる土器を混

じえていたことは注目される。後者は溝状遺構であリ、

条里の地割方位に一致する。特に第 4号溝は規模も大
リょく ゅう

きく、溝内からは須恵器、土師器、緑粕陶器、越外|窯
せん

青磁、ガラス器片、軒丸瓦、軒平五、文様樽などを豊

富に出土し、発掘区の近接地に寺院祉などの重要な建

物の存在が推定される。

多々良蔵ノ元遺跡、と多々良古川遺跡では、砂層中よ

リ古墳時代の須恵器、土師器が多量に出土じたが、多

々良川の氾濫原であリ、多々良込田遺跡をのせる自然

堤防上の遺跡よりの流入と考えられた。

これらの地区以外に、名子、箱崎捌豆の路線内埋蔵

文化財の調査を実施レ、名子地区では近世の陶磁器類

を検出レた。箱崎地区では確実な遺構は認められなか

った。 (塩屋勝利)

〈文献〉福岡市教育委員会「山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報

告J 福岡市埋蔵文化財調査報告書第32集 1975
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山陽新幹線路線内 多々良込田遺跡 (Jは住居社、 Mは溝)
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58福岡被跡 (中央区)

高等裁判所庁舎改築にともない、 1963年10月一11丹、 分に奈良時代の造物包含層がある。出土遺構は、黒田

1964年 4月の 2次にわたリ福岡県教育委員会、文化財 藩重臣屋敷に関連する石築の側溝や石列、礎石、柱穴

保護委員会(現文化庁)が調査した。その結果、築城 などてある。出土造物は、奈良時代、平安時代、江戸

前の旧地形は本丸と高等裁判所地域に丘があり、その 時代の瓦、中国陶磁器などである。奈良 ・平安時代の
こうろかん

聞は幅 200mの谷であったことが明らかになった。築 造物は袴櫨館に関係あろう。

城の時、この谷は本丸部分と高裁部分の丘の土て埋め く文献〉福岡県教育委員会「史跡福岡城跡発掘調査概報 J 1964 

られたとみられる。またパレ コ 卜から野球場の部

こ もむた

59菰牟因遺跡(博多区大字那珂字議牟田)

1974年10月に調査。遺跡の時代は弥生時代、古墳時

代、奈良時代、平安時代である。この遺跡は福岡平野

のほぼ中央を博多i湾に向って北流する那珂川と御笠川

にはさまれた低地の中央に位置する(標高約 7m)。

遺跡、のほぼ中央部に人頭大および拳大の円障者 ・角礁

による集石遺構が出土した。これは全長約 7.5m ・幅

2.7mの不整形な長楕円形をなす。時期については古

墳時代末から平安時代までの幅が考えられる。その性

格についてはいくつかの可能性を指摘できるが、資料

がきわめて断片的なため明確には判断じかねる。南側

から直径67cm・i奈さ55cmの小竪穴が 1個検出されたが、

時期 ・性格等を示す遺物は全くない。本遺跡出土の逃

60板付遺跡(博多区板付 2-5丁目) <59~64> 

板付遺跡、lま笹11笠川と諸岡川にはさまれた低丘陵と、

その東西に広がる沖積地待にまたがる弥生時代全般に

わたる集落逃跡である。すでに1867年(慶応 3年)に

銅矛 5本の出土が伝えられ(通津寺過去帳)、その後

1916年に小字国端において裂棺墓とそれにともなうと

考えられる細形銅剣 4本 ・細形銅矛各 3本が出土し、

中山平次郎博士によって紹介されている。

本格的な調査は戦後に行われた。中原志外顕氏の調

査活動を契機として、縄文時代から弥生時代への移行

のあリ方を追求するために、日本考古学協会弥生式土

器文化総合研究特別委員会の調査が1951-1954年に行

われた。その後、 1968-1969年には日本考古学協会農

業史部会、 1969年に福岡市教育委員会、 1970年に福岡

県教育委員会の調査等が行われた。1971年に至リ、丘

陵西側の沖積地に市営住宅が建設されることになリ、

福岡市教育委員会が調査を行った (1971-74年)。こ

物は、集石遺構から須恵器、土師器 (土師質土器)、
こしき

土鍋、甑、陶器、磁器、平瓦などが少量出土レ、他の

地点から弥生土器(中期後半~後期初頭) と若干の石

掠が出土レているのみで、全体的に造物は少なく断片

的である。

調査を実施レた地点は北および南側の微高地にはさ

まれた凹地にあたっているために、弥生時代あ、よび古

墳 ・奈良 ・平安時代の出土造物の大半は小破片て、し

かも磨滅を受けており、二次的な堆積と考えられる。

北と南の微高地に弥生時代の遺跡(散布地)がじられて

あ、リ、そこから流れ込んだものであろう。 (橘昌信)

の調査で弥生時代前期にさかのぼる生産遺構などが発

見された。 1973年、遺跡の保存整備のために板付遺跡

調査事務所が発足し、板付遺跡内と、周辺の調査を毎

年行っている。遺跡、の主要部分は1976年 6月に国の史

跡指定を受けた。

出土する遺構 ・遺物は先土器時代・縄文時代 ・弥生

時代 ・古墳時代 ・歴史時代の各時代のものである。各

地点 ・各調査ごとの出土遺構は次のとあ、りである。

〔板付丘陵上)(日本考古学協会弥生式土捺文化総合研

究特別委員会1951-54年、福岡市教育委員会1969年、

福岡県教育委員会1970年調査分)弥生時代:環溝、弦

状溝、竪穴貯蔵穴32、褒棺墓 1、井戸祉7、その他。

〔板f寸北小学校〕弥生時代:竪穴貯蔵穴 108、饗棺墓

63、木棺墓24、土域墓27。古墳時代:住居祉 1、竪穴

8、歴史時代:井戸枇 20 

(G-5 a地点 J 弥生時代:竪穴遺構7、襲棺墓43、木
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棺墓13、土域墓11、井戸祉 1。歴史i時代.竪穴 2、井

戸祉 l、木棺纂 (江戸時代) 3、褒棺墓(江戸時代)20

〔板付南台地〕弥生時代:竪穴貯蔵穴4、竪穴 2、木

棺墓 l、溝 l、古墳時代:竪穴 2、歴史時代:溝1

(G' H-5， H-5地点〕竪穴13、溝4、杭列、樋状泣構。

〔県道関係調査分〕弥生時代 :竪穴貯蔵穴16、竪穴 2、

住居祉 1、土嬢墓 1、井戸枇 l、古墳時代:土域2、

歴史時代:竪穴 1、井戸祉 2、土域2。

〔西側水団地区〕弥生時代 :杭列、矢板列、畦状逃構、

堰状逃構、構。

出土造物はおびただじい量である。時代ごとに列挙

する。

先土器時代 :石器。

縄文時代:縄文土器(押型文 ・無文尖底土器、前期

土器片)、石器。

弥生時代:弥生土器 (夜臼式を念む) 、朝鮮系無文

土器、石庖丁、石鎌、磨製石斧、扶入石斧、蔚平片刃

石斧、方柱状片刃石斧、環状石斧、磨製石銀、磨製石

剣、打製石銀、石槍、石匙、石錐、掻器、削器、李IJ片

石器、穿孔用石器、石鑑、土錘、紡錘車、銅矛鋳型

土製投弾、各種土製品、 管玉、 勾玉、 砥石、磨石、石

皿、フォーク状木器、 二又鍬、 三又鍬、鋤、石斧柄未

製品、田下駄状木製品、網枠、木製椀、槌、脚付容器、

杵、糸巻状木告号、銅銀、鉄斧、植物遺体・種子、炭化米。

古墳時代以降:土師器、須恵器、土玉、鹿角製万子

柄、瓦器、青磁、白磁、瓦、石鍋、その他。

板付遺跡は先土器時代のナイフ形石器、細石核等の

発見があるが、包含層は削平されていると思われる。

縄文時代は、西側水田下部から早期の尖底押型文土

器、尖底無文土器、前期の曽畑式土器、石器等が発見

されているが、遺構は確認されていない。

その後、縄文時代晩期終末から弥生時代初頭にかけ

て、人々がこの地に定着し始める。この当時の板付ム

ラの人々が、どこから来たどのような人々であったか

わからないが、 丘陵上に住居を営み、東西にひろがる

湿地帯で稲作農耕を行い始めたことはまちがいない。

弥生時代前期には、丘陵上に現在の通津寺を取り囲む

ように南北約 120m、東西約85mの卵形の溝が堀られ

ている。現在までに住居祉は発見されていないが、こ

の環構内に住居を営み、環構内外に貯蔵穴と思われる

竪穴遺構を配置じていた。水田地域には確実な水田祉

は発見されていないが、前期に属する層から、矢板列

や堰状泣構等が発見合れている。板付丘陵内てはすで

に前期前葉から、環i警の北方約 180mにあたる現板付

北小学校敷地内にも竪穴貯蔵穴がみられる。前期末に

は、竪穴貯蔵穴あ、よぴ土域墓、木棺墓、褒棺墓を中心

とする墓地は、板付南台地にまでひろがっている。こ

れらの墓地の内、田端逃跡のみ銅剣l・銅矛類を持ち、

他は何らの副葬品をも持たないことから、板付ムラに

おいては、すでに前期末よリ寵-位性をもっ集団と、そ

うでない集団の墓地の分化が認められる。

中期に至ると、丘陵上では環溝はほぼ埋没して痕跡

を残す程度となリ、住居も環溝内にこだわらずに営ま

れた。たとえば1976年の県道改良新設に伴う調査で、

環溝南西約50mの地点より、中期初頭の円形住居祉が

発見された。また竪穴貯蔵穴は中期初頭を下限とじて

ほとんど消滅してしまい、高床式貯蔵庫への移行が推

定されている。

墓地は前期末と同じ地域に存在するが、護棺墓、特

に小児棺が多く なリ、副葬品は特たない。このことか

ら、板付ムラ内ては前期末に優位にたった集団も、他

のムラ(たとえば須玖岡本など)に従属していったも

のとみられる。これらの墓地もほとんど中期後葉でと

だえてしまうが、丘陵西端際の客土層中には後期の褒

棺破片も混在してあ、リ、丘陵のどこかには後期の墓地

が存在レたことは確実であろう 。

西側水田部には、杭列や溝、堰状遺構等が存在し、ま

た西側台地際には木器等を多量に含む溝や、樋状追;構

などが発見されている。これらの遺構は、前期のそれ

よリもひろがりを持ち、ある意味での生産力拡大を意味

するものであろう。もっとも、この弥生時代に農耕の

みが生産の手段ではなかったことは、前期における環

溝内の貝塚の存在、 打製石鎌の出土、 中期の木製網枠

や、土鐙、 石錘の存在、 H-5地点の中期後葉の溝、

県道A4区の同時期の井戸祉の中から出土したイノシ

シの歯の存在などからもうなづける。

中期後葉には西側水田部に旧諸岡川と思われる河川

跡があリ、その岸辺から丹塗リ土器を含む多くの土器

が出土した。これらは流れて磨滅した痕跡はなく、完

形品の多いことから、 一種の祭ilIeに関係するものと思



国 匝-ー

~l 、ご¥ ロIl¥
18 

ロ 8.26 E二=コ 1 ロ

ロ ロ

宅 II建設

i石T

3 区 8."

"." 8..(..(. 

ロ II ロ

板付遺跡の遺構

環溝遺 跡 (西側) 環溝.弦状溝~貯蔵穴32.察結
基 1. 井戸 7

環海遺跡 (東北側) 方形住居祉 1. 竪穴 1. 井手ヨ
2. 溝.小貝塚 (環溝内)

環溝遺 跡 (南側貯蔵穴 2

第 I区(板付北小学校貯蔵穴108.護持基63.
木キ官事24.土靖墓27.住居右上 (古) 1. 竪穴(古)

8. 井戸 (歴 ) 2 
G-5a地点:竪穴 7.現キ官基43. 木枯基13. 土鳩

基11.井戸 1. 竪穴 (鹿) 1.井戸 (歴)

1. 木桔基 (歴) 3.褒持基 (歴) 2 
県道発掘I也・貯蔵穴16. 竪穴 2. 住居右上 1.土繍基

1. 井戸 1. 土塘 (古) 2. 竪穴 (墜) 1 
井戸 (歴) 2.土鳩 (歴) 2 

F-9 a地点・貯蔵穴 4.竪穴 2. 溝 (歴) 1 
D.E-g地点.木棺墓 1. 溝 1.竪穴 (古) 2 
G. H-5. H-5地点:竪穴13. 鴻 4.枕列.樋

状遺構

ロE二 コ Eコロ

ロ

ロ

市営住宅建設地 11 ---てジ~ーミ¥
〔第 2区) a 溝 ? (木器出土). b 矢板列. に r 、

c ・旧河川岸 (土器群.州のあと?) :;....;;;;;;:J 
d 畦状遺構

〔第 3区) e 堰状遺構. f 溝.杭初1 3 l 
(古)は古墳時代.(歴)は歴史時代.他は弥生時代 '¥ /L  ¥ l 

/ ¥ミ伝記』¥ {キ』 ノI

¥¥ / F-9a - 11----' 
調査地 日 (

も、-~

史跡指定地(1976年 6月21日)

100 ¥¥ 

板付遺跡、



板付逃跡と周辺調査地点

O板付遺跡(環溝)、 1板付追跡、(市営住宅建設にともなう調査1971-74)、 2諸問逃跡

(A地点:1973年調査、 B-D地点 :1974年調査、 E.F地点:1975年調査)、3H-12・

13地点、 4G-9・10地点(以上1972年調査)、5板付第2市営住宅建設地、 6H-8地点

7D-6・7地点、 8D-9・10地点、 9A.'B -13地点(以上1973年調査)、10F-9 a地点、

llD.E-9地点(以上1974年調査)、12G-5 a地点、 13F-8a地点、 14B-12地点

(以上1975年調査)、 15G-6a地点、 16G.H-5地点、 17H-5地点 (以上1976年調査)
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われる。これを河川もじくは水に対する祭犯と考える

と、丘陵上に存在する井戸祉と、そこから出土する遺

物も問題となる。弥生時代の井戸祉は現在まで9個発

見され、いずれも底近くて丹塗り磨研査や小形査が出

土する。これらの中には明らかに打欠かれたもの、穿

干しされたものがあり、井戸すなわち水に対する祭杷に

関係あると考えられる。この井戸祉のすべてが中期後

葉で、旧河川跡の祭杷と同時期である。またこの中期

後葉は丹塗り土器が多量に出土する時期でもある。丘

陵西際の客土層は丘陵上のどこからか持って来た土で

埋めたものであリ、この層中に丹塗リ土器が褒棺片と

ともに出土していることは、 同時期に褒棺に対する祭

杷もあったこ とを示じている。

丘陵上では後期の遺構は発見されていない。しかし

先述の銅矛 5本の出土、客土層中からの銅矛の鋳型の

出土などから、集落は存続していることが知られる。

水田部では、後期の畦状遺構がある。これは旧諸岡川

が埋没した後に作られたもので、杭列とその聞に敷か

れた草、ワラ類などから成る。この畦状遺構内からは

銅錦、木器などが発見されており、また杭列に使用さ

れていた杭の中には住居の柱を割って作られたものも

ある。

古墳時代の遺構は、板付北小学校の住居祉 l軒と、

台地と沖積層の境にある竪穴遺構、南側台地のD.E

-9地点ての同様な竪穴遺構、県道A4区の竪穴など

61諮問遺跡(博多区諸問) <65~66> 

1972-75年に 4回の調査が行われた。先土器時代か

ら縄文時代、弥生時代、古墳時代、歴史時代にわたる

遺跡である。遺跡は諸岡川左岸にある南北約 200m、

東西約 170m、標高23mの独立丘陵にある。

各時代の遺構と造物は以下のとおりである。先土器

時代の石器(ナイフ形石器、台形石器、削器、細石核、

石核、剥片等)は丘陵を構成する上官ローム層中に含

まれている。縄文時代の遺構はないが、丘陵上て押型

文土器片が採集され、また丘陵東南側の沖積層 (F区)

には夜臼式土器の包含層があリ、多くの夜臼式土器、

黒曜石製打製石器が出土じた。弥生時代の遺構は小竪

穴と墓である。小笠穴は20あリ、いずれも弥生時代前

期末とみられる。そのうち11では朝鮮系無文土器約50

ー 131-

にすぎない。また南側台地上には板付八幡古墳があリ

石室の一部が露出している。以下歴史時代に至るまで

若干ながら遺構も存在するが、まとまリをもたないた

めにここでは省略する。

以上、板f寸遺跡は弥生時代全般を中心とする生活、

生産両面を明らかにし得る遺跡であリ、特に稲作農耕

の始まりという点で弥生時代最古のムラの一つである。

なお、板付周辺遺跡調査とじて、 H-12・13地点、 G

-9・10地点(以上1972年)、板付第 2市営住宅建設

I也、H-8:l也点、 D-6・7:1'也，点、 D-9・10:1也，点、A. B-

13地点(以上1973年)を調査したが、遺構はなく、若

干の流れ込み造物が出土しただけである。またB-12a 

地点(1975年調査)には杭列、土器・流木群、溝があ

る。杭手IJ・1荒木群は弥生時代末~古墳時代、溝は7世

紀前後とみられる。西側の警察学校台地上と関連があ

ろうか。 (沢 皇臣)

〈文献〉森貞次郎・岡崎敬「福岡県板付遺跡日本股耕文

化の生成』所収 1961，福岡市教育委員会「福岡市板付遺跡調査

報告」福岡市埋蔵文化財調査報告書第8集 1970，同 「板付周辺

遺跡調査報告書J (2)、(3)、(4) 福岡市埋蔵文化財調査報告書第

31集 1975，第36集 1976，第招集 1977，I百Jr板付市営住宅建

設にともなう発繍調査報告J 福岡市埋蔵文化財調査報告書第35

集1976，同「板付 県道505号線新設改良に伴う発掘調査報告書」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第39集 1977

個体分が板付II式土器とともに出土した。弥生文化と

深い関係、にあった朝鮮無文土器文化の土器が大量に出

土じた意義は大きい。墓はA区と B区で、弥生時代中

期前葉~後期の褒棺墓61基(成人棺33基、小児棺28基)

と中~後期の土焼墓 3基が調査された。ゴホウラ製貝

輪がA区43号褒棺墓で I個、 B区2号褒棺墓て 8個出

土じた。弥生時代の墓は、現在忠魂社のある丘陵項部

から南側の広場(削平されている)にも存在するとみ

られ、かつて忠魂社建設の際にゴホウラ製貝輪 8個と

細形銅剣lJ1点が出土じている。丘陵上には 5基の円墳

がある。いずれも未調査で、 3号墳は完全に破壊され

ている。これらの古墳に立てられていたとみられる円

筒埴輪片がD区て数点出土した。古墳時代~歴史時代
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諸問遺跡

の遺構は小竪穴31と溝12がA.C・D.E区にある。

歴史時代の遺構は地下式横穴 7 (C ・D.E区と1972

年調査地)と柱穴である。これらの遺構では土師器、

瓦器、青磁、鉄器片、老司式瓦片等が出土レた。地下

式横穴は、最近類例が北部九州て増えつつあり、 12世

紀後半-13世紀のものとみられる。
(横山邦継)

〈文献〉福岡市教育委員会「板付周辺遺跡調査報告書J (1)、

(2)、(3)福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集 1974、第31集 1975，

第361長1976

諸岡遺跡第 3号地下式横穴
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62持田ヶ浦古墳群(博多区大字金隈字持田ヶj甫)

月限丘陵の西斜面にあり、 1970年 7月に 2基を調査

した。 l号墳は破壊が甚しい。直径15mの円墳と推定

される。横穴式石室は玄室長 2.8m・奥壁幅2.23mで

花開岩石材を用いている。須恵捺片、金環 1、留金具

1が玄室で出土した。 1号墳の北西30mにある 2号墳

は東西径18m・高さ 2mの円墳で、埋葬施設は2つあ

る。そのひとつは完全に破壊され、石材も持ち去られ

ている。もうひとつは竪穴式石室で、 3.5x 1.9mの土

域内に長さ170cm.幅50cm・高さ55cmの石室を扇平な花

簡岩、結品片岩、障壁の小口積で作る。石室と土域の聞

には小礁をつめ、天井には玄武岩、 花向岩、結品片岩

の板石をかぶせ、その上に約 1mの封土がある。側壁

〈文献〉福岡市教育委員会「持田ヶ浦古墳群 1・2号調査報

告J 福岡市埋蔵文化財調査報告書第16集 1971

63金隈遺跡(博多区大字金限字日焼) <67~68> 

個人宅造用進入道路建設時に褒特12基を発見し、 19

68年 4月に予備調査を行う。 1969年 5月-6月に第 1

次調査を実施し、褒棺墓 108基(前年度分も含める)，

土城墓16基、石棺墓 2基、支石墓?2基を発見。そこ

で、記録保存を前提にして進めて来た調査を現状保存

の資料を得る調査に転換し、 1970年 7月一 8月に第 2

次調査を実施じた。翌年 9月に国の史跡、に指定された。

遺跡、は、福岡市東南部の三郡山系よりのびる、四王

寺山塊山麓の月限丘陵(標高100-150m)の南面、標高

30mに位置する。本丘陵に並行して流れる御笠川をは

さんで、西方約 2kmlこ板付逃跡、南西約 3kmに須玖岡

本遺跡等がある。

本遺跡は弥生時代前期末から弥生時代後期前半にか

けて営なまれた共同墓地である。土器型式名でいえば、

金j毎式土器から桜馬場式土器にわたる。発見された遺

構は、褒棺墓 146基、土墳墓25基、石棺墓 2基、支石

義らしいもの 2基等である。史跡指定を受けた面積は

調査面積の約 5倍であり、発見逃構に倍する数が埋ま

っていると考えられる。各時期別の埋葬形態や数は、

未調査部分が広く、論じること尚早である。ただ、弥

生時代中期中葉の須玖式の時期が最盛であったろうこ
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持田ヶ j甫2号墳竪穴式石室

とは疑う余地がない。

褒棺以外の遺物は 103号変棺の成年男性にゴホウラ

製員給 2個と頁岩製磨製石銭 1個、 104号小児護棺に

ゴホウラ製貝輪 1個、 27号小児褒棺に大中小の牽形土

器 3個、 30号褒棺(熟年女'性)に緑色滑石製丸玉垂飾

品等の副葬品があづた。 103号の貝輪は古墳時代の鍬

形石の祖形と思われる形状をなし注意される。土器の
きん力、い じようこ し

編年は103号が金i毎式、 146号と27号が城ノ越式、 30号
くんてん

がi及田式に比定できょう。97号褒棺墓には人骨に密着

して謄製石鎌片 2個が発見されている。これは副葬品

と考えるよ り他の作用により人体にもたらされた物と

レた方がより自然であろうか。

金隈遺跡は保存状態がきわめてよく、弥生時代の形

状に近いこと、饗棺の編年を降立する資料となリ、人

骨の保存状態がよく各世代毎の社会構成の問題に接近

出来るなど多くの意義がある。また、縄文時代の風習
ばっし

として知られる抜歯が本遺跡で認められたことは縄文

時代から弥生時代への文化変動の内因を考える上て貴

重である (64・89・102号褒棺)。

北部九州の弥生時代は褒棺をもって語られ、それも
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豪華にしてきらびやかな副葬青銅器をもって知られて

いる。レかし、それはあくまでも全体的に見ればごく

一部の特殊な現象である。金隈遺跡、は褒棺の形状、高Ij

葬品の類からしてもごく 一般的な墓地である。珍品尊

重の世の風潮に抗して、本遺跡、が 「国の史跡、」に指定

された意味は大きい。史跡公園としての整備をもって

市民に公開される日の近からんことを願う。(折尾学)

〈文献〉福岡市教育委員会「金隈遺跡第 I次調査概報」福岡

市埋蔵文化財調査報告書第7集 1970，r金段遺跡第 2次調査概

報」福岡市埋蔵文化財調査報告書第17集 1971，橋口達也・折尾

学 「小児骨に伴ったゴホウラ製員給 福岡市金隈出土 146号褒

棺の調査一 九州考古学J 47 1973 

64宝満尾遺跡(博多区大字下月隈字宝満尾) <69~70> 

遺跡は月限丘陵西側斜面の、南北をせまい谷水田に

はさまれた丘陵項部および南斜面に位置する。発掘調

査は1972年 7月-11月に実施した。遺跡は 2地区に分

かれる。丘陵項部 (A地区)には半壊レた円墳 1基と

その墳丘下に袋状笠穴11基、石蓋土壌墓 1基があったι

その南東のB地区では弥生時代の褒棺墓 6基、石蓋土

墳墓 2基、石本官墓 1基、土墳墓13基、溝状遺構等から

なる弥生時代墓地を検出レた。

古墳は現状で径10m、高さ 1mの小墳丘をもってい

たが、調査の結果、すでに半壊していることが判明し

た。墳丘の復原径は20m前後と推定される。内部主体

は横穴式石室と考えられるが、すでに石材は抜きとら

れ、南側壁腰石の一部と床面を残すのみであった。床

面は全面に石が敷かれている。奥壁にそって害11石を立

て70cmX 215mの範囲の屍床を形成していた。副葬造

物は比較的当初の姿をよくとどめていた。屍床から直

万 1、不明鉄器 1、玉類(勾玉 1、丸玉 2、小玉41)

が出土し、屍床外に直万 l、鉄鎖10余本が出土した。

玉はひもに通した状態が明瞭であるが、首にかけたの

ではなく胸の付近に遣いた状態であった。ほかに墳丘

内から土師器 2個体、墳丘下より U字形鋤先 1点が出

土した。

墳丘下の石蓋土墳墓は、古墳の築造によって一部破

壊されているが元来は小墳丘を有していたとみられる。

小児用と考えられ、内部から、勾玉 2・管玉17の玉類

が出土した。墳丘の下や周辺で検出した袋状竪穴は 2

男性

女性

不明

計
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基を除いて方形をなし、うち 2基には踏み台状の出入

口の施設が認められ、 3基には柱穴があって元来は屋

根等の施設があったことがわかる。遺物はきわめて少

く、石室族1・スクレ バーl・土器片が出土レている。

B地区の裂棺墓群は、 l基の木蓋単棺を除き、合せ

口の裂棺で、すべて成入用である。これら中期後半の

褒棺墓を取り囲むように後期前半の墓地が形成されて

いる。これは大きく 2群に分けられる(1群13基、 2

群 3基)0 1群は石組遺構を中心lこ、小児墓 3基、成人

墓10基からなリ、それぞれに墓標的な配石・置石がみ

られる。 2群は 3基の成人墓よリなるが、元来は l群

とかわらない墓が存在したと考えられる。副葬造物は

4号土墳墓て前漢鏡(明光鏡) 1、l3号土墳墓桔外で

素環頭刀子 1、15号土域墓でガラス小玉 540{園、 6号

土墳墓付近て鉄斧 lが出土した。さらに周辺からは祭

むしろだ

65席回遺跡群(博多区席回) <71 > 

福岡市が計画した席回総合運動公園の建設にともな

い、 1975年よリ調査を行っている(現在も継続中)。

月限丘陵一帯には金限遺跡、宝i前尾遺跡、持田ヶj甫

古墳群などの遺跡があるが、皮肉なことに、西区にく

らべて大開発が少ないために遺跡の調査例が少なく、

学問的には未開拓な地域である。その一方では小規模

の開発によって未調査のまま破壊される遺跡の多い地

域でもある。席回総合運動公園建設予定地は約75万m'

の面積をもち、第二次大戦後、米軍の弾薬庫として長

い間接収されていたなどの理由から、月限丘陵の著し

い地形の変貌の中にあって、ほとんど旧状をとどめて

いる地域といえる。それゆえ、遺跡、の消滅とひきかえ

に、これまで空白であった御笠川東岸地域の考古学的

資料を豊富に提供し得るものと考えられる。

貝花尾遺跡 (1970年 8月-71年 2月に調査) は、南

北に伸びる月限丘陵から西方ヘ分岐した標高40-50m

幅約10m前後の丘陵の尾根上と斜面にある。丘陵北斜

面の標高20m前後のテラス状部分では全長約60m、幅

1 m前後の議が 1本検出された。標高50m前後の尾根

の中程では、墳丘の低い竪穴系横口式石室墳が検出さ

れた(貝花尾，1号墳)。石室は長さ約 2m・幅約 1m・

残存高約60mて、床には石がしかれている。石室内に

は須恵器および土師器の査形土器各 1、直刀 l、鉄製

前E用と考えられる土器が出土している。

宝i荷尾遺跡の各逃構の年代は、 A地区の袋状竪穴が

弥生時代前期、石蓋土墳墓が 4世紀、古墳が 6世紀前

半と考えられ、 B地区の弥生時代墓地は、弥生時代中

期後半~後期前半である。A地区の袋状竪穴群は、 l

つの最小単位を示すものと理解される。B地区の弥生

時代墓地は副葬品の多彩なこととともに、後期前半に

おける典型的な墓地のありかたを示じている。A地区

の古墳は群集墳形成以前とみられ、特に近くの持田ヶ

j甫古墳群との関係で注目される。B地区出土の前漢鏡
きょせつ

は楽j良古墳出土の 「居摂元年」銘の銭やi各陽西郊漢墓
古うもう

3031号墳出土鏡に酷似し、その製作年代が王葬の新(A.

D .8-25年)を前後する年代のものである。(山崎純男)

ぐ文献〉福岡市教育委員会「宝満尾遺跡」福岡市埋蔵文化財

調査報告書第26集 1974

U字形鋤先 1、鉄鎌23、毛抜き 1、万子 3が副葬され

ていた。

第2次調査では大谷遺跡を調査した(1976年10月~

1977年 1月)。遺跡、は、月限丘陵から西ヘ派生した標

高50-55mの丘陵尾根上、及び丘陵斜面あるいはこの

丘陵から南へのびる標高30-40mの台地上にある。こ

の台地の下方、標高10-20mの位置には上ノ浦池遺跡

があるが、これは大谷遺跡に連続するものと考えられ

る。なお谷ひとつ隔て花束方の屋根上には、かつて宝

満尾遺跡が存在していた。

丘陵斜面と台地上で弥生時代後期の住居祉 9-11、

土域 l、溝状遺構 1、尾根上では 2基の古墳を確認し

た。造物は、弥生時代後期末の住居祉に伴って青銅製

鋤先が出土した(これは西新町式土器に伴うものと考

えられるLその他、表土から馬具の一部と思われる鉄

製品が出土している。

大谷遺跡、の住居祉の時期は弥生時代後期前半から末

に至るものと考えられるが、谷を隔てた東の丘陵上の

宝満尾遺跡、では、弥生時代中期から古墳時代に至る墳

墓群が検出されてあ、リ、この内、土域墓の時期が弥生

時代後期前半であるところから、この大谷遺跡、の集落

祉との関連が問題となる。大谷遺跡、の立地をみると、

御笠川によって形成された平野部からはほど遠く、丘
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陵斜面のテラス状張り出じ部分や、標高30m前後の狭

長な丘陵上に位置する。しかも、住居祉内の造物の少な

い点など、弥生時代後期頃の生産形態あるいは政治的

背景を考えた場合、興味ある立地条件を示している。

66多々良遺跡(東区多々良字宗原) <76> 

福岡市流通センター建設に伴い、1971年 7月-9月

に調査じた。流通センター敷地内は標高 2.5-3 mの

水団地帯で、条里制地割が比較的よく残リ、地名にも

「六ノ坪」 等の条里制に関連するものが散見された。

さらに、同地は延元元年(1336年) 2月の足利尊氏と

菊池武敏との合戦の故地であり、古くは 『続筑前風土

記』等にも注意され、菊池方の戦死者を葬ったと伝え

られる小塚も現存していた。

調査の主眼は、条里制遺構の検出と小塚にあき、地理、

地質、花粉分析、文献等の検討もあわせて実施じた。

小塚の周辺に中世村落の遺構を検出し、また弥生~古

墳時代の遺物が散布する地域も存在じたが、明確な包

含層等は明らかにできなかった。

遺構として、粂皇制に伴うと考えられる溝があリ、

小塚ては小嗣の礎石とみられる石組みを検出したが、

その時期は地表に露出じていたレンガが積み礎石の前

身であったことが知られるだけで、条里制の溝と同様、

正確なことは明らかにできなかった。中世村落には溝

状遺構、円形竪穴、円形・方形の小竪穴、集石ビット
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(井沢洋一)

〈文献〉福岡市教育委員会「席回遺跡群第 l次発掘調査概報」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第44集 1977

を確認したが、その範囲はさらに広がリ 100m四方に

なろう。条皇制遺構、中世村落については期間、予算

等の制約て残念ながら完掘にいたらなかった。村落遺

構は、議(方形にめぐる)にかこまれた内部に各遺構

が存在し、講にはさまれた道路状のものも確認じた。

造物は主に中世村落遺構より出土したもので、土師

器、五器、瓦質土器、須恵器、土t向、青磁、白磁、製

鉄関連造物(フイゴ羽口、スラッグ)、土錘、木製品

(椀)、砥石、石摘、滑石製容器、鉄製品(釘・万子・

鋤先等)、瓦、馬歯、古銭があり、中ても青白磁の出

土は相当数にのぼる。

中世村落の年代は出土じた古銭(淳化元宝北宋990

年)よリさかのぼらず、出土した遺物から平安時代末

一鎌倉時代と考えられる。出土造物は各種多量で、当

時の生活実態をよく伝えている。製鉄関連造物は、当

地の地名である多々良と符合し、興味深い。

調査は充分な成果をあげることはできなかったが、

それまで明らかでなかった水田地帯の遺跡のあリかた

など、以後の調査の指針をえたことは現在に生かされ

土壌墓?、製鉄遺構、柱穴群がある。各遺構は同一時 ていよう。 (山崎純男)

期のものではなく少くとも二時期にまたがると考えら く文献〉福岡市教育委員会「多々 良遺跡J 福岡市埋蔵文化財

れる。発掘調査では東西25m、南北32mの範囲に遺構 調査報告書第20集 1972

67 li有国遺跡(東区蒲田字北熊) <72~74> 

蒲田遺跡は久原川と多々良川にはさまれた沖積平野

の中の低い舌状台地上にある。東西約 700m、南北約

300m、標高20-40mの丘陵の周辺には、北西にi湯ケj甫

古墳群、北に前方後方墳を含む部木八幡古墳群、東に

1帝国水ヶ元、 和田部木原遺跡、等がある。発掘調査は19

72年 4月一翌年 8月まで、台地上のA・B・D.E地

区と沖積地のF地区との 5jJ所で行った。

本遺跡、では先土器時代終末期、縄文時代早期末から

前期、弥生時代前期から中期、 古墳時代、近世にかけ

ての遺構・造物が多数出土レた。先土器時代終末期の

遺物は約 2，000点あり、その代表的なものはナイフ形

石器や細石刃などである。縄文時代の遺物もかなリ出

土じているが、土器は少なく、そのほとんどが石器であ

る。弥生時代になると台地は褒棺墓・土壌墓など死者

を埋葬する場所となる。出土したのは褒棺墓23基 ・土

墳墓26・埋葬にともなう祭リのあと(祭紀遺構)であ

り、筒形器台、朝鮮系有茎磨製石畿、丹塗りの査・高

杯・褒形土器などの造物が多数出土している。

古墳時代の遺構は、円墳 3基、住居祉7軒で、これ

らから須恵器・土師器などが多数出土した。その中に
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こしき

は曾互の完形品や手ずくね土器もみられる。これらの古

墳や住居祉は 5世紀末から 6世紀の頃のものとみられ

る。近世の遺構には、敷石・溝・集石遺構がある。こ

れらの遺構にともなって中国製陶磁器や宋銭(12世紀

はじめ頃の崇寧重宝)、朝鮮製の高腿天目の瓶が出土

じた。

このようにいろいろな時代の遺構・造物が検出され

た蒲田遺跡、の意義は次の 5点にまとめられる。CI;福岡

68蒲函水ヶ元遺跡(東区大字蒲田字水ヶ元) <75~76> 

多々良川に合流し博多湾に注ぐ久原川と宇美川には

さまれて低丘陵が多々良平野につき出している。遺跡

はこの丘陵の西端、平野に接するところにある。

予備調査を1975年11-12月に、本調査を1976年 1-

5月に実施した。調査には熊本大学、東京教育大学、

桐朋女子短期大学学生有志20数名が協力レた。この遺

跡は先土器時代(包含地)、縄文時代後期(貯蔵穴?

群)、弥生時代中期(集落の痕跡あリ、 Z集結を主体と

する共同墓地)、弥生時代後期~古墳時代前期(集落、

墓地 方・円形周溝墓、箱式石棺墓の痕跡あリ)の各時

代にわたる。

遺構は下記のとあ、リ

第 I地点:住居祉 5 (弥生時代中期 1、弥生時代後

期 1、古墳時代前期 2、奈良時代 1)、高床式倉庫(2

x 1間) 2棟。

第II地点:住居祉29(弥生時代後期~古墳時代前期)

環濠を伴う高床式倉庫 1、箱式石棺の痕跡 1 (但じ棺

材のみ)。

第III地点:方形周溝墓 1、円形周溝墓 1 (いずれも

弥生時代後期と思われる)。

第W地点:住居祉 5 (弥生時代後期一古墳時代 4、

カマドのつく奈良時代住居祉 1)、 2x 2聞の高床倉

69和田部木原遺跡(粕屋郡篠栗町和田部木原) <77> 

福岡市が計画した工業団地造成にともない、 1974年

10月-1975年 3月に調査。福岡市東郊、篠栗町の北西

部に所在する本遺跡は、九州縦貫自動車道7帝国インタ

ーチェンジの東 2kmの台地上にある。標高30m、水田

面との比高 5-8m、東西 400m・南北 100mの舌状

台地のほぼ中央部に、弥生時代中期および奈良時代の
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市にあ、いて数少ない先土器時代の包含層を 3力所で確

認じた。②縄文時代の多数の石銑等が出土し、縄文時

代の石器製作技術を把握できた。③弥生時代の同時期

の墓地が 2力所で検出された。④古墳と住居祉の関係

の把握。⑤多数の近世の中国・朝鮮製磁器の出土と敷

石遺構との関連性。 (二宮忠司)

〈文献〉福岡市教育委員会「蒲田遺跡、」福岡市埋蔵文化財調

査報告書第33集 1975

庫 1 (奈良時代一平安時代)、褒棺墓33基(弥生時代

中期)とそれにともなう祭紀遺構 l。

遺物は下記のとあ、り。

先土器時代:ナイフ形石器 1。

縄文時代:後期の南福寺式土器片数点。

弥生時代:中期褒棺と祭把遺将軍を形成する土器70数

占 。

弥生時代後期~古墳前期:住居祉と方・円形周溝墓

にともなう土器大量、小柱穴より検出の漢式鏡片 1、

住居祉にともなう青銅製鋤先 l。

奈良時代:土器片数十点。

福岡市の東部奥地、多々良平野に面した粕屋地方の

この低丘陵の原始・古代史上の問題に対じて、蒲田遺

跡や久山町，篠栗町にまたがる和田部木原遺跡、の調査

は、この一帯が学術上極めて高い価値をもつことをじ

めじた。本遺跡、の調査は、粕屋地方の原始・古代史を

語る上での重要な資料をさらに追加した。とりわけ、

本遺跡、の調査によって、和田部木原遺跡の奈良・平安

時代の大倉庫群が突知として出現したものでなく、弥

生時代からの稲作農耕の発達を前提にしていることが

明らかになったといってよい。 (折尾学)

各種の遺構が集中じている。

〔弥生時代〕台地中央部の東から南縁にかけて、弧状

に4棟の竪穴住穴±止が分布し、住居Jj上群から離れて、

台地中央部に13基の土墳が点在する。住居祉は方形 1

(1辺 3-4 m)、円形 3 (径 5-7 m)で、床面には

柱穴・炉祉がある。住居祉内からは中期末の弥生土器、
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石包丁、砥石、石剣などが出土じた。13基の土墳は大

小さまざまで形状も一定てない。そのうち、幅0.6m'

長さ 2mの長方形の 3基は土域墓と考えられる。いず

れも住居祉と同時期の弥生土器を出土する。じたがっ

て、 4棟の住居祉と土墳は、同一期に営なまれたムラ

の一端をしめすものであろう。

〔奈良時代〕台地中央部の東西 100m・南北70mの範

囲に、建物祉40棟と多数の土壌が集中する。建物祉は

地表に円または方形の穴を掘リ、その中に柱を建てる

掘立柱建物で、土問あるいは低い高床の構造が想定さ

れる。各建物の柱閑lま1.5-2.4mと短く、大規模なも

のではない。建物の規模別では、 5x 4間1， 5 x 3問1，

5x2問 2，4x2間 3，3X3間 3，3X2間 20，2x 2問10で，

そのうちに総柱の倉庫と思われる建物祉が、 3x 2聞

のものに 3棟、 2x 2間のものに 7棟含まれる。各建
けた

物の桁方向は、ほぽ南北および東西を向くものと、総

じて東にふれる一群に分れる。建物群の中央部には、

桁行 5問、 4聞の東西棟が、その両端には 3聞の南北

急 ご ど う

70名子道遺跡(東区大字土井字名子道)

棟が重複じている。さらにその東西には、総柱の倉庫

群が密集じており、各建物の規模と性格によって配置

の企画性がみとめられる。検出された40棟の建物は、

重複関係、と方位、さらに柱穴から出土した土器によっ

て大きく 4時期(I-N期)の建物群に区分できる。

創建期(第 I期)は 7世紀末-8世紀初頭に、最後の

建て替え(第W期)は8世紀後半に行なわれ、9世紀頃ま

で存続した。各期とも主要な建物、雑舎 ・倉庫など10

棟前後で構成される建物群である。

こうした奈良時代に属する建物群が、どのような性

格か他に比すべき資料はない。しかし、同時期の北部

九州ての農民層の村落が竪穴住居にとどまっている以

上、それとは異なった有力な階層の住居(館)と推定

じなければならない。

(柳沢一男)

〈文献〉 福岡市教育委員会文化課「和田部木原遺跡現地説

明会資料 1J 1975年 3月2日

1970年11月に調査。福岡市の東北方、江辻山の尾根 を知る上でも、重要な遺構である。 (三島格)

に立地する。

第 l号古墳は高さ約 1m、直径約16.5m (復原径)

の円墳で、内部主体は長さ1.1m・幅0.4mの小形竪穴

式石室。構築も簡単で 5簡の腰石の上にさらに同大の

石を積む。床には河原石を敷きその上に粘土を敷く 。

天井部は破壊されて明らかでないが、石室外側のひか

え積みが被覆していたのであろう。石材は緑色片岩。

第2号古墳は緑色片岩を使用した巨大な組合式箱式

石棺で長さ(内法) 1.83m・幅43cm・深さ40cmを測る。

棺葦は棺身にくらべさらに巨大重厚。棺床は板石を敷

く。外部施設とじて、相蓋上位に同石材の被覆と棺身

をめぐる環状列石をもっ。

出土遺物は第 1号で鉄剣・勾玉・管玉・小玉、第 2

号で高杯など。第1号の遺物は剣!と玉類の組合せで、

剣は鹿角製万装具を着装している点が注目される。 5

世紀のものである。第2号は、高く封土を盛る厚葬の

思想、でなく、墓墳を掘った土を再び被覆する程度て、

外部施設の棺上積石と環状列石に主点がある。伴出の

供献用土器から弥生末期ごろと考えられ、当代の墓制

〈文献〉田坂・ 弓場 ・藤田・ 三島「名子道遺跡ー福岡市大字

土井字名子道所在古式上貫墓の調査 」岡崎工業株式会社 1972

1開

名子道遺跡第 1号墓
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名子道遺跡第 2号墓

71天神森古墳(東区大字蒲田字天神) <77> 

猪狩川下流東岸の森江山が南にはり出す先端部にあ て独角の獣が配されている。盤龍鏡は上記の椿井大塚

る。この古墳の存在はまったく知られていなかった。 山古墳、赤塚古墳、大阪府黄金塚、福岡市藤崎などの

1970年 4月-8月に、ここに新道を通す工事が行われ、 ように、 三角縁神獣銭をともなって古式の古墳に出土

古墳主体部は未調査のまま破壊された。この工事中に する例が多い。

鏡 2面が出土した。その後この鏡は当資料館の蔵品と く文献〉下線信行「考古学・粕屋平野新発見の鋳型と鏡の

なった。 紹介をかねてーJ 福岡市立歴史資料館研究報告第 1集 1977

古墳の形状は鱈 6mの新道に切られ、また地形の変

更や雑木のため明らかでない。内部主体の位置・構造・
ねんどかく

形式も不明である。粘土棉や石棺とみられる棺材も出 72湯ヶ浦古墳群(東区)

土しなかったとのことで、木棺直葬の可能性も想定さ 城ノ越山南麓にある古墳群。市教委が外部に委託し

れる。鏡 2面には朱が付着し、同ーの棺内に納められ て1974年10月-11月に古墳4基を調査。詳細不明。

ていたと思われる。その他の造物は全くないが、工事

中のことで取り落したのであろう。
さんかくぷちてんあウUつげっさんしんさんじゅう

鏡のひとつは面径22.6cmの三角縁天王日月三神三獣

鏡である。この鏡の同箔銭(同ーの鋳型で作られた鏡)

は、京都府椿井大塚山古墳で 1面、大分県宇佐市赤塚

古墳で l面、福岡県苅田町石塚山古墳で 2面、筑紫野

市武蔵の原口古墳で 1商出土している。これらの古墳

はいずれも北部九州、|にあらわれた最古の畿内型古墳で

前方後円墳である。したがって天神森古墳も前方後円

形の可能性が強い。出土鏡からみて、古墳成立期の有

力古墳のひとつである。
ばんリゅう

他の鏡は面径 9.9cmの盤龍鏡である。銀座をまわっ

73和白遺跡(東区上和白、下和白) <78~79> 

1970年 4月-11月に調査された縄文時代~平安時代

の遺跡である。上和白と下和白の山麓部に包含層があ

リ、丘陵斜面に古墳がある。遺構は縄文時代の土域 1

(上和白)、古墳時代の円墳12(下和白 3、上和臼 9)、

住居祉 1、製鉄遺構 2、平安時代の土墳墓 2 (以上上

和白)などである。

出土造物には先土器時代の尖頭器 1 (下和白)、縄

文時代の削器・石鎌・石斧、弥生時代中期の土器・石

斧・石錘(下和白)などがある。

下和白の飛山 1-3号墳のうち、 3号墳はすでに壊
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滅しているが、 2号墳は竪穴式小石室をもつ（鉄鎌 1
20 • 

出土）。 1号墳は竪穴系横口式石室をもち、須恵器、

鉄剣 1、直刀 1、刀子 1、勾玉 ・丸玉 ・小玉、滑石製

模造品が出土し、 5世紀後半～ 6世紀初頭と推定され

る。
えん

上和白には高見 1~5号墳、猿の塚古墳、宮前 1~ 

3号墳があリ、いずれも横穴式石室をもつ、各古墳か

ら須恵器が出土し、土師器は高見 5号、猿の塚、宮前

1 ~3号墳て出土する。その他の追物は高見 1号墳てく□／ミマ
鉄鎌 ・馬具 ・刀子 ・金環 ・玉類、同 2号墳て直刀 ・刀． i●●● 9、,•9• 、‘、

奎；：言戸三菩；三宮；餃ご言；：二§；匿ニテ畜；`寺．］：：］］：：
と推定される。

古墳時代住居址はカマドをもつ方形竪穴住居て須恵

器と土師器が出土する。製鉄遺構は 2つあリ、るつぽ

ふいご羽ロ・鉄滓・須恵器・土師器が出土し、古墳時

z
/
¥

―
 

代末～奈良時代とみられる。中世の迫構には土壊墓が

あリ、 7号土壊墓ては同安窯青磁碗と土師皿 3•鉄刀

1が出土し、 10号土堀墓ては越州窯系白磁碗が出土し

た。他に龍泉窯系青磁碗が出土した。これらは平安時

代のものと考えられる。

JO • so. 

和白追跡 上和白地区地形図

/ 15< L-) 

5 10.m. 

下和白 飛山古墳群地形測麓図
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和白遺跡では竪穴式小石室や横口式石室をもっ古い

古墳が調査され、さらに製鉄遺構によって古代の製鉄

資料が得られた。中国磁器を副葬する土墳墓も重要で

74金印公園予定地

「漢委奴国王」と刻んだ金印が発見されたのは1784

年(天明4年)のことである。この年 2月23日、農夫

甚兵衛が田の講を修築中に大石の下から金印が出土じ

た。金印はのち藩主黒田家の所蔵となリ、現在東京国

立博物館に保管されている。これが、 r後漢書』東夷

伝lこ、後漢の光武帝が建武中元2年(西暦57年)に奉賀朝

貢じた倭奴国に与えたと記されている金印である。「奴

国」は現在の福岡平野にあった弥生時代の小国家であ

る。

金印の出土地は、中山平次郎博士により、現在 「金

印碑」の建っている付近(その東側ないし海側)と推

。
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(柳田純孝)

〈文献〉福岡市教育委員会「和白遺跡群発掘調査報告書」福

岡市埋蔵文化財調査報告書第18集 1971

定されている。ここに「金印公園」が設けられること

になリ、出土地周辺の調査として、 1973年 8月に「金

印碑」北側の斜面で発掘が行われた。ここではかつて

自然の沢た.ったとみられる溝が発見され、中から弥生

土器、須恵器、土師器、白磁等の破片が出土した。人

工の遺構は見出されていない。これとあわせ、志賀島

の考古学的な一般調査も行われた。

〈文献〉金印遺跡調査団 「志賀島一漢委奴国王金印と志賀島

の考古学的研究ーj 1975 
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調査

年度

昭和38

196ρ 

昭和39

1964 

昭和40

19650 

No. 

56 

緊 急調査 遺 跡 一覧

1963 (昭和38)年度から1976(昭和51)年度までに緊急調査された遺跡を年度ごとにま

とめたものです。 2年度以上にわたり調査された場合は、各年度ごと に遺跡名をあげます。

調査原因らんのうち、原因者名 は自治体、公社等、公的なもののみを記 します。調査者

らんの県教委、市教委は、それぞれ福岡県教育委員会文化謀、福岡市教育委員会文化諜の

略です。

調査後の処置らんでは、保存整備のための調査の場合と、 2年度以上にわたり調査され

た遺跡で最終年度でない場合にはーーを付じます。

報告書らんのO印は調査報告書カt、0印は調査概報が刊行されていることを、未は報告

書や概報が未刊行を示じます(報告書名 は遺跡、概要の各遺跡の項の末尾に記すL

遺 跡、
調 査原因

調査者 調査後の処置
報告書

備
(原因者) の有無

考

福岡城跡 高等裁判所庁舎改築
県教委

O 
1957 (昭和32)年8月29日

文化財保護委員会 国史跡指定

氏
県教委

弥永原遺跡 メ 保存対策 O 第 1次調査
九大考古学研究室

5す老司古墳
整地工事 県教委

予備調査
(福岡少年院) 九大考古学研究室

官Fα程5 

有田遺跡、 土地区画整理 市教委，九大考古学研究室 O 第 1次調査

老司古墳 保存整備 県教委，九大考古学研究室 第 I次調査

O 
1 .... 宅地造成 三野章、
~ 弥永原遺跡

(福岡市住宅供給公社) 添田正治
壊滅 O 第 2次調査

H13Z 
レ、 1931 (昭和6)年3月30日
2 元窓防塁 保存整備 市教委 O 国史跡指定

生の松原地区。12今宿古墳群 宅地造成 県教委 壊滅 。
ζ 脚、有田進跡 土地区画整理 市教委、九大考古学研究室 壊滅 。第 2次調査

O 6吉)老司古墳 保存整備 県教委、九大考古学研究室 第 2次調査

鼻 跡分布調査(西部地域) 市教委 福岡市駅叩跡地宮越 』
福岡市埋蔵文化財調査報告 1969 

196 

全1国93史塗1(跡昭並指和区定6)年3月ilO日

C \2~ 元冠防塁 保存整備 市教委 O 

O e 今山遺跡 樺 保存整備 市教委 保 存 。第 4遺跡

8 丸限山古墳 R 保存整備 市教委 。1928(昭和3)年2月7日

国史跡指定

O 品、J 老司古墳 保存整備 市教委，九大考古学研究室 保 存 O 第 3次調査

O 63 金隈遺跡、 宅地進入道路建設 市教委 予備調査

昭和44陣定跡分布調査(中部地域) 市教委
福岡市埋蔵文化財遺跡地名表第2集
福岡市埋蔵文化財調査報告書第9集 1970 

1969 
1931 (昭和6)年3月30日

O I) 元主主防塁 保存整備 市教委 O 国史跡指定
西新地区
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調査
No I、k'tit 跡

調 査原因
調査者

調査後 報告書
イ蔚 考

年度 (原因者) の処置 の有無

昭和44~民今宿松原遺跡 水道管埋設 市教委 壊滅 未 立会遺物採集

1969 
今宿バイパス建設

O G j大又遺跡、 県教委 壊 滅 。 1次調査
(日本道路公団)

e }高崎古墳群
今宿バイパス建設

県教委 壊滅 。 1次・ 2次調査O (日本道路公団)

む
。今宿バイパス建設

県教委 壊滅 。 E:t也点

O }宮の前遺跡 (日本道路公団)

。宅地造成 市教委 壊滅 。 A-D:lm点
岡弘

ii;易納遺跡
今宿バイパス建設

県教委 予備調査。e (日本道路公団)

3く疑七段古墳群 グラウンド造成 市教委 壊 滅 未 l次調査

O 写宝台遺跡
団地造成(宝台団地) 市教委

壊 滅 。
(日本住宅公団) 調査団。短戸、

笹栗遺跡
堤小学校用地造成

市教委 壊滅 。
(福岡市土地開発公社)

O ~ |共 牟田古墳群 宅地造成 市教委 壊滅 未

O 伊板付遺跡 墓地移転 市教委 保存 。

63 金隈遺跡 宅地進入道路建設 市教委 O 第 1次調査

昭和4遺跡分布調査(東部地域) 市教委 福福岡岡市市埋埋蔵蔵文文化化財財遺調跡査地報告名也表 。事1a2i1長5編31971 

1970 

b 
今宿バイパス建設。飯氏鏡原遺跡
(日本道路公団)

県教委 壊滅 O 

O ε 飯氏馬場遺跡
今宿バイパス建設

県教委 壊 滅 。
(日本道路公団

O ぜ活 八幡宮古墳
今宿バイパス建設

県教委 保 存 。
(日 本道路公団)

O 19 宮の前遺跡、 宅地造成 市教委 壊滅 。 F:t也点

't. 小松ケ丘古墳群 宅地造成 鈴木重治他 壊滅 未

e 今~ 金武古墳群 宅地造成 九大考古学研究室 壊 滅 。

O Z、d昔ノ 大谷古墳群 宅地造成 市教委 破壊予定 。 1次

ベメ
七隈古墳群 グランド造成 市教委 壊滅 未

O 54 大牟田古墳群 宅地造成 市教委 壊 滅 。 15・43号墳

G 60 板付遺跡 県道拡幅のための範囲確認 県教委 未 t'd-ニ i，.;

ο 62 持団ヶ浦古墳群 宅地造成 市教委 壊滅 。

O 3 )金隈遺跡、 保存のための確認調査 市教委
第 2次調査

保存 O 1972(昭和47)年 5月17日

国史跡指定

O 匂 名子道遺跡 宅地造成 市教委 壊 滅 。

G 3 和白遺跡
宅地造成

市教委
一部保存(古壊

。
(福岡市住宅供給公社) 3基)他は破壊
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調査
No 1‘品..' Jil1f、

調 査原因
調査者

調査後 報告書
1fr1i 考

年度 (原因者) の処置 の有無

Ht!。17 大又遺跡
今宿バイパス建設

県教委 壊 滅 。第 2次調査
(日本道路公団)

。h J 高崎古墳群
今宿バイパス建設

県教委 壊 滅 。第 3次調査
(日本道路公団)

O( 20 湯納遺跡、
今宿パイノfス建設

県教委
1973年 6月まで

(日本道路公団) 継続

o 23 h下11J門遺跡
市営住宅建設(下山門団地)

市教委
1972年 6月まで

易・' (福岡市建築局) 継 続

ο 23 姪浜新聞T遺跡 底舗建設基礎工事 市教委 壊滅 。工事立会い造物採集

C 39 影塚第 1号墳 宅地造成 市教委 壕滅 。
O @ 大谷古墳群 宅地造成 市教委 壊 滅 未 第 2次調査

C G 倉i秒、戸古墳群 宅地造成 倉瀬戸遺跡調査団 壊 滅 。
~ 

言 峨新幹線 山陽新幹線建設
市教委 壊滅

1973年度まで継続

路線内遺跡 (日本固有鉄道) 五十川高木，弥永遺跡

O ぢo十反イ寸逃跡
市営住宅建設(板付団地)

市教委
1974年 3月まで

(福岡市住宅供給公社) 継 続

53 多々 良遺跡、
流通センター建設

市教委 壊滅 。O (福岡市都市開発局)

昭和4716 斜ヶj甫五窯祉 宅地造成 市教委 煙出部を破壊 O 大部分は現状保存

1972 
今宿バイパス建設 前年度より継続 l 

O 湯納遺跡
(日本道路公団)

県教委 壊 滅
1973年6月まで継続

"" 
O 下山門遺跡

市営住宅建設(下山門団地)
市教委 壊滅 。

(福岡市建築局)

。同片江古墳群 土地区画整理 市教委
6-8号墳は保 。
存、他は壊滅

O 降小笹遺跡
団地建設(小笹団地)

市教委 壊 滅 O 第 1次
(日本住宅公団)

O 山陽新幹線 山陽新幹線建設 削年遺度年度跡多より継続

ミ7 市教委 壕 i威 1973 ま で

路線内遺跡 (日本国有鉄道) 弥i宰属永、 々良地区。'、
板f寸遺跡、

市営住宅建設(板付団地)
市教委

前年度より継続
60 

4 
(福岡市住宅供給公社) 1974年3月まで継続。D 諸問遺跡 ドライブイン建設 市教委 壊滅 未 1次調査

O 昨宝i筒尾遺跡
席回中学校建設

市教委 壊 滅 。
(福岡市教育委員会)

O 陸蒲田遺跡
九州縦貫道インターチェ

市教委 壊滅 1973年まで継続
ンジ建設(日本道路公団)

昭和笠 r3、今山逃跡、 保存整備基礎資料収集 市教委 保存予定 未 第 4遺跡、

1973 

B 林道建設O 相原古墳群
(福岡市農林水産局)

市教委 壊滅 O 

。今宿小塚・大塚 今宿バイパス建設
県教委 継続調査 O 

南・高田遺跡 (日本道路公団)
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調査
No. 逃 JP1F 

調 査 原因
調 査 者

調査後 報告書
備 考

年度 ( 原 因 者 ) の処置 の有無

昭和⑬ G 草場古墳群 宅地造成 市教委 保 存 未

1973 
今宿バイパス建設

O 2'「0 湯納遺跡 県教委 壊滅 。前年度より継続、w (日 本道路公団)

X 災コノリ古墳群 宅地造成 日大、竹石健二 壊 滅 未

C 26 牟多国遺跡
壱岐中学校建設

市教委 壊滅 。
(福岡市教育委員会)

C 回野方中原遺跡 宅地造成 市教委 保存 O 
1975 (11日制150)'ト6月27

日国史跡指定

X 内小松ケ丘古墳群 宅地造成 鈴木重治 壊滅 未

O 間鶴岡T遺跡、 賀茂小学校建設
市教委 壊滅 。

(福岡市教育委員会)

O 4e i争泉寺遺跡 宅地造成 市教委 壊 滅 。
V 47 カlレメjレ修道院内遺跡 ミカン畑開墾 市教委 保 存 。
O I~ 小笹遺跡

団地造成(小笹団地)
市教委 壊滅 。第 2次調査

(日 本住宅公団)

¥C 
山陽新幹線 山陽新幹線建設

市教委 壊滅 。円IJ年度より継続
57 

路線内遺跡 (日本固有鉄道) 津屋、 多々良地区

O 合 板付遺跡
市営住宅(福岡市住宅供給公的

市教委
第 2区保存 。1976 (昭和51)年6月21

、- 板付北小学校建設(福岡市教育委員会) 他は壊滅 日国史跡指定

イ耐周辺髄
市営住宅建設

市教委 遺跡なし 。板付第 2市営住宅

(福岡市住宅供給公社) 建設地

O 
H-8、0-6・7，0-9・10

宅地等造成 市教委 壊 滅 。
A' 8-13地点

。!6f 諸問遺跡 庖鋪建設 市教委
壊滅の予定 。A区、 (放置)

C E 蒲田遺跡
九州縦貫道インターチェ

市教委 壊滅 。前年度より継続
ンジ(日本道路公団)

ゾ、台同調
金印公園

金印公園造成
九大考古学研究室 公 園 。

(福岡市経済局観光課)

昭和49災野方塚原遺跡 宅地造成 野方塚原遺跡調査団 壊滅 未

1974 31 戸切中原遺跡、 宅地造成 日大、竹石健二 壊 滅 未

IX 壱岐南小学校建設
戸切遺跡

(福岡市教育委員会)
市教委 壊滅 米

¥ 話有国遺跡 アパート 建設 市教委
第 3次調査
1975年度まで継続

37 四箇遺跡
団地建設(四箇団地)

市教委
A-E区

(日 本住宅公団) 1977年度まで継続

38 山崎古墳群 宅地造成 大川清 壊滅 未

44 瀬戸口古墳群 レストラン建設 田坂美代子ら 壊滅 。
CF F京ノ限遺跡、 宅地造成 市教委 壊 滅 。
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調査
No 3-M込'- 益事

調 査 原因
調査者

調査後 報告書
f蒲 考

年度 (原因者) の処置 の有無

59 菰牟田遺跡 倉庫建設 別府大学 壊滅 未

C G i板付周辺調査 宅地等造成 市教委 壊滅 。F-9a、

-' D. E-9:t也点

61 諸問遺跡 宅地造成 市教委 壊滅 。B.C.D区

和田部木原遺跡
工場団地建設

(福岡市土地開発公社)
市教委 一部保存 未

174 湯ヶ浦古墳群 宅地造成 日大、竹石建二 壊滅 未

昭和50河徳永古墳群 宅地造成 九大考古学研究室 壊滅 未

O 図広石古墳群
西陵高校建設

市教委 壊滅 。
(福岡市教育委員会)

河下山門敷町遺跡 宅地造成 市教委 壊滅 未

V125 
下山門南 ・石丸 団地建設

市教委 協議中 試掘
古川遺跡 (日本住宅公団)。3 有国遺跡、 アパート 建設 市教委 壊滅 O 官第113次 調 査

年度より継続

活原談儀遺跡 庖舗建設 市教委 壊滅 未

ば
団地建設(日本住宅公団)

市教委 未
A-E区前19年77判度よ月りま継で続継，続

四箇遺跡
児童公園(福岡市都市計画局) 壊 滅 四箇東

O ~ V片江辻遺跡、 土地区画整理 市教委 壊 滅 。
O 60 板付遺跡 宅地造成 市教委 壊滅 。G-5 a、F-8a、B-12地点

61 諸岡遺跡 宅地造成 市教委 壊滅 。E区、 F区

C 65' 席田遺跡群
運動公園建設

市教委 O 現在継続中
(福岡市都市計画局)

68 蒲田水ヶ元遺跡 工場建設 市教委 予備調査

昭和51 1小葎遺跡 病院建設 市教委 壊滅 未

1976 
サイクリング道路建設

4 今宿横浜遺跡 市教委 未
(福岡市都市計画局)

10 今宿大塚古墳 保存整備 市教委 未
1967 (昭和42)年12月15日

国史跡指定

0' 31 四筒遺跡、
団地建設(日本住宅公団)

市教委
一部保存 未 A-E区r

、電 集会場(福岡市民政局) 壊 滅 。J -10区

対カ/レメル修道院内遺跡 建物移転 市教委 保 存 未 第2i欠調査

53 地下鉄路線内遺跡
地下鉄建設

市教委 現在継続中
(福岡市高速鉄道建設局)

O 官官)板付遺跡、
宅地造成等

市教委 壊滅 。G-6a、G'H-5、H-5地点

県道移転(福岡市土木局)

。65 席回遺跡群
運動公園建設

市教委 現在継続中
(福岡市都市計画局)

68 蒲田水ヶ元遺跡 工場建設 市教委 壊滅 未



展示品目録

展示品を遺跡ごとにあげます。①展示品番号 ②品名 ③数量④時代 ⑤出土位置

⑥所蔵もしくは保管者名の順とします。古墳あ、よび古墳出土品は④を省略します。また、

⑤を略じたものもあリます。⑥については、所属もじくは保管者名のないものは福岡市教
r-i 

育委員会文化課あるいは福岡市立歴史資料館の保管・所蔵品です。

展示品番号は写真図録の番号と同じです。図録に掲載していない展示品もあリます。

1小葎遺跡

1 -1線刻画のある弥生土器 l 弥生時代後期 9-5鉄鉱 11 

1 -2 石錘 20 弥生時代後期 9-6 鉄斧

9-7 室包
9-1-81a: 
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3今山遺跡 9-8管 玉 10 福岡県教育委員会

3 -1 太形蛤刃石斧未成品 4 

弥生時代前期末~中期 10今宿大塚古墳

10-1円筒埴輪

4今宿横浜遺跡 10-2形象埴輪(武人) 1 

4-1 細形銅剣Ij 1 弥生時代前期末土域墓 10-3形象埴輪(馬)

4-2 ヒスイ製勾玉 1

弥生時代前期末土域墓 13相原古墳群

13-1 装身具 13 (耳環 l 管玉 1 丸玉9 ガラ

5今宿松原遺跡 ス玉 2) 

5-1 褒棺 l組 弥生時代前期(伯玄式) 13-2鉄万子 1 

13-3 須恵器 3 (高郎l 鴎 1長頚査 1) 

7飯氏馬場遺跡 13-4 須恵器 4 (邦蓋3 有蓋高原 1) 

7 -1 内行花文イ方製鏡 l 弥生時代後期 13-5 土師器(高杯) 1 

企(器台) 1 第 3号石棺墓 福岡県教育委員会 13-6須恵t

8丸隈山古墳 17大又遺跡

3号墳

4号墳

3号墳

6号墳

6号墳

8-1 石室模型 17-1土製模造鏡 5 古墳時代 九州歴史資料館

8 -2 {方製六獣鏡(模造品)

8 -3 {方製二神二獣鏡(模造品) 1 

9若八幡宮古墳

9-1 三角縁二神二獣鏡 1 

9-2 環頭大万 2 

9-3 量失 剣

9-4 鉄万子

18高崎古墳群

18-1有葦脚付域(須恵器) 1 

18-2有蓋足付壷(須恵器) 1 

18-3有蓋脚付士甘(須恵器) 1 

18-4 有蓋脚付壷(須恵器) 1 

18-5長頚台付査(須恵器) 1 

18-6須恵器 16(杯.f不蓋 4 高原3 褒 2 査l
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(7ゲラス丸玉ガラス小玉管玉)3 玉21-9 五泉 2) 平瓶2堤瓶2

II-2号墳

II-2号墳

轡 2) 辻金具 612 (杏葉 4具，馬18-7 

4 鍬21-10鉄矛室夫18-8 

II-2号墳21-11鉄鋤先金銅張環頭18-9 

堤瓶 1) 高t不lI不蓋 1(保 14 21-12須恵器4 環18-10耳

II -2号墳18 -1-10は2号墳

II -2号墳

1II-3号墳

N-2号墳

高杯 1) (柑12 21-13土師器九州歴史資料館

(小形袈)21-14須恵器

5 環21-15耳19宮の前遺跡

N-2号墳玉21-16 C地点 3号石棺弥生時代終末

弥生時代終末

鉄製鈍19-1 

N-2号墳

N-2号墳

21-17室長 室族

主砦21-18 

D地点

弥生時代終末 C地点墳丘

弥生時代後期~古墳時代

鎌

鉄製鍬先 1

量失19-2 

19-3 

N-2号墳

(台付長頚壷2 無蓋高杯2 有蓋

高杯 l 堤瓶 l醜 1) N-2号墳

7 

轡

21-20須恵器

21-19 

B:I也点 D地点

C地点高杯群A

3 錘19-4 石

弥生時代終末ホ不19-5 高

B 地点 l号竪穴3 19-6 異形土製品

23下山門遺跡鉢 1) (裂 34 土師器19-7 

平安時代台座状磁器23-1 D 地点 4号竪穴古墳時代初頭(宮の前1II式)

平安時代10 青磁・白磁(破片)23-2 C地点 2号石棺弥生時代終末2 玉19-8 管

古墳時代5 ミニチュア土器23-3 カ'ラス小玉 2) 3連(管玉 1

弥生時代終末

玉19-9 

古墳時代

古墳時代

古墳時代

2 土製模造鏡23-4 C地点 1号石特

8 23-5紡錘車

15 23-6 滑石製模造品20湯納遺跡

古墳時代2 滑石製玉23-7 弥生時代後期

古墳時代

3 青銅鋤先20-1 

古墳時代

古墳時代

古墳時代

平安時代

2 

木製容器

23-9 木製刀子柄(模造品)

23-10木製席編具

23-11ふいご(破片) 3 21広石古墳群

1 -1号墳4 環耳21-1 

24下山門敷町遺跡メ管玉 l切子玉 212 (勾玉 l玉21-2 

弥生時代

奈良時代

奈良時代

3 文銅24-1 土ガラス丸玉 4ノウ丸玉 2

3 24-2 緑粕陶器(破片)1-1号墳

1 -1号墳

台付査 2

臼玉 1) 製練玉 1

墨書のある須恵器(破片) 4 24-3 6 鯨i章夫21-3 

壷 2杯蓋 211(キ不2

壷l

須恵器21-4 

27野方中原遺跡堤瓶 1) 1 -1号墳

1-1号墳

平瓶 l

鉢 l無類壷2査 214 (喪 3弥生土器27-1 2 (査)陶質土器21-5 

器台 1) 高杯2j主口鉢 l有孔鉢2平瓶 1) 長頚査1杯蓋 l(杯 1須恵器 421-6 

A溝

B溝弥生時代後期

弥生時代後期 E-4区

23-8 

福岡県教育委員会

木製臼20-2 

弥生時代後期

2 

2 

青銅鋤先

鉄製鋤先

斧鉄

27-2 

27-3 

27-4 

II-1号墳

II -2号墳

II -2号墳

鉄製釧

環耳

21-7 

21-8 



27-5鉄 鎌 l 弥生時代後期 1001号住居祉

27-6獣帯鏡(破片)1 古墳時代初頭 1号石棺墓

27-7 内行花文鏡 古墳時代初頭 3号石棺墓

27-8 玉 8 (勾玉 1 管玉 7) 

古墳時代初頭 l号石棺墓

27-9 玉 4 (勾玉 l管玉 lガラス小玉2)

古墳時代初頭 3号石棺墓

27-10 玉 11(ガラス小玉)

古墳時代初頭 5号石棺墓
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34-14線刻機 2 

34-13弥生土器(丹塗磨研壷) 2 弥生時代弁戸

弥生時代井戸

34-15石錘 1 古墳時代 2号住居祉

34-16土師器(査)1 (瀬戸内系) 古墳時代

34-17 白 ~ttli宛

34-18万 子

34-19貨幣

平安時代土j贋墓

平安時代土塘墓

平安時代

34-4 -19は第 3次調査出土品

27-11土師器 (釜 2 裂 2 鉢 2 高t不1 摘 2 35原談儀遺跡

鼓形器台 I 器台 1) 古墳時代初頭 35-1木製三又鍬 弥生時代中期はじめ

27-12須恵器 u不蓋) 2 35-2 木製ひしゃく 1 弥生時代中期はじめ

古墳時代 (5世紀) 1002号住居:tJl:

36鶴町遺跡

29野方塚原遺跡 36-1 木製狭鍬 1 弥生時代

29-1舶載鏡 弥生時代後期末 36-2 木製二又鍬 弥生時代

29-2 弥生土器(高杯) 弥生時代後期末 36-3 木製容器(模造品) 1 弥生時代

36-4 木製斧柄(模造品) 1 弥生時代

32金武古墳群

32-1 青磁碗(珠光青磁) 1 

平安時代 1号墳墓道上表土

33姪浜新町遺跡

33-1磨製石剣 1 弥生時代中期後半~後期前半

34有因遺跡

34-1 夜臼式土器(深鉢) 1 弥生時代前期はじめ

29街区V字状溝九州大学考古学研究室

34-2 打製石鉱 l 弥生時代前期

34-3磨製石室族 2 弥生時代前期 29街区V字溝

弥生時代 Y6住居祉

34-4 磨製石貧IJ 1 弥生時代

34-5 柱状片刃石斧 l 

34-6 挟入片刃石斧未成品 3 

34-7 扇平石斧 2 

34-8 石庖丁

34-9石鎌

34-10石錘

34-11青銅器鋳型 1

34-12弥生土器(有孔土器) 3 

弥生時代 10号土鳩

弥生時代

弥生時代講

弥生時代

弥生時代講

弥生時代

弥生時代井戸

弥生時代井戸

37四箇遺跡

37-1 漆器

37-2 木製斧柄

37-3 木製弓

37-4 槍状木製品 1 

37-5 木製杵

37-6 木製三又鍬 1 

37-7 木製三又鍬 1 

37-8 木製鍬

37-9縄文土器

縄文時代 A地点泥炭層

弥生時代 C地点

弥生時代 C地点

弥生時代 C地点

弥生時代 c:t也点

古墳時代 C地点

古墳時代 C地点

古墳時代 C地点

l 縄文時代後期 A地点泥炭層

層

点

点

炭

地

地

泥

A

A

占川地A
 

期

期

期

後

後

後

代

代

代

時

時
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l縄文時代後期 A 地点

1縄文時代後期 A地点

1縄文時代後期 A地点

1縄文時代後期 A地点

l縄文時代後期 四箇東

1縄文時代後期 四箇東

l縄文時代後期 四箇東

l縄文時代後期 四箇東
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37-21縄文土器 四箇東

37-22縄文土器 四箇東

37-23すり石 縄文時代

37-24石 皿 縄文時代 A 地点

37-25凹 石 縄文時代四筒東

37-26打製石銀 9 縄文時代 A 地点

37-27つまみ形石器 6 縄文時代 A地点，四箇東

37-28周; ~if 3 縄 文 時 代 四 箇 東

37-29再IJ 器 4 縄文時代四箇東

37-30尖頭状石器 4 縄文時代 A地点

37-31石 錐 縄 文 時 代 四 箇 東

37-32剥 片 12 縄文時代 A地点

37-33石 鐙 5 縄文時代 A地点 四箇東

37-34土 鐙 縄 文 時 代 四 箇 東

37-35十字形石器 3 縄文時代 A地点

37-36磨製石器(用途不明) 2 縄文時代

A地点，四笛東

37-37磨製石斧 7 縄文時代 A地点，四箇東

37-38打製石斧 4 縄文時代四筒東

37-39有孔円盤 7 縄文時代四箇東

37-40 玉 3 縄文時代四箇東

37-41土偶(破片) 2 縄文時代四箇東

43片江古墳群

43-1 6 - 8号墳模型 I 

43-2鉄鉱 6 3号墳

43-3 万子 3号墳

43-4耳 環 4 6号墳

43-5 玉 8 (切子玉1 管玉 2 平玉 l

丸玉3 なつめ玉 1) 6号墳

43-6 万 子 6号墳

43-7 鉄 鉱 6号墳

43-8 耳環 2 7号墳

43-9 土玉 7号墳

43-10馬具 2 (尾錠 l 鐙金具 1) 8号墳

43-11鉄鎌 3 8号墳

43-12鉄製鋤先 1 8号墳

44瀬戸口古墳群

44-1 玉 4 (勾玉 1 ガラス玉 2 ヒスイ玉 1) 

44-2 飾り鋲金具 l 

44-3 鍔

44-4 万 子 すべて 2号墳

45京ノ隈遺跡

45-1直 万 古墳時代 古墳粘土榔

45-2 鉄製鈍 古墳時代古墳粘土榔

45-3 鉄製鋤先 古墳時代古墳粘土棚

45-4 経塚 1号主体部模型 l 

45-5 青銅製経筒 l 

45-6平形令子

45-7 柑形合子 3 

45-8 万 子

45-9鉄 鉱 2 

45-10毛抜き

45-11不明鉄製品 l 

45-12貨幣

45-5 -12は平安時代(12世紀)経塚1号主体部

45-13平形合子

45-14柑形合子 3 

45-15鉄小万 3 

45-16数珠玉 2 

45-17水品玉

45-18滑石製品

45-13 -18は平安時代(12世紀) 経塚 2号主体部

45-19湖外|六稜鋭(? ) 1 

46浄泉寺遺跡

46-1 石l包丁 l 

46-2 石庖丁未製品 1 

46-3 扶入片刃石斧 1 

46-4 扶入片刃石斧未成品 l

46-5扇平片刃石斧 2 

46-6 蛤刃石斧(破片) 1 

46-7 紡錘車

46-8 磨製石剣

46-9磨製石剣未成品

47カルメル修道院内遺跡

47-1銅剣11 3 

l 

1 

2 

表採

弥生時代 5号住居祉

弥生時代 30号竪穴

弥生時代

弥生時代 52号竪穴

弥生時代 16号竪穴

弥生時代

弥生時代 9号竪穴

弥生時代 X2号竪穴

弥生時代 40号竪穴

弥生時代前期
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49小笹遺跡 57山陽新幹線路線内遺跡

49-1鉄鉱 2 弥生時代後期 〈弥永遺跡〉

包含層 と第4号石蓋土i庚墓

50宝台遺跡

50-1遺跡模型 l 

50-2 C区 5号駁穴住居祉復元模型 l 

50-3 弥生土器 4 (ブランデーグラス形 1 裂 1

高杯 2) 

弥生時=代中期(宝台 I式 B地点祭j杷遺構

51丸尾台遭跡

51-1 日光鋭 l 弥生時代中期後半~後期裂結墓

51-2 鉄小刀 l 弥生時代中期後半~後期 設棺墓

51-3 素環頭大万 1 弥生時代後期設棺墓

53地下鉄路線内遺跡

53-1員輪 3 弥生時代中期

西新町追跡C地区10号設棺墓

53-2 玉 1 弥生時代中期

西新町ー遺跡、C地区 l号12棺墓

53-3 弥生土器 (丹塗磨研) 1 弥生時代中期

藤崎逃跡、 13号45棺

53-4 タコ査 4 古墳時代西新町遺跡、

53-5 瓦 5 江戸時代福岡城内涼外側石垣

55老司古墳

55-1 方格規矩鏡 l 古墳時代 l号石棺

55-2 r君宜高官」内行花文鏡 l 古墳時代 3号石棺

55-3 内行花文鏡 1 

55-4 玉 (勾玉 ・管玉)4連

56弥永原遺跡

56-1 f方製内行花文鏡 l 

古墳時代 3号石棺

古墳時代

1号石棺 3号石棺

九州大学考古学研究室

弥生時代後期

2号竪穴住居祉

56-2太形蛤刃石斧 1 弥生時代 A地区

56-3石庖丁 I 弥生時代 B地区

56-4 ガラス勾玉鋳型 2(模造品) 弥生時代

57-1弥生土器 (高杯) 1 

57-2石庖丁

57-3石鎌

57-4 蛤刃石斧 2 

57-5 柱状片刃石斧 2 

57-6 紡錘車 6 

57-7 磨製石剣 5 

〈五十川高木遺跡〉

弥生時代前期

弥生時代前~中期

弥生時代前一中期

弥生時代前一中期

弥生時代前期

弥生時代

弥生時代

57-8柱状片刃石斧 I 弥生時代 B地点

57-9土師器 3 (高台付杯 1 i不2) 号住居祉

57-10土師器 5 (1lll2 i不3) 

57-11土師器 (皿 2

57-12陶質土器(鉢) 1 

57-l3黒色土器

57-14石鍋 1

57-15青磁碗 1 

57-16白磁碗 2 

57-17貨 幣 8

3号住居祉

包含層，ヒ.ツ 卜6

包含層

l号住居祉

井戸

4号ピット

包含層

元望通宝 (北宋1078-1085年) 3.景徳元宝

(北宋1004-1007年) 1. 成平元宝(北宋

998ー 1003年) 1.紹聖通宝(? )・ 淳照通宝

(? )・不明各 1枚 3号住居祉床面

57-9-57-17は12世紀一13世紀

〈津屋井田遺跡〉

57-18木製平鍬 1 

〈多々 良込田遺跡、〉

弥生時代終末

57-19土師器 l 古墳時代前期 6号住居祉

57-20土師器(盤)1 奈良時代末一平安時代 4号溝

57-21須恵器 6 (盤 1 蓋 I I不4) 

奈良時代末一平安時代 4号溝

57-22 瓦 6 (軒丸瓦 3 軒平瓦 3) 

鴻1車館式長者原式 4号議

57-23 t専: 1 奈良時代末~平安時代 4号溝

57-24緑利l陶器(破片)

〈多々良蔵ノ元遺跡〉

57-25土師器(鍾) 1 

57-26タコ壷

奈良時代 4号溝

古墳時代初頭

古墳時代初頭
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60板付遺跡

60-1縄文土器 1 縄文時代早期第3区

60-2 夜臼式土器(小形査) 1 

弥生時代初頭環溝内東北部俊乱層

60-3 弥生土器 6 (饗 2 壷 3 鉢 1) 

弥生時代前期(板付 I式 ・II式)

第 1区，県道， G-6 a 地点， F-5地点

60-4 弥生土器 6 (饗 1 壷2 小形査 l 無頚査

1 蓋 1) 弥生時代中期(宝

台II式相当)第 2区旧河川岸辺砂層

60-5 籾庄痕土器 5 弥生時代前期

60-6 石庖丁 6 

60-7 石庖丁未成品 4

60-8石 鎌 5 

60-9 太形蛤刃石斧 4

60-10石 斧 2 

60-11扇平片刃石斧 2

60-12扶入片刃石斧 3

60-13柱状片刃石斧 260-6-13は弥生時代前~中期

60-14環状石斧 l 弥生時代後期? 第2区

60-15穿孔用石器 2 弥生時代前期~中期第 1区

60-16磨製石突 3

60-17磨製石錬 8 

弥生時代前期

弥生時代前一中期

60-18打製石銀 5 弥生時代前期

60-19石槍状打製石器 l 弥生時代前期

60-20石錘 2 弥生時代前期第 l区

60-21土 錘

60-22投弾

60-23紡錘車

3 弥生時代 G.H-5，H-5地点

8 弥生時代前期

6 弥生時代

60-23'土製さじ 2 弥生時代前期

60-24砥 石 l 弥生時代環溝内北東部

60-25青銅器鋳型 2 弥生時代後期第 2区

60-26鉄 斧 1 弥生時代中期後半~後期第 2区

60-27 玉 3

60-28銅鉱

60-29弥生土器(桃実形)1 

弥生時代

弥生時代後期

弥生時代中期後半~

後 期 初 頭 第 2区

60-30炭化米 弥生時代中期初頭県道11号援穴

60-31木製鋤 l 弥生時代中期 H-5地点 l号、溝

60-32木製三又鋤 (模造品) 1 弥生時代中期

第 2区

60-33木製二又鍬(模造品) 1 弥生時代後期

第2区

60-34木製容器 1 弥生時代中期 H-5地点

60-35木製網枠(模造品)1 弥生時代中期 第2区

60-36槌状木製品 1 弥生時代中期 H-5地点

60-37木製斧柄(模造品)1 弥生時代中期 第2区

60-38鹿角製万子柄 l 古墳時代 第 1区

60-39櫛

60-40寛永通宝 10 

60-41灯明皿 4 

61諸岡遺跡

江戸時代 G-5a地点

江戸時代 G-5a地点

江戸時代 G-5a地点

61ー l 先土器時代石器 10 (ナイフ形石器4 台形

石器 2 革IJ片 2 石核2) 

61-2 夜臼式土器(深鉢) 1 F区

61-3 朝鮮系無文土器(護)4 弥生時代前期後半

61-4 玉 1

61-5 扇平片刃石斧

61-6 貝輪 9 

3号・ 17号 ・7a号 ・40号竪穴

弥生時代前期後半 6号盟主穴

弥生時代撹乱層

弥生時代中期

61ー 7 鉄斧 l 

A区43号裂棺墓， B区2号裂桔墓

古墳時代 38号竪穴

61-8 滑石製模造鏡 1 古墳時代大形竪穴状遺構

61-9 青磁碗 2 平安時代 A区小竪穴

63金隈遺跡

63-1遺跡、模型 1 

63-2 弥生土器(査) 3 

63-3石剣 6

弥生時代中期

27号~棺墓副葬

弥生時代前期末~中期

55， 97，103号饗棺墓，石叢土城墓，表採

63-4 貝 給 2 弥生時代前期末 103号饗棺墓

63-5 玉 1 弥生時代中期 30号室E結墓

64宝満尾遺跡

64-1 B区遺跡模型 1 

64-2 扶入石斧 2 

64-3 内行花文明光鏡 l 

弥生時代 B区

弥生時代後期

4号土塀墓



64-4 ガラス小玉 540 

64-5 素環頭万子 1 

弥生時代後期

B区15号土墳墓

弥生時代後期

B区13号石蓋土域墓

64-6 鉄斧 I 弥生時代後期 B区6号土壌墓付近

64-7 玉(勾玉 2 管玉19) 古墳時代

A区石蓋土域墓

64-8 鉄製鋤先 1 古墳時代古墳石室

64-9玉(勾玉 I 小玉43) 古墳時代古墳石室

65席回遺跡群

65-1須恵器査 1 

65-2 土師器室 1 

65-3 直 刀

65-4 鉄万子

65-5鉄 鉱 10

65-6 鉄製毛抜き l 

65-1-6は貝花尾 l号墳

65-7 須恵器 5 (高杯1 牽 1 杯蓋 l 平瓶 1

疎 1) 貝花尾 2号墳

66多々良遺跡

66-1青磁 ・白磁(破片 10 平安時代

67蒲田遺跡

67-1先土器時代石器 40 (細石核4 細石刃14

石核3 剥片 7 ナイフ形石器 5 台形石

器 5 彫器 2) A・B・D.E区

67-2打製石鍬 31 縄文時代早期末一中期

67-3石 斧 2

67-4 扇平片刃石斧 l 

57-5石庖丁 1 

67-6 磨製石鎌 2 

A.B ・D.E区

D.F区

E区

弥生時代 A区

A区2号土域墓

67-7 紡錘車 l 蒲田 2号墳盛土

67-8 筒形器台 l 弥生時代中期 A区溝状遺構

67-9 須恵器(杯蓋)2 古墳時代 D区2号住居祉

67-10土師器(塙)1 古墳時代 D区2号住居祉

67-11 ミニチュア土器 3 古墳時代 D区2号住居祉

67-12土師器(曾五)1 古墳時代 D区6号住居祉
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67-13高腕天目 (破片) 2 歴史時代 D区

68蒲田水ヶ元遺跡

68-1縄文土器片 5 縄文時代後期(南福寺式)

68-2 土器片利用有孔円盤 l 縄文時代後期

68-3 方格規矩銭片 l 弥生時代後期末

68-4 弥生土器(器台) 2 弥生時代後期

68-5 ガラス小玉 4 弥生時代後期末15号住居祉

68-6 ガラス小玉 l 弥生時代後期末36号住居祉

69和国部木原遺跡

69-1磨製石剣 l 

71天神森古墳

71-1三角縁神獣銭 1 

71-2盤龍鏡

73和白遺跡

弥生時代中期

73-1 先土器時代石器(尖頭器) 1 下和白

73-2石 斧 1 縄文時代下和白

73-3石匙 1

73-4 玉 4連

73-5 滑石製模造品 4 

73-6 鉄製万子 l 

73ー 7鉄 鉱

73-8 須恵器(脚台付子持査)1 

73-9勾玉

73-10杏葉

73-11鉄 i族 6

73-12金環 3 

73-13切子玉

73-14青磁碗

73-15青磁碗

73-16青磁碗

縄文時代 下手目白

飛山 l号墳

飛山 l号墳

飛山 1号墳

飛山 1号墳

高見 2号墳

高見 5号墳

猿ノ塚古墳

猿ノ塚古墳

猿ノ塚古墳

宮前 l号墳

第7号遺構

第10号遺構

高見 2号墳
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特設展開催にあたり、次の各機関、各氏の協力を得

ました。

福岡県教育委員会文化課

九州歴史資料館

九州大学文学部考古学研究室

福岡市教育委員会文化課

森貞次郎(九州産業大学教授)

岡崎敬(九州大学教授)

藤井 功(福岡県教育委員会文化課課長)

横田義章(九州、|歴史資料館)

O図録遺跡概要・展示パネル原稿執筆

栗原和彦(福岡県教育委員会文化課)

柳田康雄 11

島津義昭(熊本県教育委員会文化課)

大川 清(国士館大学教授)

橘 昌信(別府大学文学部助教授)

下僚信行(九州大学文学部助手)

三島 格(福岡市教育委員会文化財専門調査員)

柳田純孝(福岡市教育委員会文化謀)

塩屋勝利

折尾 学 (

山崎純男(

柳沢一男(

沢皇臣(

二宮忠司(

山口譲治(

横山邦継(

力武卓治(

井沢洋一(

浜石哲也(

池山市議二 ( 

山崎龍男(

和田むつみ

松浦宥一郎

I! 

H 

11 

O展示品写真撮影

林崎f介男(九州大学文学部技官)

表紙写真

石丸 洋(九十ト|歴史資料館)

若八幡宮古墳出土鏡 (9-1)、高崎 2号墳出土品

(18-1-10) 

柳田純孝(福岡市教育委員会文化課)

四箇遺跡出土縄文土器、木器 (37-1-22)

沢皇臣(福岡市教育委員会文化課)

板付遺跡出土木器 (60-31、34、36)

宮島成昭

広石古墳群出土土器 (21-4，6、12、13、14、20)

福岡県教育委員会提供

若八幡宮古墳出土鉄簸 (9-5)、直万・環頭

大万 (9-2・3)

他は福岡市立歴史資料館撮影(後藤)

0遺跡写真提供

福岡県教育委員会文化課

若八幡宮古墳、高崎古墳群、大又遺跡、湯納

遺跡・遺構写真

福岡市教育委員会文化課

上記以外の遺跡・遺構写真

O挿図卜レス

岩崎二郎(九州大学大学院生)

O表紙デザイン

山田英史

本舎に掲載した地図は、建設省国土地理院長の本認を得て、

同院発行の 5万分の 1，2.5万分の l地形図を複製したものであ

る。 (承認番号)昭和52九複、第171号および第230号

福岡平野の歴史

一緊急発掘された遺跡と遺物原始時代~江戸時代ー

福岡市立歴史資料館図録第 2集(特設展図録)

編集・発行福岡市立歴史資料館。

〒 810 福岡市中央区天神 1丁目15番30号
Te1741-5488 

印刷 西日本新聞印刷

禁無断転載・複製

図録編集後藤直

3oJ子午
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